
関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :その他発電用原子炉の船属施設

系 統 名 :補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係
るものを除くを)

燃料設備

要領書番号 :原規規収第 1610071号 127-2

ぬ 31年 3月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名   Fぅ尋西電力株式会社萬浜発電所第 1号機

2 検査の種類  発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る使用前検査

3 検査申請
7日 )

0日 )

日)

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

8日 )

4 検査理日 自弟歳」1年 J月 2ど日
季ネ扶BI年 J月虫ど日

関西電力株式会社高浜発電所

福井果大飯郡高浜町田ノ浦

5 検査場所

＼6 検査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

構機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係るものを除

く。)

燃料設備

容器

常設

No.Iディーゼル消火ポンプ燃料サービスタンク(1,2号機共月)
_   1個

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月
関原発第 434号 (平成 30年 3月 2
関原発第46号 (平成 30年 4月 20
関原発第 202号 (平成 30年 7月 4
関原発第 259号 (平成 30年 8月 2
関原発第 415号 (平成 30年 12月
関原発第 504号 (平成 31年 2月 1
関原発第 512号 (平成 31年 2月 6
関原発第 582号 (平成 31年 3月 1

r



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

容量れ亀認検査

λ

弟歳J'年 J月 鶏;日 秋 ぅ/年 ,月 必 日

て 歯 諷Vll∋

矛F)1後鱒

が
'ル

,テ″ぜゾ主任技術者

考芸浄期 Fp

8 特記事項

9 添付資料

な し

使用前検査記録

1検査前確認事項

2容量確認検査記録
3検査用計器∵覧表

ユ



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月露 結果 備考

本検査に係る使用講検

査申講書 (変更申請を含

む。)が準備されている

こと。

記録確認

れ ど

'年ど 月虚丁日 え
使用説検査成績書の「8検査申

請」に申請番号 (変更申請番号

を含む。)を記載する。年

月  〉レ

年

月   日

検査をする工事の工程、

期日及び場所が申請書

どおりであること。

記録確認

用寝ど,=
S月 2√ 零 え

年

ジ1   翔

年 /

工事計画の認可番号の

記哉が適ヒ刀であること。
記録確認

鬼歳ど

'年、デ月2τ 日 え

年

月   日

年 イ

S



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
系統性能検査

容量確認検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

兄歳デ/年

ど 月?ど 国 λ

年

月   日

年 /

必要な図麗等が準備さ

れていること。
図面等確認

嘉碇ど

'年3月父彦日 虞

年

月   日

年 イ

検査用計器が校正され

ており有効無限内であ

ること及び必要な涙1定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

井φ違ガ年

3月 2了日
と
夕t

年

月   日

年 イ

4



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

容量確認検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 補樹t駆動用燃料設備 燃料設備 容器
判定基準 1容量が許容値を満足していること。

検査対象 容量 (り
検査年月日

検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値 許容値

※2
測定値

No。 1ディーゼル消火ポンプ

燃料サービスタンク

(1'2号磯共用)

245け大」と

(1500※
1)
245以上 ユた、9

卑歳
'十

年
g月政τ日 え

Φ
記録確認

備考

※ 1:公称値

※ 2:諦容値は工事計画によるど

`



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器∵覧表

J

添付資料-3

2♭

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範籐l 測定精度
校正年月日

有効期 長ヽ
値考

縁 定終
催
毬もヽ式

'ゆ

渇
ア着とど奎三多†

2巡「丁も子?
οん,????7負 7と

虫チ～ユ、ξ先3/九
五戌●/AS

ゴτ
'′
7カト2月 ,か恒

ス
'p磐
準ユ島
'7週

/

/

/

渉/盈



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

、できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :そのイ也発電用原子炉の附属施設

系 統 名 :非常用電源設備

非常用発電装置 燃料設備
補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラエに係る

ものを除く。)              ′

燃料貯蔵設備

要領書番号 :原規規収第 1610071号 1-273

令待盈年 3月

原子力規制委員会



使帰前検査成績書

と発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

発電罵原子炉に燃料・体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3検査申請

2検査の種類

4検査期日

5検査場所

6 検査範囲

開原発第 504号
関原発第 512号
関原発第 582号
関原発第  3号
関原発第 63号
開原発第 115号
関原発第 204号ヽ

(平成 31年
(平成 31年
(平成 31年
(平成 31年
(令和 元年
(令和 元年
(令和 元年

2月  1日
2月  6臓
3月 18日
4月  4日
5月 16日 )
6月 24田 )
8月 23日 )

使用前検査申請番号

関原発第299号 (平成 28年 10月  7解
関原発第484号 (平成 30年  3月 20癬
関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日
関原発第202号 (平成 30年  7月  4日
関原発第259号 (平成 30年  8月 20日
関原発第415零 (平成 30年 12月  5日

理尋4環LttIIB秘身密R協
鳳)

理解鑑算2七吟患つ2持期必a)

)

)

)

自 狂洵位え 年′r月 /み
葦
‐
今紳2年 3月 9日

F美弓西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町調ノ浦

高浜発電所第 1号機             |
発電用原子炉施設                        「

' その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

非常用発電装置 ・

燃料設備

容器                     |
常設                    `
燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)※ 1

2(機 F美号1台につき 1)
主配管

常設 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用) 一式
※と:その他発電月原子炉の隣属施設 (孝甫格亀駆議力用燃料設備)

のうち燃料貯蔵設備と兼帰

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

1



検査実施者及び検査結果一覧表

う生
8特記事項

9 添付資料 使用前検査記録

と検査前確認事項

2燃料給油検査記録
3容量確認検査記録
4検査用計器一覧表

2

検査項目
検査

結果
原子力施設検査宮 検査立会責任者

系統性能検査 、

燃料給油検査

容量確認検査

た

々抹
"仏

年//月 /え日 ォセヵ= ヵ年〃月′ュ日

Ｈ
ド
Ｅ
ト

由猫多

平η夕,Ⅲ 夕rぜレ′主任技術寸
Eロ

)

なふ芽



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

燃料給油検査

容量確認検査

淀

吟いみ2年 う月,日 濃放 九年′月ア日

独4ス ③

ガ町

'ア

ネ
タ蠣汁
X主 任技管者

方ふ期 Ю

8特記事項

9 添付資料

二み し

使用前検査記録

1検査前確認事項
2燃料給油検査記録
3容量確認検査記録
4検査用計器一覧表

3



添付資料 l-1

高浜発電所第 +1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申講

を含む。)が準備 され

て彰ヽ ること。

記録確認

塑И
"仏

年
′′月 /え日 夕く

使用前検査成績書の「3検査
申請どに申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。
今浄盈年
3月 9日
え

年 /

検査 をす る工事の'I

程、理 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とざ

記録確認

愛V勤仏年
/′月 /え色 え
◆多2年

3月 q日
え

年

月
一

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

猫彬鮨み年
/rtt rた白 k
F璃Ⅲ2年

,月 9日
班

年

月 =

4



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機
｀
使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

燃料給油検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

脇 準

′F月 /え日 ′く
今弁,2年

3月 9日 え

年

月 =

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

枷 年

〆r月 /え日 た
狩境準2年

3月 身日
淀

年

月
一

系統構成が完了してい

ること。 . 
｀

立会/

攀

脇 年

//月 ′と口 艶

蛤
//

記録搾認

彿 2 年
3月 9 日
之

立会/

記録確認

年

月
一

ム



添付資料 li3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

容量確認検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

揚 み卒

//月 /た日 ア
有
く

牟紳レ2年

3月 身日
2

年

月 =

必要な図麗等が準備さ

れていること。
図面等確認

称 阜
/′ 月/え 日 k
↑ん2年

3‐月9日 之

年 |

月
=

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲(測定精度を有し

ていることと

記録確認

塗Иj仏年
//月 /た日 挺

↑癖2年

3月 9日

,

挺

年

月 =

6



添付資料 2-1
高浜発電所第 1号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範睡l:その他発電痛原子炉の附属施設 夢F常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
主配管 常設 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):一式

,

判定基準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料給議できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

lA燃料油貯油そう

とA燃料油移送ポンプ
(重大事故等時のみ 1。 2号機共用)

岱静2年

3月 9日
芝
釧
―/

記録確認

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。
※:適合性確認検査成績書の識別番号:T十 -3,θこ

~ο
i

7



添付資料 2-2
高浜発電所第 1号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の鮒属施設 非常用電源設備.非常用発電装置 燃料設備
主配管 常設 (重大事故等時のみと。2号機共用),一式

判定基準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料給泊できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

lB燃料油貯濃そう

lB燃料油移送ポンプ
(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)

騨 年

rr月 ′た日 た
目視/
鵡

備考「
|

8



添付資料 3と と

高浜発電所第 1号機

容量確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電帰原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
容器 常設 燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共月):2個

判定基準 :容量が許容値を満足していること。

検査対象 容量 徹
3)

検査年月用
検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値

許容値
※S
測定値

lA燃料油貯油そう※1 180以上
(200※
″
)
180以 上

鉾静 2年
3月 q日 之

朝

記録確認

備考

※ 1:補機駆動用燃料設備のうち燃料貯蔵設備と兼用
※ 2:公称値
※ 3i許容値は工事計画による。

長藍Υ鼈馨極湛累麗墓寝擢畳献鍮男罐會
):午

i亀_っ ,。 1

?



添付資料 3-2
高浜発電所第 1号機

容量確認検査記録

検査場所 :関西亀力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
容器 常設 燃料油貯泊そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用〉:2個

判定基準 :容量が許容値を満足していること。

検査対象 容量 仙
3)

1検査年月日
検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値

許容値
米3
測定値

lB燃料油貯油そう※] 180以上
(200×
彦
)
180以 上十/″充′す

塗ツ場を年
//月 /之口 た

目視/

騨

備考

※ 1:補機駆動用燃料設備のうち燃料貯蔵設備と兼用
※2:公称値
※ 3:許容値は工事計画による。

,0



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料 4

ん ′′ /え

検査項目 管理番号 測定範囲 備考検査用計器 測定精度
校正年月日

有効期限

期 ヽ

雄
耳, ァヽクス V〆守″/Jい′千 ν々【恙軋

瑠伊θii琺
L(猫隙 舟ノ

‐
ル/P,/1/え

効″、′lrr

以手約

r1/E



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第,1610071号 99

成績書管理番号 :と -27-4

彿 d年 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覚表のとおり

3検査期日  自 冷 瀞 2年 11月 2〒"日

至枷 e年 /舟 /S日

4検査場所   使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果―覧表のとおり

6検査結果 '  検甕結果二覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-27-4

′



成績書管理番号 :1-27-4

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請によゲ確認し表中に進記する。

関原発第 299号 (平成 28年 10月

関原発第434号 (平成 30年 3月 2

関原発第46号 (平成 30年 4月 20

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4

関原発第259号 (平成 80年 8月 2

関原発第415号 (平成 80年 12月

関原発第 5o4号 (平成 31年 2月 1

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6

関原発第 582号 (平成 81年 3月 1

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16

関原発第 115号 (2619年 6月 2

関原発第 204号 (2019年 8月 2

蘭原発第478号 (2020年 1月 2

関原発第 510号 (2026年 1月 3

関原発第 542号 (2020年 2月 2

関原発第 609号 (2020年 3月 2

関原発第 20号 (2020年 4月 7

関原発第 286号 (2029年 8月 2

7日 )

0日 )

日)

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

8日 )

日)

4日 )

3日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4コ )

日)

1日 )

検査申請書番号

(申請年月日)

芝



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-27-4

●

特記事項

幕 レ

検査立会責任者 :簾辟

谷衰a生髯ァ1主任技術者

ゑ ミ 為
南ラージーどy勘効切略
イヲ洗 娠帝

原子力麹農機査官 卑

ん爾 脅 災

検査結果

】盈

検査年月日

枷 ヌ 年

ヶl月 2今 日

,iR2身 n



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日 :φ脚 2年  ォ1 月 z今 日
「                検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備 考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含むな)が準備さ

れていること。

記録確認

検査をする工事の工

程 (期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。

記録確認

工事計画の認再番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

朴



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査 )

添付資料3-1

使用前検査記録―

検査年月H

検 査 場 所

成績書管理番号 :1-27-4

:電髭橘肇i纂兵螢社魯渡箋蓬鼻
検査嵐1確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

事請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 e
必要な烈面等が準備されていること。 図画等確認 ぐ勢,一
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲i測定精度を有してい

ること。 
イ

記録確認 軽)・ 下

系統構成が完 rしていること。 綸 ∞―

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1工 27-4

絵雹景i縄熟鱚繭
検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の帯属施設

非常用電源設備   叩

非常用発電装置

内燃機関

サービスタンク

燃料設備

ポンプ

主配管

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

運転性能検査

燃料給油検査 (通水検査)

容量確認検査

設備及び機器が五事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることな           ′

盈 蛭鱗
1

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査め品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書め識月ll番号 :Tl-3-o552
・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照
※1:立会は、A空冷式非常用発電装置用給油ポンプ等 (丹1添 2)を対象に実施した。

ど



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 il-27-4

検査年月日 :琴禁綴ワ 年 11 月 2ま 日

検 査 場 所 と関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等
検査

結果
検査方法

非常用発電装置

燃料設備

主西己管 彿Ⅲ添2)

燃料給油検査

(通水検査)
歿

目視
)静常用発電装置

燃料設備

‐ A空冷式非常用

発電装置用給油ポ

ンプ  '

運転性能検査

容量※ 1

(m3/h)
Z、今 及

吐出圧力※ 2

(MPa)

θ、も

(∂ ll〕 2争♪
確

運転状態 飛

備考

運転 l生能検査判定基準 :給油ポンプ容量 1,81n3/h以上、吐出圧力 0.3MPa以上

※ 1:①タンク容量畿線から読み取つた容量および増力E量 (Δ V〉

時間沢こ定前 :〃す21準▲ (浮ガ駆予 よ″ヵ″9捧譜 ′

時間測定後 :/J'クⅢ/と  で
'ゥ
み矛 ♭′′″″ぬ疹鬱 ♪

△V= ブ,ク欠/― 〃挽 ]卒  giき冬・ク た

②測定範囲高さに対して掛かった時FF](T)T='扮停ψ呼 〒7ンテ・テ♭ψ 12お沙

③容量 (Q)

Qご

i与維r,,|二θ;十デ:Fξ ;瘍ケ′ブニ21子′クゴ′″力θキ″i会後露穏路9

※2:読み取つた値の小数′点第 2位以下を判定基準に対して安ハェイ貝lになるように七刀り捨てた値

読み取つた値は ()内に記載|

ク



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査痛計器一覧表

成績書管理番号 11-27-4
検査年月日 :今田 2年 ||1月 2'日

検査項目
(検
査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

有効期限
備考

運転性能検

査
圧力計 と9100020 -0, 1-0.4MPa 士と.6%F.S

2020年 5月 12日

2023年 5月 ■ 日

運転性能検

査
金属製直尺 WG― li-05 0ヘン1000れm ±0.30mm

2019年 6月 6日

2022年 6月 5日

運転性能検

査

ストップウ

オッチ :
134674 0～ 100時間 ±2秒/日

2020年 2月 18日

2021年 2月 28日

以下余白 .

・Ｊ



(令和 2年 11月 24、 25日 )別添 1(1/13)

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 (平成 28年 6月 10日認可))

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備
2 非常用発電装置に係る次の事項

(2)内燃機関に係る次の事項

本 燃料デイタンクXlエサービスタンクの名称、種類、容量、最高使用すに力、最高使用温度、主要寸体、材料、1軒数及び取付簡

所            ,

肘設

(4冷式非常月J姓電装置)

(注 1)公称値

(注2)玉大事敷等nキにおける使 ll】時の値

変 更 前 変 更 後

燃料油サービスタンク

ケrJ形 ′

容 量 α/1P帯 t,494以上 (1,6601'')

大気圧

50

1,050 rrl■
l

li 480(:.1'

l,285('l:1)

SUS311

SUS3161′

2

(機 l電 つき1)

A燃料漕!ナ…ビスタンク

A空冷式非常片l発電装置

囃 料油サービフ、タンク

B省命式非常丹15と電装lV`

℃

被

馳 さ

爵阿 板

板

鶴 数

名系

( ツ イ ン 名 )

取
付
留1
所

f‐安   置
濃 水 防 護 J

床

の

け

の愉

百己意 が必要 な高 さ

1ち】・ll帝古面;と時エリア Lと ■部20“ lサ俺古面i筐路キリア 1.t,,'V,Om

′



(令和 2年 11月 24、 25日 )男J添 1(2/13)

(4)燃料設備に係る次の事項

イ ボンプの名称、種l顎、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用l電力、最高使用温度、主要寸法、材←J、 個数及び取付箇所並びに

原動機の種類、出力、個共及び取付簡所

・常設
(1/を )

(2/2)

(‖、1)礁大事故学時にお :り る使用時の値

(注 2)公

“

随

空冷式非常河発電れ表置用給MIポ ンプ

腑車式

変 更 後

■.8以 L(18

03以 上 (03

40ぐ tι】

8S〔ユ'か

10`lと
う

177 5(!】 ='

1'0(・
ど`

SC480

2

0,38

40

変 更 前

壮 瀞l使 用圧 力印
.イ

駐 iヽ 使 用 l温 度 'ゆ

名 称

種 類

1)k

高 さ

親l

℃

一
＝

欺

峠

ポ
ン
プ ｔ
要
十
法

た

ケ ー シ ン グ

数

匠  力 は|"

吐  出  日 径
'及
 込 日 径

変 更 前 変 更 後

ポ
ン

プ

H文

付
衝
所

系   統   名
(フ イ ン 名 )

設   l選   床

ライン

難外 はし+31.Om 爆外 犠l..+翻 .Om

の
サ

設

番

防

価

水流

区

こ41か ご形誘導電効1幾

15

ン:/t

ボンプと同じ

稔 水 防 護 rの
健鷺が必要イド高さ

kVttl

取  付  師 所

/∂



主配管の嘉称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

常設

ヽ
＼

（
↓

苦

博
，

ユ

一
枷

博

ヽ
Ｐ

尚

観
司
）

選

部

ュ

（
ω
＼

ュ
ω
）

変 更 後

名 称
1最

F

高使用1最高使用

力1温  度

紘 )1心
外  径 厚 さ

1材

料

(■ばli) (mm)

(注 2)

60。 5

(注 2)

3.9 STPG370

燃料油貯油そ う

燃
料

(注 〕〕

0.6

(注 1)

設
備

40
弁

(lV一 MG-001A、  B)
|

|

|

|

嘲
3  1

(注 2).

76. 5,2 STPG370

変 更 前

材  料厚   さ

(llull)ャ

外  径

(■阻l)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称



変 更 後

材  料厚   さ

(llm)

名 称

最高使用

F土  力

|(MPa)

|§

高使用

度

(℃ )

―
 外                               4:ニ ヨ

(mm)

燃
料
設
備

変 更 前

材  料外

|

径
|

厚   さ

(mm) (ll皿)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)ヽ

名 称

一沖
（↓
曽

Ｎ
紺

ユ
ユ
れ

博
ヽ
，
尚
Ｏ
Ш
）
翌
頚

ュ

（
■
＼

ュ
ω
）



|

径 1厚 1材

|

|

料さ

(mm)
|

(mln)

外

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

燃
料
設
備

US304S560.40

(注 1)

0

油貯油そ う
(注2)

3.9

弁

(lV一MG=002A、 B)

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

フレキシブル

ホース用

出日配管接続口

称名材  料

(■llll)

厚   さ

(lEllll)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  力

(MPa)

変 更 後変 更 前

称名

（◆
普

山
載

ュ
ュ
れ

Ｎ
ヽ
，
時
観
皿
）
湮
郭

ュ

（
０
＼

ュ
ω
）

ヽ
狗



ヽ
ト

変 更 後

さ 料 名 称

用

カ

使一局 最

温

誡
　
　
⑬

用

度 径 1厚 さ

(Ilull) (MPa) (IIm) (■題ll)

|

I

弁

(lV一 MG「002A、 B)
(注 1) (注 1)

0 40
空冷式非常用

発電装置用

給油ポンプ

(注 2)

1

|

48. 6 3.7 STPG37 0

燃
料
設
備
空冷式非常用

発電装置用

給油ポンプ

く注2) (注 2)

48 6 3.7 iSTPG370
(注 1)

0.38

(注 1)

40
(注 2)

34,0弁

(lV一MG-005A、  B)
|

変 更 前

外  径

(IIlill)

名 称

最
Ｌ
件
―
…

用
　
力

使一島 最高使用

温  度

(℃ )(MPa)

（↓
普

博
常

ユ
エ
渤

博
ヽ
，
博
０
コ
）
望
郭

ユ

（
０
＼

ユ
ω
）



変 更 後

最高筏用1最高使用
|

力1温  度1外

鯉 ⇒ l⑬ l

|

径 l厚

ｌ
ｒ‐勝
∵
‐
，

さ名 称 料

(IIlm) (:Elill)

弁

(lV一 MG-005A、  B)

燃
料
設
備

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

空冷式非常用

発電装置側

フレキシブル

ホ‐ス用

′入 日配管接続 日

(注 1)

0.38

(注 1)| (注 2)

34,0

(注 2)

40 3.4 ISUS304TP
|

|

変 1更 前

材  料厚   さ

(mm)

最

圧

嵩使用1最高使用 |

|

度1外
|

(℃ )|

名 称 カ 1温

|

I

径

(MPa) (mm)

寄

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値!            
―

(注3)その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)と 兼用

(注4)本設備は既存の設備である。

（↓
営
”
，

ユ
ユ
渤
尚
■
，
博
観
ｍ
）
辺
部
ュ
´
（
ミ
＼

ュ
ω
）



・可搬型

＼
軒

最高使用

温  度

(℃ )

取付箇所料材

(■lm)(■ l14)

厚   さ外  径

|

保管場所 :

空冷式非常用発電装置 E.L.約 +32阻

取付箇所

燃
料
設
備

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

0.6mホース用

入白配管

(燃料油貯油そう側 )

(注 2) (池 2, (注 3)|

|

|

(注 8)|

2本

空冷式非常用発電装置自動給油用

燃料油貯油そ う側フレキシブルホース用

入日配管接続 口

空冷式非常用発電装置付近

屋外 E.L.約 +32m

0 40 6015 3.9 SUS304TP

空冷式非常用発電装置自動給油用

燃料油貯油そ う側フレキシブルホース

入口接続ロ

空冷式非常用発電装置付近

屋タト  E.L.約  +32m

変更前 変 更 後

称名

最高使用

圧  カ

(MPa)

（◆
営

Ｎ
常

ュ
ュ
逝
Ｎ
ヽ
，
的
０
口
）
遭
部

ユ

（
∞
＼

ュ
ω
）



|

|

|

取付箇所料材さ

(llttll)

厚

(■ ull)

外  径

く注 1) 探管場所 こ

空冷式非常用発電装置 E.L.約 +32m

取付箇所 :

2本

空冷式非常用発電装置自動給油用

燃料油貯油そう側フレキシブルホース

入 日接続日

空冷式非常用発電装置付近

屋外 E.L。 約 +32m

燃
料
設
備

空冷式非常用

発電装置

自動給油用  !

01611滅帯―ス

(燃料油貯油そ う側 )

(注 2) (れ 2) (注 1) く▼上患)

0 40 50A SUS304

空冷式非常用発電装置自動給油用

燃料油貯油そ う側フレキシブルホース

出口接続口

空冷式非常用発電装置付近

屋タト  E.L。 約 +3獅

変更前 変 更 後

称名

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

（◆
掛

尚
構

ユ
ユ
渤
博
卜
，
時
９
口
）
辺
部

お

（
Ｏ
＼

ユ
ω
）

＼
↓



取付箇所料材

(llm)

厚   さ

保管場所 :

空冷式非常用発電装置 E.L.約 +32皿

取付箇所 :

燃
料
設
備

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

0,6mホース用

出日配管

(燃料油貯油そ う側 )

判
(注 3) (注 3)

2本

空冷式非常用発電装置自動給油用

燃料油貯油そ う側フレキシブルホ
~ス

出日接続日

空冷式非常用発電装置付近

屋夕I  E.Lr約  +32m

0 40 60.5 3.9 SUS304TP

|

|

|

|

|

空冷式非常用発電装置自動給油用

燃料油貯油そう側フレキシブルホース用

出日配管接続口

空冷式非常用発電装置付近

屋タト  E.L.約  +32m

変更前 変 更 後

(lllIIl)

称名 外   径

最高使用最高使用

温   度圧   力

(℃ )(MPa)

（↓
習

博
命

ュ
ュ
渤
耐
（
，
博
９
Ⅲ
）
澄
頚

工

（
ュ
ｏ
＼

ュ
ω
）

ヽ
貨



取付箇所料材さ

(IIょll)

厚径

(担lm)

外

変 更 後

く注1) 保管場所 :

空冷式非常用発電装置 E.L.約 +32山

取付箇所

燃
料
設
備

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

6mホ ース用

入日配管

(空冷式非常用

発電装置側 )

(注 2) (注2) (注 3) (注 3)

2本

空冷式非常用発電装置自動給油用

空冷式非常用発電装置側

フレキシブルホース用入 日配管接続日

空冷式非常用発電装置付近

屋タト  E.L.約  +32m

0.38 40 34.0 3.4 SUS304TP

空冷式非常用発電装置自動給油用

空冷式非常用発電装置側

フレキシブルホース八口接続 口

空冷式非常用発電装置付近

屋外  E.L.約 +32m

変更前

称名

最高使用最高使用

温  度圧  力

(MPa) (℃ )

（◆
営

Ｎ
構

ユ
エ
れ
時
｛
，

博
Ｏ
ｍ
）
翌
部

ユ

（
ユ
エ
＼

ュ
ω
）

ヽ
や



杓
も

取付箇所料材

変 更 後

保管場所 :

空冷式非常用発電装置 E.L.約 +32m

取付箇所 :

燃
料
設
備

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

6mホース

(空冷式非常用

発電装置側 )

(注 2) (注 2) (注 4) (注 5)

2本

空冷式非常用発電装置自動給油用

空冷式非常用発電装置側    ～
フレキシブルホース入日接続日

空冷式非常用発電装置付近

屋タト  E.L.約  +32m

0 38 40 25A SUS304

空冷式非常用発電装置自動給油用

空冷式非常用発電装置側

フレキシブルホース出日接続 口

空冷式非常用発電装置付近

屋 外   E.L.約  +32m

変更前

(【lln)(ω

称名 外  径 1厚  さ

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

（φ
曽

的
村

ユ
ユ
Ｍ
”
↓
Ｐ
尚
９
口
）
翌
頚

ユ

（
ユ
博
＼

ユ
ω
）



変更前
|

変 更 後

名 称

最高使用

圧   力

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚 さ 材 料 取付箇所

(mm) (ΠⅡIl)

(遊 1) 保 場所 :

空冷式非常用発電装置 E:L。 約 +32回

取付箇所 :

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

6mホ ース用

出日配管

(空冷式非常用

発電装置側 )

2本

空冷式非常用発電装置自動給油用

空冷式非常用発電装置側

フレキシブルホース出日接続日

空冷式非常用発電装置付近

屋タト  E.L。 約 +32m

′燃
料
設
備

(注2) (注 2) (注 3) (注 3)

0.38 40 34.0 3.4 SUS304TP

空冷式非常用発電装置自動給油用

空冷式非常用発電装置側

フレキシブルホース用出日配管接続 ロ

空冷式非常用発電装置付近

屋タト E.L.約 +32m

＼

（◆
曽

博
構

ユ
ユ
油
や
ヽ
，
向
い
Ⅱ
）
湮
訴
ｈ

（
工
ω
＼

ュ
ω
）

肖

(とこ1)

(どと2)

(遭L3)

(注 4)

(注5)

奎 冷 式 非 常 用 発 電 装 置 の 附 属 機 器 で あ る 。

重 大 事 故 等 時 に お け る 使 用 時 の 値

公 洛 値

メ ー カ に て 規 定 す る 呼 び 径 を 示 す 。

メ ー カ 仕 様 に よ る も の と し、 完 成 品 と し て =般 産 業 品 の 規 格 及 び 基 準 に 適 合 す る も の で あ つ て 、 使 用 材 料 の 特 性 を 踏 ま え た 上 で 、

重大事故等時における使用庄力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。
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検査立会範囲
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・′t段節の4鈴競豊B,

(,11】 r、大事露r等 時 1こおけう使用時の f直

匠コ
第8-3… 8図

関 西 電 力 株 式 会 社

検査範囲図 (系統図 (1/4))

正事計画認可申論

高 浜 発 電 所 第 1号 機

その他発電用原子炉の附属施設

(非常用電源設備)の燃料系統図

(非常用発電装置 (然料設備〕)(8/12)

(宣大事故等対処設備 )
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毎8-3-2図

検査範囲図 (系統図 (3/4))

工事計画認可申請

その他発電用原子炉の附届施設

(非常用電源設備)の燃料系統図

(非常月発電装置 (燃料設備))(2/12)

(重大事故等対処設備 )

関 百 電 力 株 式 会 社

高 浜 発 電 所 第 1号 機
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設備の申確範開)
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吐 出

主 要 目 表

歯車式

慮ツh/1隠 18以 上 (18)

げ a

卍 a

0,3以上 (03)

0 38

℃ 40

SC430

2

(機関l台につき1)

A空冷式非常用発電装置用

給油ポンプ

雀冷式非常用発電装置

燃■卜油フイン

屋外 EL+310n

|

|

|

B空冷式非常用発電装置用

給学白ポツプ

空冷式非常用発電装置

燃料油ライン

屋クト  E と +31_Om

二相かご形誘導竜動機

kW/イ爵 15

2

(空冷式非常用発電装盤月給油ポンプ X台 につき 1)

ポ ンプ と同 じ

種 一報

容 長

吐   出  圧 カ

力最 高 使 用 臓

最 高 使 用 温 度

グ材料 ケ シ  ン

l回 救

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

粛費  置   床
取
付
箇
所

種 類

閣 カ

I固 教

験 付 芭 所

ポ
ン
プ

原
動
機

第 8-412国

,ォ彎 西 電 力 株 式 会 社

検査範囲図 (構造図)

工事計画認可申請

高 浜 発 電 所 第 1号 機

その他発電用原子イナヨの附属癒設

(非常用奄源設備)の柄遺園

(非常滞発電装置 )

空冷式非常用発電装置用給油ポンプ

(単位 」x,,l)



検査結果二覧表

成績書管理番号 :l■ 27-4

時
年

特記事項

まし

検査立会責任者 學

弩さ浅 a務 _砕文,主任1術
=,λ ■ 珠子

√リーダ>ギレとれ玖衛τ

石界券石

原子力藉暴検査官 幕

工 切 孝

検査結果

と

検査年月日

秦Mい 2年

2ヽ月 8ヽ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通i事項

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日 :食争 2年  (2月  1,日

検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認 ○一

検査 をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認 Θ

工事計画の認再番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 Q■

之ど



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :と -27-4

検査年月日 :会資こと年 t■ tt t,日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査議確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Gた

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 θ・―

検査用計r器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 廷診・下

系統構成が完了していること。
立会/

爾 0と 一

2タ



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日:全紳 2年 (2月 tβ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

その他発電用原子炉の書
1属
施設

非常用電源設備  `簡

非常用発電装置

燃料設備

十  ポンプ

主配管

別添参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

運転性能検査

燃料給油検査 (通油検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

と 記録確認

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査 (プ)品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識月ll番号 :Tli3-0501(そ の 2)

z7



・常設

(4)燃料設備に係る次の事項  、

イ ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに
原動機の種類、

‐
出力、個数及び取付箇所    ′

(1/2)

∞
や

歯車式

3以上 (31γギ掛)

0.5以上 (0.5帷妙)

40(注 2)

190(注 2)

188(注 2)

85(注 2)

FC25

MPa

IIullさ一局

ケ ー シ ン グ
材

料

類 |

1種

容

MPa吐 出 圧 カ

量 lm3/h/個

主
要
寸
法

ポ

ン
プ

℃

工』Il

mm

mm

Illm

径

て

数

口

横

た

個

出吐

0,6

40(注 2)

40

最 高 使 用 圧 カ

最 高 使 用 温 度

2

(機関 1台につ き 1)

吸  込  口 径

称峯

変 更 後変 更 前

燃料油移送ポンプ

(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用 )

遭
辣

（
騨
＼

９

ふγ
ど岳
格
〓
Ⅳ
″
一瑚
一



主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

常設

与
ё

(注 2)

38STPG

STPG38

住 2)

40

42,7     3.6

(注 2)

3.7

(注 2)

48.6

0.6

燃料油移送 !

ポンプ

燃料油

サービスタンク

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用)

燃
料
設
備

ti牡′

‐―

″さ 料
|

|

高使用

カ

(MPh)

1最

温

高使用 |

度 1外

(℃ )

径1圧称名

(mm)

|サ::こ称名 厚  さ1材  料

(■Hl)― (Hl盟1)|

度外  径

最高使用高使用

温力

(MPa) | (℃ )  | (mm)

瀬
量
が

（
け
＼＼
ω
）

黛

♯
ｃ
Ｆ
『
”



修
＼

STPG38

0.6

|

|

40

(法 2)

3.7

(注 2)

48.6

燃料油

サービスタンク

燃料油第1こ し零

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

(注当

料
設
備

燃

変 更 後

1最高使用

1圧  カ
高使用 |

度 1外 さ1材

(℃ ) (■ ll■ )

径

(lllm)

称名料

(MPa)

高使用

力

(MP五 )

さ

(mm)

径1外圧称名

(℃ ).(IIII11)

変 更 前

使用

度

瀬
竜
郭

（
∞
＼
＼
⑤
）

心
雪
一
戸
″
荷
，一単
０



与
】

変 更 後

外  径

1厚

さ 材 料

(mm) (Illlll)

|

1

1

42.

(注 2〉

3.6 STPG38

|

(注2)

48.6

|

|

(注 2)

3`7 STPG38

最高使用

温  度

(℃ )

40

名 称

膿
| サ:]       E

高使用

カ

(MPa)

0.6

く注
`

燃料油第1こ し碁

ディーゼル機関

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用)

燃
料
設
備

変 更 前

名 称

高使用

カ

高使用

度

(℃ )

さ

(MPa) (llull) (mm)

瀬
竜
郭

（
卜
＼
＼
ｏ
）

か
ず
゛
ゴ
ド
れ
，沼



ディーゼル機関

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

燃
料
設
備

第 2油燃料

高使用

度

(℃ )

料さ

(llllll)

厚径

(■ lHl)

称名 外

(MPa)

高使用

カ

変 更 前 変 更 後
1最高使用 1最高使用

名 称 i,ヨE 力 温  度
(℃ )(MPa

湮
薫
卵

（
伽
＼

ｏ
）

（
蟹
葛
Ｎ
戸
オド
ゆ
い́い



高使用

´
力

(MPa)

料さ材厚径

(mm)

度

)

使用

(℃

局

(題よIl)|

48.6

0,6 40

(注 2)

3,7    STPG38

(注 2)

42.7
燃料油第2こ

ディーゼル機関

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

燃
料
設
備

(℃ )

さ

(Hl11)(■ llli)

径厚外度

高使用

力 1温

(MPa)

1最高使用

変 更 後変 更 前

ノ

熊
(注2)公称値

(注4)本設備は既存の設備である。

瀬
電
邦

（
③
＼
＼
⑤
）

寧

基
蟄

一濫



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-27-4

修
狩

特記事項

/ホ、
し

検査立会責任者 卑

寿き洩η鼻弓ア予主任挙術者

ス ■ '事子

ィ舅う二づァでソ歩舟勒

絡 けく メ
サ
御

原子力権譲検査官 !學

Ⅲ形災丹

検査結果

夕(

検査年月日

娃熟 2年

/え月之/日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日 :廃勒侍 2年  /2月  2/日

検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認

検査をする工事のエ

程、期 日及び場所が

申請書どおりである

こと。

記録確認

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

膨



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日 ,p殊了2年 ノ又 角 2/日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査自を確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

録

dク



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日 :浴赤′2年 ′2月 2/日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

その他発電用原子炉の料属施設

非常用電源設備  崎

非常用発電装置

燃料設備

容器

主配管 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・容量確認検査

。燃牟:給油検査

設備及び機器が五事計画に従い製作

されて据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

及
目視

備考                     ノ

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0557

か″



(令和 2年 12月 21日 )月1添 1(1/9)

原規規発第 2002192 令不口2年 2月 19日  認可

設 備 概 要

その他発電用原子炉の附属施設        ,      ィ

1 非常用電源設備

2 非常用発電装置に係る久の事項

(4)燃料設備に係る次の事項

口 容器の名称、種類 (容量、最高使用庄力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及

び取付箇所

・ 可搬型 (1/2)

変 更 前 変 更 後

名 称 タ

(1

ンクロー リー

2 変更なし

だ円型横置

5,248.4 をス上  ('主 3)

3,440(連 5)

5,523.6以上 ∝虫)
種

容

類

量
(注 2)

つ

"個
最 高 使 用 圧 力 (産"

最 高 使 用 温 度
(止?)

胴    長    径

主
要
寸
際

材
料

kPa

℃

■n

1【成l

mm

m“ l

mm

min

mln

mm

削m

mm

く)タ



変 更 前 変 更 後

個 数

取 付 笛 所

2

保管場所 :

緊急時対策所

(緊急時対策所建屋内〉付近

E.と ,ね勺 +23m
取水路側面エ リア

E.L.約 +20m

上記2衝所に分散配置

取

t

付衝所 :

【1号機】 【2号機】i2台
燃料油貯油そう付近 ∝働

屋タト  E.L.約 +32al

変更なし

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注 8)

(令和 2年 12月 21日 )別添 1(2/9)

(2/2)

その他発電
‐
用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)の うち燃料設備と兼用

重大事故等時における使用時の値

重大事故等時に必要な容量は、容量3,4409の タングロー ジー (1・ 2号機共用)及び容量

3,660Bの タンクロー リー (1,2,3'4号 機共用)の いずれか2台を組み合わせて、

S,248.判 以」Lと する。                           |

重大事故等時に必要な容量は、容量3,4402の タンクロー ジー (1・ 2号機共用)及び容量

3,6600のタンクロージー(1・ 2・ 3・ 4号機共用)のいず
'1′

か2台を組み合々せて、

5,523.60以 上とする。

公称値

鏡板の内面における長径を示す。                      |

鏡板の内面における短径の2分の1を示す。

燃料油の吸八箇所を示す。                   「

々つ



・可搬型

(令和 2年 12月 ?1日 )別 添 1(3/9)

(1/2)

変 更 前 変 更 後

名 称
タンクローリー

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 ) 変更なし

種

　

　

容

つ

だ円型横置

5,248.4以 ■11滋 a,1) 5,5236Lス上 (選 1,7)

526.28 (藤 5,6〕 28 上
(注 50)

量 (注
)

最 高 使 用 圧 が
注2,

最 高 使 用 温 度
(注ゆ

胴   長   径

月同 短 径

胴

鏡

板

板

厚

厚

さ

　

さ

板 の

主
要
寸
法

に 係 る 寸 法

排 出 口 管 台 外 径

排 出 口 管 台 厚 さ

ヤ ン ホ ー ル ロ 径

マ ンホール管 台厚 さ

マ ンホール ふ た厚 さ

全        長

車 両 全 長

車
　
車

両
　
面

全

高

幅

さ

月同 板

材
料
銃 板

マ ン ホ ー ル ふ た

ｋＰａ
　
℃
）

伽 1,700(注 8)

mm 880(注 3)

ｍ

　

　

ｍ

2,8(3.2(■も
')

2,8(3.2(注尋))

1,700f注 8,9,

90(注 R,10'

137,9`注ψ

2,8(3,2`建 B〉 )

400(注 8)

嗣

ｎｍ

ｍ

ｍｍ
変更なし

ｍｍ

ｍｍ

鰤

剛

2.8(3.2(注 e】 )

2.3 (3,2(と a))

′ 3,735(注 ,)

6,755(ユ注3)

ｍ
　
　
ｍ

ｍ
　
　
ｍ

2,200(注 8)

2,400(■ S〉

SAPH400

SAPH400

SAPH400

個 数 (予備 1)

//



(令和 2年 12月 21日 )別添 1(4/9)

(2/2)

(注 1)その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)の うち燃料設備と兼用

(崖2)重大事故等時における使用時の値

(注3)重大事故等時に必要な容量は、容量3,4409の タンクローリー (1・ 2;機共用)及び容

量3,6600の タンクローリー (1'2・ 3・ 4号機共用)のいずれか2台 を組み合わせて、

5,248,4つ以上とする。

(注4)と 号機及び 2号機で使用する場合の値

(注5)重大事故等時に必要な容量は、容量3,4400の タンクローリー (3・ 4号‐機共用)及び容

量3,660Bの タンクローリー (1・ 2・ 3・ 4号機共用)のいずれか2台 を組み合わせて、

5,526.289以 上とする。

(注6)3号機及び 4号機で使用する場合の値

(注7)重大事故等時に必要な容量は、容量3,4400の タンクロージー (1・ 2号機共用)及び容

量3,6600の タンクロエリー (1・ 2・ 3・ 4号機共用)のいずれか2台を組み合わせて、

5,523.60以 上とする6

(注8)公称値

(注9)鏡板の内面における長径を示す。

(注 10)鏡板の内面における短径の2分の1を示す。

(注 11)燃料油の吸入箇所を示す。

変 更 前 変 更 後

取 付 箇 所

保管場所 :

ビジターズハウス付近

E.L.約 +30m     [

付箇所 :

〔1号機】 【2'腱】1台
燃料油貯油そう付近・ 111'
駐外 E.t.約 +3う■

〔争考機】 〔4号機ユI會
燃料油貯油そう付近

Ⅲ■11'

屋外 駐と,約 48.5破

変更なし

χ彦



タンクロー ジー

給油ライン

接続用

20mホース

〔燃料油

貯油そ う用 )

(1・ 2号機

共用 )

(ジャケット部 )

耐油性、

耐侯性 ゴム

(内張 り部)

耐油性 ゴム、

合成機維 t

ワイヤー

タンクコー リー

ilたこ!

2B0.78     40

取水路側面エ ヅア E.と.約 +20m

緊急時対策所 (緊急時対策所建屋内)

付近  E.I´ .約 +23m

2

(予備 1)

取付箇所 こ

【1号機】 :2号機】2本 は'〉

燃料油貯油そう

道己夕I  E.L.+23と 9m

最高使用 最高使用

圧  力 注  東 外  径 厚  さ  材  料   個  数
(MPa)    (℃ )    (口 m)     (口

")

取付箇所

燃
料
設
備

称名

（↓
営
時
韓

ユ
”
れ
的
ユ
皿
）
道
郭

ユ

（
伽
＼
ｏ
）

辺
増
鐸
Ｈ
　
引
爵
８
■
時
れ
】
回

ゝ
”



/

その他発電用原子炉の附属施設、

1 非常用電源設備
2 非常月発電装置に係る次の事項

(4)燃料設備に係る次の事項

二 主配管の名称、最高使用圧力、
・可搬型

最高使用温度、外径、厚さ及び材料

(注1)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則改正に蟹る道工化    ャ

(注2)そ の他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)の うち燃料設備と兼用

(注3)タ ンクローリーの附属機器である。

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

(注6)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時にぉける使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が

確保できるものを使用する。

(注7)タ ンクローリー1台当りの数二・

(注8)1号機及び 2号機で給油可能

（↓
営
”
構

“
Ｎ
油

尚
ュ
ロ
）
湮
謝

ュ

（
ω
＼
ｏ
）

出
削
叫
国
湧
測
識
劇

剤
酌
渤
謙
鴻
冨
８
８
ω
¶
爵
怒
曾
∞
油
ω
コ

＼
資

′凌: 更 前 変 更 後

最高使用 最高使用

圧  力 温  度

(MPa)    (℃ )

|

1外

| rョ

ー
1最高使用 1最

名 称 径 厚  さ 材  料 取付笛所 称 圧  力 1温 径 1厚  さ  材  料 個  数 取付箇所

1lEm)     (nm) |
(MPa) (題夏l)    (珀

“

)

保管場所 :

タンクローザー

(ジ ャケット部 )

函↓油性、

耐侯性ゴム

(内張り部)

耐油性ゴム、

合成繊維、

| ワイヤー「

燃
料
設
備

取付箇所 :        イ

伊〕蒲上∫ゴ
欄然帷D

変更なし 変更なし 変更なし

〕

封
|

1

タンクローリー

給油ライン接続用

3mホ ース

(燃料油貯油そう用)

(1・ 2号機共用〉

(逹0-補
強層入り

参層ゴム
0.4 23

燃
料
設
備



取付箇所

【1号機】 【2号機】

【3号機】 【4号機】1本 (Y玉】ω

タンクロー ジー

ｌ

一

取付箇所

保管場所 : ′
タンクロージー

補強層入り

多層ゴム

材  料   個  数

(lHl)

厚   さ

付箇所 :

【1号機】 【2号機】1本 (注分

タンクロー リー

取

ｒ
ｌ
ｌ
に

ヽ

１

１

１

１

ノ

―
園
―1

く注5)

保管場所 :

タンクロージー

補強層入り

多層ゴム

(注 5)(注 4)

lB

最高使用 最高使用

圧  力 温  度

(MPa)    (℃ ) (Ⅲ ll)

外  径

(注 6,8)

タンクロー ジー

給油ライン

接続用

20mホ ース

(1・ 2号機

共用 )

1.0

(注 4)

lB

(注 2)

40

(注 2)

(注 2)

40

称名

燃
料

|タ ンクロ‐ ジー

(注 2)

1,0

設
備

1 号機共用 )

給油ライン

接続用

30mホース

(1・ 2・ 3・ 4

汽
∝
ｒ

(注 1)空冷式非常用発電装置の附属機器である。

(注2)重大事故等時における使用時の値

(注3)公称値

(注4)メ ーカにて規定する呼び径を示す。

（↓
営

Ｎ
常

ユ
向
油
博
ユ
ロ
）
湮
謝

ユ

（
ヾ
＼
ｏ
）

遭
対
畔
出
　
爛
爵
懇
令
］
れ
『
Ш



(注5)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として工般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等離 1とおけるイ声_用症ヵ及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する◇

(注6)その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)の うち燃料設備と兼用

(注7)1号機及び 2号機で給油可能

(注 8)タ ンクロィリーの附属機器である$

(注 9)タ ンクロエリー1台当たりの数量

(注 10)1号機、 2号機、 3号機及び4号機で給油可能

＼
虫

（↓
営
Ｎ
常

ユ
Ｎ
油
Ｎ
ユ
ロ
）
湮
謝

工

（
∞
＼
Φ
）



その他発電用原子炉の附届施設

河 引:常用竜源設備

2 非常用発電装置に係る次の事項
(4)燃料設備に係る次の事項
ユ エロど管の箸朝ミ、最品便用れノJ、 最高使用温度、

・常設

外径、厚さ及び材料

（↓
営
尚
常

ユ
尚
沌
山
ユ
ロ
）
迪
一謝
ユ

（
ｏ
＼
０
）

Ｈ
糾
翠
回
鞘
ヨ

．瓢
渤
講
諫
秘
よ
鼠
き
ヽ
　
引
爵
器
韓
０
前
さ
Ⅲ

Ｒ
Ｗ

変 更 後

財  料

STPG370

厚   さ

(14111)

(112Ⅲ

3.9

外   径

(足ull)

(112,

60.5

段高使用

温  度

(℃ )

(li:1)

40

最高1)_用

圧  力

研 a)

1'1:1)

0.6

名 称

工ヽ■,

燃料油貯油そ う

燃料油貯油そ う

燃料油 H文出口

(1・ 2号機共用)

燃
料
設
備

変 更 前

材  料外 径 さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )‐

最高使用

圧  力

(MPa)

第 称



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 27●4

や
当

特記事項

電 性

検査立会責任者 卑

持武幡 , 歳ゝ 主任技緒

み
二彰

庁わ一

'''と

すと1知拶

_絡■碁初

原子力縫譲検査官 ヨユ

遊永 箸

検査結果

ヽ

甍

検査年月日

令和 2年

ノZ月 2浄 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 27-4

検査年月日 :ノ錫酔を年 /2月 をひ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ・―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記載が適七刀でぁるこ

と。

記録確認 0・ 二

/タ



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査).

成績書管理番号 :と -27-4

検査年月日:彿 之年 ノ芝月 2ひ 日
検 査 場1所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q.五

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認 Θ・―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q・ ―

系統構成が完了していること。
立会/

鰯 Q・ 下

認



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

!    成績書管理番号 :卜 27-4

検査年月日 :/微酵呟 年 ノ2月 2¢ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

験 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補ユカボイラーに係るものを除く。)

燃料貯蔵設備

容器

別添 1参照                ′

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

民
目視

備考                                  '
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0556(その 2)、 Tl-3-0550(その 3)

働



男ll添 1(1/5)(令 和2年 12月 25日 )

原規規発第1606104号 平成28年6月 10日認可

その他発電用原子炉の付属施設                  ′

6 補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係るものを除く。 )

1 燃料貯蔵設備に係る次の事項
.(1)本

器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び

取付箇所

・可搬型

(注 1)送水車の附属機器である。

(注2)公称値

(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)送水車1台 当たりの個数を示す。

変 更 前 変 更 後

名 称 送水車燃料タンク (注 ,

種 類 鋼製容器

容 量 ノ個 n3以 上 (125(注め)

最 高 使 用 1圧 が
注働 大気圧

最 高 使 用 温 度 (注働 ℃ 40

主
要
寸
法

た て mm 830(注 2)

横 mm 930(注 2)

高 mm 235(注 2)

材 料
AIS1304

(SUS304相 当)

個 数 1(注 4)

取  付  箇 ′ 所 送水車

∫2



別添1(2/5)(令和2年 12月 25日 )

原規規発第2002192号 令和2年2月 19日 認可

設 備 概 要

その他発電用原子炉の附属施設

6 補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラ
=に
係るものを除く。 )

1 燃料設備に係る次の事項

、 (2)容 器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び
取付箇所

・百∫搬型               ′

変 更 前
送水車燃料タンク (注 1,Ъ 3)

変 更 後

名 称

種 類 鋼製容器

容 量 (注 4)

最 高 使 用 圧 が 注の

最 高 使 用 温 度 (注 4)

主
要
寸
法

た て

横

つ/4∃ 113以上 (125に 9)

大気圧

40

830(注 5〉

930(注 5)
変更なし

℃

mm

mm

mm 235(注 5)

AIS1304

(SUS304相 当)
材 料

個 数

取 付 箇 所

1(注 6)

送水車

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注 6)

送水車の附属機器である。

予備の明確化を行 う。既工事計画書 (平成28年 6月 10日 付け原規規発第 1606104号にて認

可)に記載の送水車燃料タンク3台 (2台 (予備 1台))の うち、 1台を予備 とする。

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

重大事故等時における使用時の値

公称値

送水車 1台 当たりの個数を示す。

耐



別添1(3/5)(令 和2年 12月 25日 )

原規規発第2002192号 令和2年2月 19日認可

・可搬型

(注 1)送水車の附属機器である。

(注2)予備の明確化を行 う。既工事計画書 (平成30年 8月 6日 付け原規規発第1808063号 にて認

可)に記載の送水車燃料タンク3台 (2台 (予備 1台))の うち、1台を予備とする。
(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)公称値

(注5)送水車1台当たりの個数を示す。

変 更 前
(注 1.2)

送水車燃料タンク

(1・ 2号機共用 )

変 更 後
.           (注

1)

送水車燃料タンク

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

鋼製容器

n3以 上 (125(注。)″個

大気圧

変更なし

最 高 使 用 温 度 (注働 ℃ 40

主
要
寸
法

た て mm 830(注 4)

980(注 4)横 mm

mm一局 さ 235(注 4)

材 料

個 数

AIS1304

(SUS304相 当 )

1(注 5)

取 付 箇 所 送水車

載″



別添1(4/5)(令和2年 12月 25日 )

6 補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係るものを除く。)
1 燃料貯蔵設備に係る次の事項
(1)容器の名称、種類、容量、最翻 圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び

取付箇所
・可搬型                                  ・

(注 1)大容量ポンプの附属機器である。

(注2)公称値

(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)大容量ポンプ1台当たりの個数を示す。

‐

~―

―

― ____ 変 更 前 変 更 後

名 称

(注 1〕

大容量ポンプ燃料タンク

(1・ 2号機共用)

種 類 角形

容 量 ノ個 446以 上 (4951注め)

最 高 使 用 圧 力 (澁齢 大気圧

最 高 使 用 温 度 (注→〉 ℃ 40

主
要
寸
法

た て mm 1,480(注 3)

横 mm 540(IL3)

高 さ 阻血 640(漉 u)

材
AIS1304

(SUS304相 当)

個 数 2(注 1)

取 付 箇 所 大容量ポンプ

∫tⅢ



別添1(5/5)(令 和2年 12月 25日 )

・可殿型

(注 1)大容量ポンプ (放水砲用)の附属機器である。

(柱2)公称値

(注B)重大事故等時における使用時の値

(注4)大容量ポンプ (放水砲用)1台 当たりの個数を示す。

変 更 前 変 更 後

名 称

(注 t)

大容量ポンプ (放水砲用)燃料タンク
(1・ 2号機共用)

種 類 角形

容 量 2/値 l 446以 上 (495(溝 2))

最 高 使 用 圧 が 注a) 大気圧

最 高 使 用 温 度 (注 9) ℃ 40

主
要
寸
法

た て m!出 1,480(注 2)

横 nll 540(』
:2)

高 さ lⅢ l饉 640(注 1)

材 料
AIS 1304

(SじS304相当)

個 数 2(とl→ )

取 付 箇 所 大容量ポンプ (放水砲用)

訂



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 27-4

患

特記事項

丁尋し

検査立会責任者 畢

幕 澳 η 冷 .ン イヤ 
主任技術者

スエ 章;
紺η′。7ガンタを源宙率

予宋 オ

原子力攘設検査官 卑

彰永 髪

検査結果

衰

検査年月日

令和 じ 年

ノ月 ′怠日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 27■4

検査年月日:御 3年  ノ 月 ノO日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ①:■

検査 をす る工事の五

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧―

工事詩画の認れJ番号の

記載が適切である こ

とと

記録確認 Q・
二

ごf



ゝ                   添付資料 8Tと

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 11-27-4

検査年角日 :冷み7ё 年  /月  /θ 日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ⑬

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ③

系統構成が完了していること。
立会/

∽ Q・・

評



添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-27-4

検査年月日:◆琴rd年 /月  /つ 日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

非常用発電装置

内燃機関

別添 と参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R
目視

ω

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の爾,質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl・ 3T0917(その 2)

ど沙



別添 1(1/2)

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日 認瞬J))

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備

2 非常用発電装置に係る次の事項

(2)内燃機関に係 る次の事項                  '

ホ 燃料デイタンク又はサービスサ ンクの名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用

温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

・可搬型

(電源車)                          ・

(注 1)電源車の附属機器であると

(注2)公称値

(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)電源車 1台 当たりの個数を示す。

変 更 前 変 更 後

燃料タンク (Ⅲ l)

角形

容 量 2/値 l 441以上 (490(注 の)

最 高 使 用 圧 が 注め

最 高 使 用 温 度 (注"

主
要
寸
法

た て

横

局 さ

材 料

個 数

取 付 箇 所

大気圧

40

1,200(注 2)

880(注 2)

500(注 2)

SPCC

1(注 4)

電源車

℃

“

lm

渉/



別添 1(2/2)

・可搬型

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注1)電源車 (可 l施鸞式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)公称値                         1
(注3)重大事故等時における使用時の値   十

(注4)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)と台当たりの個数を示す。

変更前 変 更 後

燃料タンク m)

、角形

名 称

種 類

容 量 2/1司 441以上 (490(中り

最 高 使 用 圧 力 (注φ 大気圧

最 高 使 用 温 度 (注0 ℃

mm

40

1,200(注 2)

880(注 2)
主
要
寸
法

た て

横

働 さ

mm

mm 500(注 2)

材 料 SPCC

個 数 1(注 4)

取   付   箇  所 電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)

ど1変



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料イ本を挿入することが

できる状態になった時に係る .

使用前検査成績書

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系、統  名 :火災防護設備
火災区域構造物及び火災区画構造物

要領書番号 1原規規収第 1610071号 卜28-1

↑奉ツ也年ク月

原子力規制委員会



1発電所名

2検査の種類

8検査申請

4検査期日

5験査場所

6検査範囲

使用前検査申請番号

氏ゑ為疾 z?9考
餡ゑ発粟 字δ寧堵

凩旅殆塊 寧ど堵
内ゑた嘉 2つ Z毛

漁ゑ搭繁 259考

(孝汽2♂井/θズ7日 )
(子武3θ孝 3員乃日)

(十歳δO粋 4周 2つ着)

(千武∂∂界 ▼周 字習)
(千武3ο井 朗 zと,日 )

(千汎3θ井ゼ沢 す日)
(ギ厭Bl年 ュR I日 )
(平庁314 2R ι日)
(平房gI寿 3損 ,P担)

t:4"と寮告漏,ケ』!
締絃 牢 歩n αtta)

使用前検査成績書

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

盗旅港銘守/j培

閣旅各彰す,学 ち
PkR旅発折ダイ2号
♂在R旅発舞jど 2Z
昭鷺奄雰 gを

'と

R魚発錬 歩
=考幽ゑ発好 llす 慧

自千ぷ0'年 /月 /す 日
至命ハ呼と年7月 |?日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯群l高浜町困ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設           !

その他発電用原子炉の隣属施設

火災防翡設備

火災区域構造物及び火災盛画構造物 一式

7検査結果 検査実施者及び検査結果一覧表のとおり



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果∵覧表

〆
3‐  し

使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 性能検査記録 .

(1)材料検査

(2)寸法検査        |
(3)外観オ灸査  |

3 検査用計器一覧表

2

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

雑

た

千減31年 F月 ″日 坪減3,年 /月 チ『 口

身 々
ダ
▼

，
，

／

八
リ⑬

ヤn凩
電,

凌寛用漁

"聾

敬術者

圏吹式史t印



8特記事項

9添付資料

tし

検査実施者及び検査結果〒覧表

使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 性能検査記録
(1)材料検査

(2)寸法検査        )

(3)外観検査

(4)組立て及び相付け状態を確認する検査

3 検査用計器∵覧表  、

3

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び掘付

:け状態を確認す

る検査

薇

奪▼静心 年ク月停日 冷ゎを年7月 だ日

そ肴娑G

痢切彰h③

瀦ヅ電畠添 帝ν
主任技綱f普

日次式我:學



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

千贔戸1年

/月 ″ 日 挺
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。年

月  日ノ

月   日

検査 をす る工事の五

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

炉
与,猟与:τ日淀

年

月   日

年 イ

←



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事壌 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を |

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

今ホ町屯年

ク月1寄 日 麓
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。年

月  日/

月   日

検査 をす るこ事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

Υ軍日柔
年

月   層

年 イ

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

霧 9え 年

7月 14日 筵
年

月   日

年 イ

ダ



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

坪″鼠3+年

/月 だ日 掟

4井Oん 年

?月
'r日

盤
年

一

一

必要な図面等が準備

されていること。
囲面等確認

千鼠 3+年

/月 年々日 k
今未口急 年

7.月 |'日 筵
年

_― 日―
一

渉



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

千武31年

r tt κ 口 た

今未りえ年

η tt F,日 艇
年

一

一

必要な図面等が準備

されていること。
区面等確認

千拭31午

r月 /ど 日 変

令牟しん年

ク月IP日 盈
年

一

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認

や＼ 3,年

/月 /b日 k
今かん 年

7 月
'′

~―澤 捷
年

一

ク



添付資料-1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

千氏3,午

/煽 /レ 日 久

今未uぇ 午
9月 1晟 日 撤

年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

和礁31年

/月 /ど 日 久

命″え午
7月 すF日 艇
年

一

=



添付資料一と-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

γlri苫

'日

盆
年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備

されているごと。
図面等確認

戦
年

身日赴
年

月   日

年 /

9



添付資料-2-(1)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

業 I

燃料油貯油そうエリア

,

鉄筋コンクリー ト
千氏0+年
/月 /∫日
父 記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認倹査成績書の識別番与 :T,-5-Zθ つづ
.

業子1烈私願くイ武憩 ハのう0.炊下とつ偽く絶ぬ角ク伊こ力搬3併
2BLの旅鋤 |れク)ニ トの戸五能 欣″と

/D



添付資料■2-(1)

性能検査記録

(材料検査 )

高浜発電所第 1号機
|

検査場所 :Fttl西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

半Ⅲ定基準 :工事計画のとおりであリト技術基準に適合すること。

検査

結果
検査方法検査対象 材料 検査年月日

燃料油貯油そうエリア 鉄筋コンクリート
令井9え年
守月IP日
挺 記録確認

備 考
・記録確認は、中請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認談査戒嶺書の識別番号 :イ i♂ B-200S



添付資料-2-(2)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲:その他発電用原子炉の附属施設火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :各部の主要寸法の預1定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(Hl11)

許容値
※1

(Hlm)

測定値

(HIIn)

検査年月日
検査

結果
検査方法

X挙

燃料油貯油そうエリア
150以 上

(450挙
2)
440以 L

/″∫υθ

宅

/,す /∫

千拭31年
′月/b日
挺 @
記録確認

備 考
| ※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値のうち最小のもの

熱 i死↓徹胎ホィ為艇抱 恩偽ηひヱれ拾

,2



添付資料-2-(2)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

仙耐

許容値
※と

(mlll)

測定値

(lmm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料油貯油そうエリア
150以上

(450×
2)
440以 k 牛占∂ ミ

禅え年
ク角子と日
農 日視/

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値のうち最小のもの
q記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書あ識別番号 :TI… 3-2003

/ヨ



添付資料-2-(3)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・`l生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないことよ

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

ヽ r

燃料油貯油そうエリア
キ歳j十 年
′ 月/ど  日
魚 鬱
記録確認

備 考
言 機 爛 閥 騨 無 導 導 難 り 器 錯 懇 酵 瑠 件 韓 慧 お 諄 と

|十

111=手〕】Ht=|:=IHこと:晰と】芦H再」とI11,と;阜i!||キ|||サ |どここ彗:打翼サHi帯1'i圭三:,強嘔″ヨ
"iヨ

t',,ユ与

'言

!ほ|=゛:,〓
=IIIIII〓 =と ′

対 :刑憮 偽煮オ糞旗免胤免っげて江禍
‐

'牛



添付資料-2-(3)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :F)尋西電 株々式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防継設備

火災医域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 性々能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月目
検査

結果
検査方法

燃料油貯油そうエリア
今烈巧屯年
7月
'9日

t

R 目視/

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T卜…S-20'こ

/す



添付資料-2-(4)

高浜発電所第 1号機

'    性能検査記録
(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

惑 1
燃料油貯油そうエリア

紳 瀞
7月 |と日盈

目視/

爾

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )iによる。

髯I詈麟琴轄  1洗1、7S線:

/♭



添付資料-2-(4)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場,1‐垢:関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料油貯油そうエリア
基1・ 令赤'元年

ク月
'7日

,

R Φ記録確認

備 考

きい ▼J紙■に千す簿象維 mに ?ドLτ皮記

/7



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料-3

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

t宏 旋生 コッヾ ックス dZ∫
0みヵt～

す;∫θつ伽

JIお 1汚騒_
1(θ、il tt a r L)

れれ

2ひ′θ千隼月J濶

カガ糸争月ヨB
Li州跛
(れ

'

/
/

ノ

/

/

メ」
'



2u貯|とkう雪礎 lu醐 そ麟

外周側 (西側)17,350 外局僻l(東側)17,350

― ―

別 紙

――― 外観検査可能範囲

>< 寸法確認実施
》< 記録確認のみ実施

司

厨 厨

F
西額!妻霊

3,300

東側要壁

亀800

4.900 4.480
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色
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色
7m

東側妻壁

隔 壁

外同摂l (東根l)



月町紙 1

据付検査目視範囲 *

*ホンネル部 (水平坑)f立坑
部、配管 (燃料油)トレンチ

mm

＼

る
ぷ

,
ク
／

屋外 1-4

T
ヽ

一騒
数
縛
事

ゆ
蹴
転
密

エ RI



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統  名 :火災防離設備
火災区域構造物及び火災区画構造物

要領書番号 :原規規収第 1610071号 卜28-2

令和 元年 6月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3検査中請 使用前検査申請番号

2検査の種類

4検査理日 1自

5検査場所

関原発第 299号 (平成 28年 1

関原発第434号 (平成 30年

関原発第 46号 (平成 30年

関原発第 202号 (平成 30年

闘原発第 259号 (平成 SO年

関原発第415号 (平成 30年 1

闘原発第 504号 (平成 31年

関原発第 512号 (平成 31年

開原発第 582号 (平成 31年

関原発第  3号 (平成 31年

関原発窮 68号 (令和 元年

6月

6月

5日

6日

0月

3月

4月

7月

8月

2月

2月

2月

3月

4月

5月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

18日 )

4日 )

16底 )

年

年

一死
　
一九

和

和

〈
甲
　
〈コ至

6検査範囲

検査実施者及び検査結果二覧表のとおり

F)目西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

緊急時対策所建屋

緊急特対策所 (1,2・ 3・ 4号機共用)

■

7検査結果

一式



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果一覧表

な し

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査   |

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

2

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

従

禾々,抱年6月 5.心日 介券即え年6月 毎6甲 ィ

イ岬η亀
‐
輸

脇 本家⑫

雅竜甲漁

日女式欠 騨



添付資料 1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査中請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備さね4てい

ること。

記録確認

祢 色年

6 月5、 6H 魔
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載するも年 イ

年

検査をする工事の五

程.期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

伽 轟 年

Δ 月

`、

る日 魔
年 イ

年 /

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

旬苗る年

ム月S、恙日
離

年

年

Ь



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

材料検査

確認事項 確認方法 1検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

柳 島年

乙月5、Δ目
甦

年 /

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

絲j乱 年
▲月&ム日 K
年 /

年 /

午



添付資料 1二 3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

中請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

や範い年
ム月5Δ日 充

月   [三

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

伸 恥年

ム月」_ム日 災

月   岳ヨ

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認

神 亀 午

Δ月よム日 た

月   園

月 日

Б



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

外密鍵検査

確認事項 確認方法 検査年月日 監吉男礎 備考

中請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

令酌乱午
も月氏ム日 民＼
年 イ

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

鶴 恥年

ム月&△日 R
年 /

年 /

Δ



添付資料 1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

冷チフ通年

6月 5.も日 K
年 /

年 /

必要な図面等が準備

されていること◇
図面等確認

今不□乙年

6芯.ム日 碓

年 /

年 /

▼



添付資料 2-(1)

高浜発電所第 1号協そ

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物
′
    緊急時対策所建屋 緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準だ適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )
鉄筋コンクリート

孫 亀年

ム月義6日
R 記録確認

備 考
`記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ }適合性確認検査成績書の識別番号 :Tイ ー3工 1303

亀



添付資准:2-(2)

高浜発電所第 1号機

性能検査記録
(寸法検査)

検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他尭零用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物
緊急時対策所建屋 緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することっ

検査対象
主要寸法

(lnm)

許容値
※】

(mm)

測定値

(mm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所

(1・ 2。 3・ 4号機共用)

150以上

(950イ
ク
)

945以上 9枠8
琴当も,年
Δ ttb日
歿 記録確認

備 考     下
※1:許容値は工事計画による6

※2:公称r直のうち最小のもの
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適巷性確認検査成績書の識別番号 :可雪` 3_チ6DS

9



添付資料 2-(3)… 1

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物
緊急時対策所建屋 緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共月):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)
勺酪患年

ム月5日 ど
1 働
記録確認

備 を
lEヨロこと

'電

Ljl置編開ロヨ法造と〓
==と
士と言Iと言肖議』ピ〕写重白EE雪言言EЙ

'日

と
==(→
離(9LEJ艦 ::」k=資Ξェ。

※1:以
〒ピ解決鍮4削畔〕

ID



添付資料 2-(3)-2

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物

緊急時対策所建屋 緊急時対策所 (1・ 2・ 8・ 4号機共用):下式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害1れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)
枷 ラ年

ム 月ょΔ日魔
目視/

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ i適合性権認検査成績書の識別番号 ITイ
‐ろ
'16θ
3

|キ



添付資料2-(4)-4

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防謹設備 火災区域構造物及び火災区画構造物

緊急時対策所建屋 緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に道合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)
裸 れ 年

ム月5日
氏
O
記録確認

備 考      ヽ

0

※ 1:以下の個所について確認

1晴 睫
=2(蒜
櫛応趣麓 磁)

1之



添付資料2-(4)―盈

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物

緊急時対策所建屋 緊急時対策所 (1・ 2'3・ 4号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所 (1・ 2・ 8。 4号機共用)
や鮨砲年
ム 月&ふ日
叉

目視/

鰤

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :下守-3-13D3

IЬ



(北壁厚さ)0.9450と 950)

北壁‐1

(北壁厚さ)0.945Ю.95①
閉 :緊急時対策万遮蔽

『 “
■

L」

(東壁厚さ)0.9450.950

壁厚さ)0,9450。 9501

北整-2

対象範囲

西壁-1

西整-2

(北壁厚さ)0.945
0,95D

壁-1

東壁-2

一
ギ
＼
町

(西壁厚さ)0,945(0.950)

(南壁厚さ)_0.9450.950) 翌
謙

壁-2南壁-3

とと転‐3m(1階 )



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 i原規規1又第 1610071号 99

成績書管理番号 :1-28-3

令和 じ 年 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日    自  令和 2年 12ヽ月 17首

至 r令和θ年 /月 /″日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-28-3

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 29

関原発第43

関原発第 4

関原発第 20

関原発第 25

関原発第41

関原発第 50

関原発第 51

Fttl原発第 58

関原発第

F)目原発第 6

関原発第 11

関原発第 20

闘原発第47

関原発第 51

関原発第 54

関原発第60

闘原尭第 2

関原発第23

9号

4号

6号

2号

9号

5号

4号

2号

2号

8号

8号

5号

4号

8号

0号

2号

9号

0号

6号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

(202

(202

8年 10月 7日 )

0年 3月 20日 )

0年 4月 20日 )

0年 7月 4日 )

0年 8月 20日 )

0年 12月 5日 )

1年 2月 1日 )

1年 2月 6日 )

1年 3月 18日 )

1年 4月 4日 )

9年 5月 16日 )

9年 6月 24日 )

9年 8月 23日 )

0年 1月 23日 )

0年 1月 31日 )

0年 2月 26日 )

0年 3月 24日 )

0年 4月  7日 )

0年 8月 21日 )

成績書管理番号 :1-28-S

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請にょり確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 il-28-3

∞

特記事項

み し

検査立会責任者

韓 n作 .ィァィ 主任技術者

λ 二 寺

原子力検査官

ジ久次 え

検査結果

史

1検査年月日

令和2年

!2月 ,マ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1-28-3

1     検査年月日 :令和 2年  ,2月  '7日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事の工

程、理目及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 ①i

工事計画の認可番号の

記載が通切であるこ

と。

記録確認 Θ―

X



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1‐ 28-3

検査年月日 :苓和 え 年 +2月  '甲 H

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中請者の辞t質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認 ①・=
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることと     ,

記録確認 0す

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・○

よ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理香号 :1=28-3

検査年月日 :令和 2年  '2月 1守 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査      :

組立て及び掘付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

之
目視

備考     i                          ヽ

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0351、 Tl-3-1308

ど



その他発電用原子炉の附属施設

4 火災Ⅲ方護設備

工事善:箇本文(原規規発第1606104号 (平成?8年 6′ ■0日認可))

火災区域構造物及び火災医画構造物の名称、種類、主要寸法及び材料

・原子炉補助建屋、燃料取扱建雄
(1/2)

対

（
φ
部
肖
対
一口
島
一↓
四
　
学

選
郵

ｒ

（
岸
＼

Ｎ
）

軟舶

火災区域 (区画)名称

A余熱除去ポンプ室

B余熱除去ポンプ室

A、 B内部スプレポンプ室

区分  |

人災区画 !

火災区画 |

火災区l勘
‐

|

番号

A/B l-1

A/B l‐ 3

A/B l-5

種類 材料
(「』れ
'

C、 D内部スプレポンプ室

原子炉補助建屋 EL.16m通路
RHR及びスプレ再循環弁室

RHR及びスプレ配管室

原子炉補助建屋 E.と キ53H通路

A余熟除去クーラ室

火災区画 | ■/B l-7

A/B l-9

A/B l-11

A/B l-13

A/3 1-15

A/B 2-1

火災区画 |

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

B余熱除去クーラ室

内部スプレクーラ室

火災区画

火災区画

A/B 2-3

A/8 2-5

原子炉補ヨカ建屋 EL■9.7m共 用通路 (1・ 2号機共用 ) 火災区画 A/B 2-7

廃液ホール ドアップタンク室

ケーブルチェイス室

パイプチェイス室

原子炉補助建屋 E.L.+9,7n通路

A充てん/高圧注八ポンプ宝

B充てん/高圧注入ポンプ室

C充てん/高圧注入ポンブ宝

充てん/高圧注入ポンプ配管室

原子炉補助建屋 EL+17m通路1

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

A/B 2-9

A/B 2-11

A/B 2-13

A/3 2-15

A/B3-1

A/B 3 3

A/B 3-5

A/8 8-7

A/B 3-9

150以 上
壁

(250(ユ
‐・l)
鉄筋コンクリー ト

封水及び非再生ターラ室

原子炉補助建屋 E,L■ 17口通路2

火 災 区画
|

A/B 3-11

A/3 3-13火 災 区画 |

ほう酸回収装置室・廃液蒸発装置室 火災区画 | A/B 3-15

ホール ドアップタンクポンブ室

ホエル ドアンプタンク室

火災区画 |

火災区画 |

A/B 3-17

A/B 3… 19

廃樹脂タンク室

ガス減衰タンク室

ガス圧縮機室

火災区画 |

火災区両

火災区画 |

A/B 3-21

A/B 4-1

A/B 4-3

変 更 前 変 更 後 (注 "

名    称

天及置飯t蓋舌;鬼藤
イ
i≧秀
~暮

= 
種類

主要寸法

(mm)′  !材
料

鯨 D



火災区画原子炉補助建屋 E L Ⅲ24コ通路 1

火災区画原子炉補助建星 E.L.■ 27H通路

火災区画ドラム詰室

鉄筋コンクリート

フレキガ )ト ド

けい酸カルシタム
12(道 3)

5(と a)

A/B 4-17

火災区画

火災区域 (区画)名称

板

材料
(Щ l)

壁

種 類
番号区分 |

A/B 4-11

沈浄俳水処理装置室 (1・ 2号機共用)

A/84-5

A/B 4-13

A/B 4-7

AノB 5-12

A/B 4-17

A/B 5-9

A/3 5-1

A/B 5-7

A/B 5-3

AノB 5-1

5-3

火災区画 |

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画 |

火災区画 |

火災区画

火災区画

火災区画
|

火災区画原子炉補助基屋 E.L_+2袖瞳路

8_L.

使用済燃料ピット・新燃料貯蔵庫

ほう酸タンク室

ドラミングバッチタンク室(1・ 2号機共用)

脱塩塔及びフィルタエリア

体嶺制御タンタ室

A/修 4-7

A/B 4-9

150以上

(250(道
3)〉

火)t区画 I  A/B 4-16

使用済燃料ビット・新燃料貯蔵庫

原子炉補助建屋 E.L+3娩通路

ほう駿濃縮液タンク室

原子炉補助建屋 E.L.+24m通路1

原子炉補助建屋 E.と +24m通路2

変 更 前 変 更 後 l注ゆ

名 称 主要寸法

災焚区域(巨嵩,蒐孫 1置′分 喜薯
~種類

(1lm)

材料

原子炉補助建屋 E.L.+2筑通路1 火災区画 I  Aノ B 4-7
9(■ 3, 鋼 板

原子炉補助建屋 E.L_+27n通路 火災区画 I A/34-17

(2/2)

(1/2)

（
平ヽ
下
や
♯
硝
郵
一ミ
ロ
〉

訥
写
郵
い

（
Ｎ
＼
刊
）

弩

(注1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

(注3)公称値

制御建屋

変 更 後 (渡ゆ

火災区画レー 霊1

鉄筋ヨンクリー ト

用 )

材 料

壁

懸 類
(ロェ)      |

火災区画

区分

火災区画

火 災

火災区域 (区画)名称

Bスイッチギヤ室

ケーブル処理室(`・ 2号機共用〉

中央制御室 (1・ 2号機共用)

番 号

C/T l-1

C/T l-5

C/T 3-1

Cノ T ワー4

2-1 150以上

(300(世
望))火災区画

1・

材料
称名

火災区域 (区画)名称 1区

変 更 前

分 番号
種類

主要寸法

(I 11)

国 :聴期 琥 園



変 更 後 (連ゆ

火災区画出入管理室(1・ 2号機共用)

出入管理室(1,2号機共用〉
制御建屋 階段室(1・ 2号機共月)

鉄筋コンクツー ト

鉄筋コンクリー ト

火災区域 (区画)名称
材料

壁

種 類

称名

区分 番 号

C/T 4-1

C/■ 2-3

C/■ 1-3

C/T 4-1

2次系 ′レー室(1・ 2号機共月 ) 火災区画

火災区画

火災区画

主要寸法

(mm)

150メ 上

(300(と :)〉

‐120以 上

(120(注 9))

材料種類

変 更 前

名    称
主要寸法 一

(lШ 4)

(2/2)

(1/2)

(注 1)本設備は錠存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

中間建屋、ディーゼル発電盛屋

ヽ 6

火災区域 (区画)名称 区分
材料

(ェ|[ll)

主要寸法
種 類

番号

称名

Aディーゼル発電機室 火災区画

火災区画Bディーゼル発電機室

火災区画■スイッチギヤ室

火災区画Aバ ッテリー室

補助建屋よう素除去」F気 フィルタユ■ント室 火災区画

火災区画

火災区画タービン助補助給水ポンプ室

Bバ ンテジ~室 火災区画

換気空調設備室

鉄角オコンクサー ト

5(連 a)

火災区画

火災区画

火災区画

アニュラス循環フィルタユニット
=

1次系冷却水クーラ室

～主蒸気主給水配管室 1

壁

火災区画

壁     12(と。)

中間建屋 E。 と,T101H通路

X/B 3-5

1/B 4-S

1/B 4-1

フレキシカ朔導 ド

X/B 4-1

1/B4-3

1/B 4-3

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画 |

火災区画

火災区画 |

火災区画

制御棒駆動装置制御室

主蒸気主給水配管室2

主蒸気管ヘッダ宝

主給水管室

l次系冷去「水ポンプ室

制御棒駆動装置制御室

1次系冷却水ポンプ室

1/B l― }

1/B 3-3

1/B l-3

1/B 3-1

1/B l-9

1/B 2-13

1/B 2-9

1/B 2-7

1/B 2-11

1/B 2-5

1/3 1-5

1/3 2-3

1/B l-7

1/B 2-1

150以上

(200(連 |))

けい酸カルシク

板

火災区画 I Iん 2-3

中間盛屋 E二 十240■通路

中間建屋 E.Lキ240血通路

変 更 前 変 更 後 (H。

火災区域 (区画)名称 1区分 番号
1材料

(ll口 l)

主要寸法
種類

称名
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(2/2)

火災区域 (区画)名称
材 料

(aul)

主要寸法
種類

称名

区分    番号
材社

(コm)

主要寸法
祗 類称名

変 更 後 l道ゆ変 更 前

9(苫3)

1/3 3-1

主蒸気主給水配管室2

換気空調設備室

鋼 板

主蒸気主給水配管室ュ I火災区画  1/B3-5   壁

i火災区画  1/B4-1

フ(夢t握∈口]    1/B 4-5

中間建屋 E`L_+24鈍鵡塁昏

火災区画

＼
ヽ

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

(注3)公称値

原子炉格納容器

(と1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

(注 3)公称値

屋外タンク

(注1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

材 料
(mコ 1)

種 類
称名 主要寸法

区分 1  番号火災区域 (区画)名称

ASTM A516 Gr,70

A300

(」 IS SB49相 当材)

アニュラスエヅア

格納容器内
(上部鏡都)

区画火 災
190(道 3)

C/Vl-3  鋼板

鉄筋コンクリー ト
150以上 |

火災区画 I C/Vユ ーl   壁
(1,100(と e))

材料
(mm)

主要寸法
種類

番 号

称名

変 更 後 (工 n変 更 前

区分火災区域 (区画)名称

材料
(コm)

主要寸法

火災区域 (区画)名称
種類

称

区分    番号

1火
災琴域― 屋外1-1  等 ,

150以上

1,000(道 ?ュ )
鉄筋コンクリートタングエリア(1・ 2号機共用)

′変 更 前 変 更 後 (道 ユ)

火災区域 (区画)名 称
材 料

(Ⅱm)

主要寸法
種類

名 務

区分  番号 （
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海水ポンプ室、海水省 トレンチ室

(注1)本設備は既存の設備である。
マ
(注2)公称値のうち最小のもの

・燃料油貯油そう

(注1)公称値のうち最小のもの

・固体廃柔物処理建屋

燃料油貯油そうエリア ィ火災区ll寅  屋外 14  壁
1 150以 上

|(4501!Iι う
鉄筋コンクリー ト

ヽ
、

(1/2)
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火災区域 (区画)名称

海水ポンプ室ケーブル トレンチ
鉄 筋 ヨンク リー ト

火災区域

火災区域

材 料

壁

種 類

称名

区分 1  番号

海水管 トレンチ

S/V l-3

S/W l-5

主要寸法

(:lt[n)

150以 上 |

(300(と'l).

材料種類

称名

変 更 後 l逹ゆ変 更 前

火災区域 (区画)名称 1区分 番号
主要寸法

(コ五l

変 更 後変 更 前

材料
くnm)

主要寸法
種類

称
材料

(mm)

主要寸法
種 類

名名

区分   番号火災区域 (区画)名称火災区域 (区画)名称

称

区分 番号

鉄筋コンクツー ト

材 料
(題 l:l)

璧

種類

火災区画―固体廃 16

園体廃 l,2火災区画

番 号

固体廃 1-4

I琶 体廃 1-3

区分

火災区画十圏体廃 0-9

火災区画1固体廃 l-3

火災区画

火災区画

火災区域 (区画)名称

床 ドレンタンク、協を器 ドレンタンク室(1・ 2号機共用)

固化廃液供給タンク室 (1・ 2号機共用 )

廃液受入配管室(1・ 2号機共用)

固化廃液供給ポンプ室(1・ 2号機共用 )

固体廃築物処理建屋 ]階段室 (1・ 2号機共月)

固化廃液受入タンクポンプ室(1・ 2号機共用)

空気圧縮機室 (1・ 2号機共用) 150以上

(200(道 ?))

火災区画 園体廃 0-2
火災区画 固体廃 01

圃化廃液受八タンク室 (1・ 2号機共用 )

火災区画 1口体廃 03

火災区画 1因体廃 0-8

火災区画 1固体廃 0-4

火災区画 1固体廃 0-7

火災区画 固体廃 0-5

火災区画1固体廃 0-6

温水復水タンク室 (■ ・ 2号桂共用)

増設タンク室(1・ 2号機共用)

圏体廃葉物処理建農 A階段室 (1・ 2号機共用)

計器用空気 ドライア室(1・ 2号機共用〉

Bパイプチェイス(1・ 2号機共用)

Aパイプチェィス(1,2号 機共用 )

材料

変 更 前 変 更 後 l選ゆ

一一―――種類
番号火災区域 (区画)名称 (Πm)

主要寸法名 称

区分

□ :騨疑誨園



(2/2)

固化建屋制御室 (1・ 2号機共用)

薬注タンク室(1・ 2号機共用 )

火災区画

火災区画

火災区画熟媒と―夕室(1・ 2号機共用)

火災区画出入管理室 (1・ 2号機共月)

火災区画蒸発缶室(1・ 2;機共用 )

火災区画固化装置 1琶l化 ドラムー次貯歳室 (1・ 2号機共用)

火災区画電気室(1,2号 機共用)

火災区画熱媒サージタンク室(1・ 2号機共用)

火災区画直流電源盤室(1・ 2■磯共用 )

火災区画モニタ室(1・ 2号機共用)

火災区画コール ドメンテナンスエジア(1・ 2号機共用 )

火災区画

火災区画

計器調整室 (1・ 2号機共用)

1・ 2固イヒ建屋給気フィルタ室

鉄筋コンクリー ト

材 料
(■じ■)

主要寸法
種類

区分

壁
　
，

番号

固体廃 5-3

固体廃 17

固体廃 5立

園体廃 2ゼ

因体廃 4-3

固体廃 2-3

固体廃 4-2

固体廃 2-4

固やド慶 3-8

固体廃 2-5

固体廃 3-7

固体廃 2-6

口体廃 3-6

国体廃 27

固体廃 3-5

固体廃 3-2

固体廃 3-3

薗体廃 3-4

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

固化 ドラム搬出エジア(1,2号機共用)

火災区域 (区画)名 称

固化建屋排気フィルタ室(1・ 2号機共用)

称名

150メ 上

(200(こ ?))

画化装置充壊宝 (1・ 2号機共用)

熟媒 ドレンタンク室 (1・ 2号機共帰 )

補機冷却機室 (1・ 2号機共用)

材料
(mm)

主要寸法称名

種類
区分  番号火災区域 (区画)名称

変 更 前

ヽ
Ｎ

(注1)本設備は廃存の設備である。

(注2)公考、値のうち最小のもの
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火災区画廃樹脂処理空調機械室 (1・ 2号機共用)

火災区画廃樹員旨供給タンク室 (1・ 2号機共用)

配管室 (1・ 2号機共用) 火災区画

火災区画廃樹脂貯蔵タンクエ リアー2(1・ 2号機共用)

鉄筋コンクリー ト

サンプタンク室 (1・ 2号機共月 )

火災区域 (区画)名称
材料

壁

種 類
区分

称名

廃樹脂 3-7火災区画

廃構脂 39火災区画

廃樹月旨 4=2火災区画

廃樹脂 5-2火災区画

L.+17.2血通路 (1・ 2号機共用)廃樹脂貯蔵建屋

火災区画ドラム貯産エリア (1・ 2号機共用)

番 号

廃樹脂 l-4

廃樹脂 1■

廃樹脂 l-3

廃樹月旨 1-2

火災区画 1廃樹脂 3-8

火災区画 廃構脂 3-10

火災区画 1廃樹脂 311

火災区画 1廃樹脂 5-1

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

廃液処理装置室 (1・ 2号機共用〉

濃箱液タンク室(1,2号機共用)

Aサ ンプタンク室(1,2号 機共用)

ドラム詰室(1・ 2号機共用 )

火災区画

火災区画

1火災区画

火災区画廃樹脂貯厳タンクエレアー1(1・ 2

廃樹脂 3-3

廃樹月旨 l-6

廃樹脂 8… 2

廃樹脂 2-1

廃樹脂 3-1

廃樹 B旨 2-2

廃樹脂 3■

廃樹月旨 3-6

廃樹月旨 3-5

主要寸法

(lHm)

150以上

(200(ミ =))

火災区画 1廃樹脂 41

廃樹脂処理建屋 E.L+10.2血通路 (1・ 2号桂共用)

廃樹脂処理建屋 E.L.+13、 24通路 (1・ 2号機共用)

パッチングタンク室 (1・ 2号機共用〉

廃樹脂処理建屋 階段室(1,2号機共用)

廃樹脂処理建屋 排気ファン室 (1・ 2号機共用)

廃樹脂処理建屋 E.L.■ 72m通路 (1・ 2号機共用)

廃樹脂処理建屋 給気ファン室 (1・ 2号穫共用)

廃樹脂貯蔵空調機械室 (1・ 2号機共用)

廃樹脂処理建屋 E.L.+20.娩唾星告(1・ 2号機共用)

放射線管理室(1,2号機共用)

ドラム詰装置室 (1・ 2号機共月)

火災区画 I廃活月旨 l=5

変 更 前 更

名 称 主要寸法

火災区域 (区画)名称 1区分
一  種類
番号 (l lla)

材 料

＼
”

廃樹脂貯蔵庫、廃樹脂処理建屋

(注1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-28-3

ヽ
Ｘ

特記事項

け 〔

検査立会責任者

無 傘 脅〕 ンサ
主任媒術者

戸氣丘為

原子力検査官

著入 撃

検査結果

費ヽ

検査年月園

令和 s年
ノ月ノP日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
i        共通事項

成績書管理番号 :l-28-3

検査年月日:令和 e年  /月  ノ″日

擦 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査車請書 (変更中請を

「含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ。一

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q・ ァ

工事計画の認可番号の

記載が道切で あるこ

と。

記録確認 ①―

ノ∫



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
 ヽ(三号検査)

添付資料 3Tl

使用前検査記録

成績書管理番号 ,1-28-3
検査年月日 :令和 θ 年 /月  /′ 日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 一

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認 Θ・下
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 @―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・○

ノ丁



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
ム
使用前検査記録

(三号検査)
成績書管理番号 :1-28-3

検査年月日 :令和 d年  /月 /ρ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

′   別添 1参照

検査項霞 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

良

廼

目視

備考             ,
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-1911

′タ



工事計画 文 (原規規発第 1606104号 (平成28年 6戸
‐
■日認可))

その他発電用原子炉の付属施設

4 火災防護設備
1 火災区城構造物及び火災区画構造物の名称、種類、主要寸法及び材料                           _
'原子炉補助建屋、燃料故扱建屋

(1/2)

ヽ
当

変 更 後 `とや

名 称 主要寸法

(uビ4)

|

|

|

f

種類 材料
火災区域 (区画〉名称 区分 番 号

鉄筋コンクサー ト

A/B l二 1

A/B l-3

A/3 1-5

A/3 1-7

A/B l-9

A/B I― ll  i

A/B ユー13  1

A/B l-15  1

A/B 2-1

A/B 2-3

A/B 2-5

A/B 2-7

A/B 2-9

A/B 2-ll

160以 上
(250(驚か)

A/B 2-13  1   壁

A/B 2-15  1

A/B 3-1   1

A/3 3-3

A/33-5  '

A/3 3-7   1

A/B 3-9

A/B 3-11  1

A/B 3-13

A/B 3-15

A/B 3-1?

A/B 3-19

A/B 3-21

A/B 4-1

A/B 4-3

A余熱除去ポンプ室 火災区画

B余熱除芸ポンプ室 火災区画

A、 B内部スプレポンプ室 火災区画

C、 D内部スプレポンプ室 火災区画

原子炉補助建屋 E、 L.と,6m通路 火災区画

RHR及びスプレ再循乗弁室 火災区画

RER及びスプレ配管室 火災区画

原子炉補助建屋 EL+5.3m通 路 火災区画

A余熱除芸クーラ室 1火災区画

B余熟除去クーラ室 1火災区画

内部スプレクーラ室 火災区画

原子炉補助建屋 E.L+9.7m共用通路(1・ 2号機共用〉 1火災区画

1火災区画廃液ホール ドアンプタンク室

ケーブルチェイス室 火災区画

パイプチェイス室 火災区画

原子炉補助建屋 E.L.+9.7E通 路        1火 災区画
A充てん/高圧注入ポンプ室         1火 災区画
B充てん/高圧注入ポンプ室 1火災区画

C充てん/高圧注入ポンプ室 1火災区画

充てん/高圧注入ポンプ配管室 1火 災区画

原子炉構助建屋 E.L+17阻通路l 1火災区画

封水及び非再生クーラ室 i火災区画

原子炉補助建屋 E!L.+17は 通路2 1火 災区薗

火災区画ほう酸回収装置室・廃液蒸発装置室

ホール ドアップタンクポンプ室 火災区画

ホール ドアップタンク室

廃樹脂タンク室.

火災区画

1火災区画

ガス減表タンク室 災区画

ガス圧縮機室 1火災区画

変 更 前

番号 |

埴壊
|

名 主要寸法

(ulln)火災区域 (区歯)名泳 1藤
ノ分

材料

選
謝
“
全
＼
Ｊ



(2/2)

原子炉補助建屋 E,L.+24m通 路 l A/3 4-7

A/B 4-17EL。 +27m通 路原 1火災区画

火災区画

変 更 前 変 更 後 (差り

名

|

主要寸法
(コ ln)

称 主要寸法

(題班コ〉火災区域 (区画)名称 1区分 1番号
種類 種類 材料

火災区域 (区画)名称

ほう酸濃縮液タンク室

区分

火災区画

番号

A/B 4-5

子炉補助建屋 EL.+24m通 路 l 1火 災区画   A/B 4-7

原子炉補助建屋 BL.+24吼通路2 火災区画  A/B49 i

脱塩塔及びフィルタエリア 火災区画  A/B4-1 l

体積制御タンク室

洗浄排水処理装E室 (1・ 2号機共用)

.火災区画

火災区画

1火災区画

A/B 4-13

A/3 4-16

A/3 4-17

150以 上
(250(送

2,) 鉄筋コンクツー ト
原子炉補助建屋 E.と ,+27B通路

使用済燃料ピット・新燃料貯蔵庫 火災区画
― A/B5-l

原子炉補助建屋 B.L.キ 32m通路 火災区画 A/B 5-3

ドラム講室
壁

火央区画 A/B 5-7

ほう酸タンク室 火災区画 A/B 5-9

ドラミングバッチタンク室 (1,2号機共用)

原子炉補助建屋 E.L.キ 24m通路 1

火災区画

火災区画

A/B 5-12

A/B 4-7 けい酸カルシウム

板原子炉補助建屋 E.L.+27口 通路
12(単 3)

火災区画 A/B 4-17

使用済燃料 ピット・新燃料貯蔵庫 火災区画 A/B 5-1

原子炉補助建屋 E.し ,■ 32亜通路 火災区画 A/B 5-3
5¢働 .フ レキンブルボードヽ

彎

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

(注 3)公称値

制御建屋

‐ 検査範囲

(1/2)

遭
郵
」
俺
＼
Ｊ

変 更 前 変 更 後 (言 |)

名  / 称
火災区義(区置)を称 1直赤 | |

種類
主要十法

(EIEl)

材料
名 称

|

種 類
主要寸法

(瞬 lぼ l)

材料
番 号 火災区域 (区画)名称 区分    番号

Bス インチギヤ室 C/T l-1

中央制御室外原子炉停止盤室 (1・ 2号雑共用)

1次系ジレー室

火災区画

火災区画

C/T l-5

C/T 2-1 150以 上

(300(H2))ケープル処理室 (1・ 2号機共用) 火災区画  C/T24
中央制御室 (1・ 2号機共用 )

制御建屋 階段室 (1・ 2号機共用)
火災区画

火災区画

C/T

1

壁 鉄筋コンクリー ト



(2/2)

鉄筋コンクリー ト(1204滋 2))
120

鉄筋コンクリー ト

種類 材料
材料
|

称名

|[X三 分

変 更 後 ``ウ
変 更 前

C/T 4-1

C/1 4-1

C/T l-3

2号楼共月 )

2号機共用 )

2号機共用)

2号機共用)

名

火災区域 (睡画)名 称

i火災2次系 リレー室 (1

出入管理室 (1

出入管理室 (1

主要寸法 |
(alШ )    .

150以上
(300(注 ?))

主要寸法

(蝋m) 番号

C/T 2-3

火災区画 |

火災区画 |

火災区画

制御建屋 階段室(1

(注 1)本設備は既存の設備である。

(淀 2)公称値のうち最小の(3の

中間建屋、ディーゼル発電建駐

】
馬

(X/2)

材 料
主要寸渉

(mln)

12(Ⅲ
')

6(逆→ | ァレキシプルボード

けい酸カルシタム

板

′睡類

鉄筋コンクサー ト壁
150以上 |

(200(湾
?') |

居ヤ

壁

火災区域 (区画)名称

称名
材料

1 藤分    昏考
種類

主要寸法

(m ll)番号区介

変 更 後 ユ`‐
‐
"

変 更 前

称名

火災区域 (区 画)名 称

Aデ ィーゼル発電機室 火災区画  1/B rk

Bデ ィーゼル発電機室 火災医画 I 1/Bユー3

Aス イ ンチギヤ室 i火災 1/B ユー9

本バ ッチ リー室 1火 災饉画 : 1/82-9

Bバ ンテ ジ~室 災藤画 1/B 2-ll

l次系冷却水クーテ室 1火 災区画 I 1/31-5

ターどン動給勁給水ポンプ室 火災区画

主蒸気管ヘンダ室 !火災区函 1/B 2-1

i火災区画R次系冷却水ポンプ室 1/B 2-3

主給水管室 災砥画 1/B 2-5

補助建登よう素際去排気フィルタユニット宝

中間懲屋 EL■ 0_1取通路

火災区画 1/8 2-7

火央区画 I 1/B2-18

換気空調設備室

ア‐ュラス措環フィルタユエント室 火災区画 1/8 8… 3

主蒸気主給水膏こ管室 1 火災区函 I 1/B345

中間建屋 E.と +240m通路 火災医画 |
1/B 4-1

1/B 4… 3

1/B 4-5

制御棒駆動装置制御室 火 災

主蒸気主給水配管室2 1火災

中間建屋 EL+240m通路 火災区画 1/B 4… 1

1          制御棒駆豪力装置帝l御蜜
-          1次

系冷却水ポンプ室

1火災区ねJ 1/84い 3

翌
頚
ュ
ａ
＼
Ｊ



ブレキシブ″ボード

鋼板9(滋 e,
壁

中間建屋 Eo L.■ 101m通路 火災区画  VB 2‐ 13 5(注 3】

換気空調設備宝 1火災区画  1/B3-f

1/3 8-5

1/B 4-1

主蒸気主給水配管室 l

配管室2

中間建屋 E.と ,■ 24.伽通路

1/B 4-5

火災区画

火災区画

災区画

1材料

変 更 前

材料種類

称
種類称名

区分    番号

変 更 後 は二】

火災区域 (区画)名 称

主要寸法

(mla)

主要寸法

(m磁)

(2/2)

検査範囲

Ｎ
＼

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

(注 3)公称値

原子炉格納容器

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

(注 3)公称値

屋外タンク

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

‐

鋼板

ASTM A516 Gr,70
(上部鏡部)
19 0(渡 3)

A300

(」 IS SB49相 当

火災区画  C/VI-3

番号区分火災区域 (区画)名称
材料種類材料

称名

区分   番号

変 更 後 l言 1)

名    称

変 更 前

火災区域 (区画)名称
種類

主要寸法
(題lШ )

主要寸法
(口 lll)

鉄筋コンクリー トアニュラスエジア 驚火災区画  C/VI一生 以

主
電∬
法― 材料

,1,I:l餅 鉄筋コンクリートタンクエリア (1・ 2号機共月) 壁

種類
称

種類
名称

変 更 後 (歯 ユ)変 更 前

火災区域 (区画)名称区分

火災区域

区分 番号

屋外 l― l

料
　
一

材
　
・

主要寸法

(莉題l)

名

火災区域 (区画)名称

遭
頚
一
全
＼
Ｊ



海水ポンプ笙、海水管 トレンチ室

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

燃料油貯油そう

(注 1)公称値のうち最小のもの

・固体廃葉物処理建屋

時

ド

(I:I辻寺鉄筋コンクリーⅢ

材料
主要寸法
(Hn)

廷

種類
番 号

称嘉
材料種類

区 分

称

1  番号

名

1 区分

変 更 後 (速け変 更 前

火災区域 (区画 )名称

1火災区域 i

災区域 S/V l～ 8

火災区域 (区画)名 称

海水管 トレンチ

海水ポンプ室ケ…ブル トレンチ

主要寸法

(rd■ )

S/W ユーБ

変 更 後

名 称
種 類

主要寸法

(】班m)
材料

名 称 主要寸法

火災区域 (区画)名称 区分 番号 火災医域 (区画)名 称 区 分 番 号
種類

(mlll)
材料

燃料濃貯油そうとフア 火災区域 屋外 I望 壁
150以

鉄筋
“
ンクサー ト

(450('Fど
)) |

変 更 前

鉄筋コンクリー ト

1   材料
主要寸法

(al“ l)

150以 上
(200(滅

2))

火災区画 it琶 体廃 0-8

廃液受入配管室 (1・ 2号機共用)

計器用空気 ドライア室(1,2号 機共用)

固体廃 l-3t火災区

火災区画 i固体廃 1望

火災区画 :磨l体廃 15

火災区画 1固体廃 文-6

Aパイプチェイス(1・ 2号機共用)

Bパイプチェイス(1・ 2号機共用)

変 更 前 変 更 後 (注 1)

名 密 主要寸渉

(騒m)

名 称
種類 材 料

火災区域 (区画)名称火災雖域 (握画)名称 区分 番号 区分 1 番号

床 ドレンタンク、機器 ドレンタンク室 (1・ 2号機共用) 火災区画 固体廃 0-l

固化廃液受入タンク室 (1・ 2号機共用〉 1火災区画 薗体廃 0… 2

画化廃液供給タンク室 (1・ 2■機共用〉
!火
災区画

1火災区画

1琶 体廃 0-3

閣化廃液供給ポンプ室(1・ 2号機共用〉 圏体廃 0-4

増設タンク室(1・ 2号機共用) 1火災区画 I 固体廃 0-5

回化廃液受入タンクボンプ室(1。 2号機共用) 火災区画 1回体廃 0-6

空気圧縮機室 (1・ 2号機共用) 火災区画 1固体廃 0-7

固体廃棄物処理建屋 A階段室(1・ 2号機共用)

固体廃棄物処理鷺尾 B階段室 (1・ 2号機共月) 1火災区画 1因 体廃 09

温水復水タンク室(1・ 2号機共用) 火災区画 1固 体廃 l-2

(1/2)

翌
郵
一
ａ
＼
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(2/2)

称名

番 号火災f域 (区画)名称

熟媒 ドレンタンク室(1・ 2号機共用) 火災区画 固体廃 よ?
1 区分

固体廃 2-3

火災区画 :固体廃 2-2

区 画

2号機共潟)

2号機共用)

固化装置充壊室 (1

固化 ドラム搬出エリア (1

鉄筋コンクリー ト

材料

変 更 後 (装ゆ

主要寸法

(mぃ )

150以 上
(200(誠 り)

材料
区分

変 更 工副

名 称 主要寸法

火災区域 (区画)峯称 番号
種類

くEXn〉

固化建屋制御室 (1,2号機共用) 火災区画 固体廃 2-4

薬注タンク室 (1・ 2号機共用) 火災区画 固体廃 2-5

熟媒ヒータ富(1・ 2号機共用) 災区画 回体廃 26

出入管理室 (1・ 2号機共用) 火災区画 i固体廃 27

森発綺室(1,2号機共用) 火災区画 |きl体廃 3-2

固化装置固化 ドラムー次貯厳室(1・ 力号機共月) 火災区画 !固体廃 3-3

電気室 (1・ 2号機共用) 火災区画 固体廃 3-4

熟媒サージタンク室(1・ 2号機共用) 1火災区画 同体廃 3-5

直流電源盤室(1・ 2号機共月) 1火災区画 園体廃 3-6

モニタ室 (1・ 2号機共用) 3¨ 7

コール ドメンテナンスエリア (1・ 2÷機共用) 1火災区画
.固
体廃 3-j

計器調整室 (1・ 2号機共用) 災区画 回体廃 4-2

補機冷却機室(1・ 2号機共用) 1火災区画十同体廃 4-3

固化建屋排気フィルタ室(1・ 2号機共用) 火災

回化建屋給気フィルタ室(1・ 2寺穣共用) 1火災区画 1臓l体廃 5-3

ヽ
釘

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

辺
部
一
ａ
＼
Ｊ



点

廃構脂貯蔵庫、廃樹脂処理建崖

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

廃樹脂 4-2

火災医画

廃樹脂 3-3火災区画

火災区画 1廃樹脂 4-上

廃樹脂貯層建屋 EL.十二7.2n通路 (1・ 2号機共用)

火災区画 1廃樹Л旨 3-11放射線管理室 (1・ 2号機共用)

変 覺 前 変 更 後 (亡 1)

ぷ競(柔,|ォ砕分t警11 種類
差要寸法
(ml)

材料 ■―……一―
名 称 主要寸法

(am)火災区域 (区画〉名称
種類 材料

区分 番考

サンプタンタ室(1・ 2号機共用) 1火災区画 i廃樹脂 l一 l

廃液処理装置室(1・ 2号機共用) 火災ほ画 1廃樹鳳旨 -2

濃縮液タンク室 (1・ 2号格l共月) 火災区画 廃樹脂 l… 3

廃樹脂処理建屋 階段室 (1・ 2号機共用) 火災区画 1廃樹脂 l-4

廃樹脂処理建屋 E.L.+10.2m通 路(1・ 2号機共用)   1火 災区画 廃樹脂 r-5
バンチングタンク室(1・ 2号機共用 ) 火災区画 1擁樹脂 1…6

1   廃樹脂処理建屋 E.L.■ 13.2n通 路(1,2号機共用) 火災区と雷i:廃樹脂 2-l

廃樹脂処理空調機械室 (1・ 2号機共用) 火災区画1廃樹脂 2-2

廃樹脂供給タンク室(1・ 2号機共用) 火災区画 廃樹脂 3-1

配管室 (と ,2号機共用) 廃樹脂 3-2

ドラム貯蔵エグア(1・ 2号機共用)

ドラム詰装置室(1・ 2号機共用) 火災区画 1廃樹 3-4 壁
150歩 上
(200(遺 分)

1鉄筋コンクリー ト

廃樹脂貯蔵タンクエリアーェ(1・ 2号機共用) 火災区画 廃樹箔 3-5

廃橋脂貯蔵タンクエリアー2(1・ 2号機共踊) 火災区画 i廃樹脂 36

Aサ ンプタンク室 (1・ 2号機共用) 1火災区

1火災区

画 廃樹周旨 3-7

廃樹脂処理建屋 E.L,■ 17.2口通路(1・ 2号機共用) 画 廃樹 周旨 3-3

火災区薗 1廃樹脂 3-9

ドラム講室 (1・ 2号機共用) 火災区画 1廃樹脂 3■ 0

廃樹脂処理建駐 B.と、+2012m通路 (1・ 2号機共用 )

廃樹脂貯蔵空調機械室 (1・ 2号穣共用〉 1火災区画

1火災区画廃樹脂処理建屋 給気ファン室(1・ 2号機共用) 廃樹脂 5■

廃樹脂処理建屋 排気ファン室(1,2号機共用) 1火災区画 廃樹脂 5-2

翌
部
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜29・ I

令和 2年 、′′2月

原子力規制委員会
く



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜尭篭所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日    自   令和 2 年
'2月

′b日

至  令和 2年 12月 子る日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    ナ淡査結果二覧表のとおり

7添付資料    、使用前検査記録

成績書管理番号 :卜29■



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 29

F)目原発第43

関原発第 4

関原発第 20

関原発第 25

関原発第 41

Fttl原発第 50

関原発第 51

関原発第 58

関原発第

関原発第 6

関原発第 11

関原発第 20

関原発第 47

関原発第 51

関原発第 54

麗原発第 60

関原発第 2

関原発第 23

9号 (平成 28年 10月 7日 )

4号 (平成 30年  3月 20日 )

6号 (平成 30年 4月 20日 )

2号 (平成 39年  7月  4日 )

9号 (平成 30年 8月 20日 )

5号 (平藤 30年 12月  5日 )

4号 (平成 31年 2月  1日 )

2号 (平成 31年  2月  6日 )

2号 (平成 31年 3月 18日 )

3号 (平成 31年  4月  4日 )

3号 (2019年  5月 16日 )

5号 (20191年 6月 24日 )

4号 (2019年  3月 23日 )
8号 (2020年  と月23日 )
0号 (2020年  1月 31日 )

2号 (2020・年  2月 26日 )

9号 (2020年 3月 24日 )
0号 (2020年 4月  7日 )
6号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :と二29-1

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜29-1

ω

特記事項

み じ

検査立会責任者 呵辞

がイ

'T,夕

′ぜn/主任技術者

―
々 抹 郷

原子力魏議検査官 尋

力灸 入 え

検査結果

史

検査年月日

令和 2年

12月

'ι

日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :と -29-1

検査年月日 :令和 2年  1ユ 月 ,あ 日

検 査
'場

所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ○―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認

工事計画の認耳番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 0-

牛



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 8-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 29■

検査年月日 :令和 之 年 ,2月 ′b日
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①・

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範理l、 測定精度を有してい

ること。

記録確認 ⑧―

系統構成が完了していること。

⑩ ③・

も



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-29-1

検査年月日:令和2年 ,2月  /b日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備 ′

消火設備

ポンプ

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており.技術基準に適合するもので

あることも

え
Φ

備考  .    !
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0106(そ の 3).Tl-3-0412

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

による。

6



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :1-29-1

検査年月日:令和 2年  r2月 ′Ь 日
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

A消火水バックアップポ

ンプ (le2号機共用)

性能検査

・運転性能検査
別紙 1参照 え 目視

備考

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

―
      成績書管理番号 :卜291
検査年月日:令不厨2年 λ月メb日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限

備

考

運転性能検査
圧力計

(出 日圧力)
12PI=2602A 0-1.6MPa ±1.6%F.S.

2018。 10.17

次回定メ司事業者検査

運転性能検査 流量計 23887715
0～ 3m/s

(流速換算)

0～ 2.00Vs

±0.03m/s

2ハV8,00m/s

±と,5%

(流速換算)

2020.10.29

2021.10.31

運転性能検査 鋼製巻尺 TCFQM10025 0～ 5.5m ± 1.Olttll
2019, 12,26

2022. 12.25

運転性能検査 温度計 134706 0～ 100℃ ±2℃
2020.3.4

2021.3.31

以下余白

8



工事計画本文(療規規発第1606104号 (平成28年6月 10日調可))

その他発電用原子炉の附属施設

4_火災防護設備
2 消火設備に係る次の事項

常設

ヽ0

(1)ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付衝所並びに原
動機の種類、出力、個数及び取付笛所

(1/2)

遭
謝

ユ

全

＼

ｅ

一
変 更 後

消火水バ ックアップポンプ
(1・ 2号機共用 )

うず巻形

648以 上 |は 8御 )

58以上日(73.8(注 I))

40

100(注 】)

80(注 1)

550(と 1)

SCPHl

2

変 更 前

名 称

n3/h/揮

曖

MPa

℃

ロロl

山

臨

幽

贈

種 類

容 量

揚 程

最 高 使 用 圧 力

最 高 使 用 温 度

吸  込  口 径

吐  出  口 径

た て

横

」局 さ

ケ シ ン グ

個 数

主
要
寸
法

材
料

|

ポ
ン
プ

婿襲知程覧凰



(2/2)

一変 更 後

B消火水バ ックアンプポンプ

消火水バックアップライン

 ́ 【2号機 I
燃料取扱建屋 E.L.+32.3耐

二相誘導電動機

30

2

ポンプと同 じ

A消火水バ ンクアツプポンプ

消火水バ ックアンプライン
´
【2号機】

燃料取扱建屋 E.L`132.3m

変 更 前

kV/個

系   統   名
(ラ イ レ 名 )

設   置   床

途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

冷 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

種 類

出 力

個 数

取 付 箇 所

取
付
箇
所

ポ

ン
プ

原
動
機

０ヽ
(注 1)公称値

Ｍ
豆
琳

ユ

（
山
＼

ω
）



常設
(1/2)

(注2))

変 更 後

(1・ 2号機共用)

うず巻形

No.ユ ン プイ

1

水消火ライン

淡水ポンプ室 E.L。 +7.色

鳳

の防 護途

配慮 が必要 な高

さ

量 ln3/h/個容

程揚

名 称

種 類

1(Xl(■ 9)

最 高 圧 カ MPa
ユ.4

最 高 使 用 温 度 ℃ 40

:lm 250(注 2)

主
要
寸
法ポ

ン
プ

吐 出 口 径 由 150(注 2)

た て Щ
　
　
山

870く注2)

1,145(注 2)横

局 さ 盟 470(注 2)

ケ ー シ ン グ FC20

個 数

系   統
(ラ イ ン 名 )

取
付
箇
所
区  再

の
口▼

上護

番

吸 込  口 径

蝉

醐

渤
写
郭

工

（
ω
＼

ω
）

E正三1: 凰



(2/2)

変 更 後

陸用立形無気噴射ディマゼル機目
′
223

ポンプと同じ

変 更 前
種 類

原
動
機

出 カ hW/偶

個

取

数

付  鎗  所

(注 1)本設備は既存の設倍であるさ

(注2)公称値

ヽ
や

削
墨
当
郵
工

（
ヽ
＼

０
）



常設

一い

爾蘊翻

(1/2)

(450(と 2))

変 更 後

(1・ 2号機共用)

うず巻形

消火ポンプNo.1

(100(注
2))

1.4

250(注2)

470(注 2)

1

.3/h/個

B

幽さ一局

ケ エ シ ン グ

量容

程揚

名 称

種 類

最 高 使 用 圧 カ MPa

最 高 使 用 温 度 ℃

1吸  込  口 径 ll』 ll

主
要
寸
法

ポ
ン
プ

吐  出  口 径 田 ll 150(注 2)

|た て 囲
　
　
Ш

870(注 2)

1,145(注 2)横

FC20

個 教

取
付
箇
所

系

＜ ラ イ ン 名

名

ぅ

設 置 床 淡水ポンプ室 E.L.+7.皓
途

区

水 防 護 上 の
号番

蜘

蜘

削
豆
謝

ユ

（
枷
＼

ω
）



(2/2)

変 更 後
二相誘導罵動機

20.0

1

ポンプと同じ

変 更 前

種 類

原
動
機

出 カ 郎/個

悩

取

数

・
所付  箇

(注 1)本設備は既存の設書である。

(注2)公称値      ヽ

】
（

Ｍ
霊
型
ユ

（
ω
＼
０
）



別紙 1

容量 (m3/h/個) 揚程 (m)

工事計画
記載値

許容値
※2

測定値
工事計画

記載値
許容値
※2 測定値

64.8以上

(64,8Xl)
64,8以上

・ 7D、 1
58以上

(73.8※
1)

58以上 7占

備考

※ 1:公称値
~

※2,許容値は工事計画による。

rs/盈、



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入すること
'が

できる状態になつた時に係る

.    使用前検査成績書

施 設 名 :その他発電用原子炉の干付属施設

、系 統 名 1火災防護設備
消火設備

主配管 (常識)

要領書番号 :原規規収第 1610071号 1-29-2

今倖2年 :2月

原子力規制委員会



2検査の種類

使用前検査成績壽

1発電,舜客:    闘繭竃力株式会社 高浜発電所第 と号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3検査中講    使用前検査囃I講番号

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

罷景露憂::と二簿縦〔患写::告号;樹 1露耀轟茄繋簑協霧為亀ゝ?
関原発第46号 (平成30年 4月 20周 )璃藤鶴鑑ζ423(2つ力舜μn虫とa)

関原発第202号 律成30年 7月 4H)解 熟b'9乙律め妨 Rtta)

関原発第259号 (平成30年 8月 20日 )鯉晴罵第釣電律つ
'p昇

牛nttB)

関原発第415号 (平成30年 12月 5白 ),心匁寝篤おお毛律o,o坪 8421B,
関原発第504号 (平成31年 2月 lH)

関原発第512号 (平成31年 2月 6H)
関原発第582号 (平成31年 3月 18用 )

,'

白弟ふJ'年 」月ユど日
至今流,2年

'2月

/b樹

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県入飯郡高浜町:ロ ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防桜設備

消火設備

主配管 (常設) 一式

7検査結果   検査実施者及び検査結果 ^覧表のとおり

イ



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統機能検査

通水検査

え

卑感 J'年 」月必 日 平滅3, 午う月ヱ日

蕉 報 渦

孝Ⅲ)欠

汐 夕,,夕,ぜレ主任技術増

8特記事項

9添付資料

与 L

使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 通水検査記録

2



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統機能検査

通水検査
た

づ券,2年 ,2月 する日 角
'22年
テェ月′と自

ゑ入糸基

幕

薦h,,"ク,t /`主任技術増

8特記事項
与 し

9添付資料 使用講検査記録

1 検査前確認事項
2 通アk検査記録ヽ

3



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査講確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

絵認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用説検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確隷

嘉凝J/年

J月 父ど日 え
使用前検査成績書の「3検査
申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記裁する。今静2年
12月 ′と日 勉

年 /

検査をするチエ事のエ

程、期日及び場所が毎静

講書どおりであること

を確認する。

記鰍 認

弟咲P'年

じ月♪ど日 庭

冷雄,2年

12月 ′み日 寛

等

一

一

工事計画の認可番号の

記裁が適勢であること

を確認する。

記録確認

翔輯ヨ/年

ど 月2渉日
え

◆本,2年
12月 ′ム日 挺

年

一

4



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統機能検査

通水検査 i

確認事項 確認方法 検査年月爆 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

力義ゴ/年

ど 月上ど日 え

年

月 日

1午 イ

必要な図面等が準備さ

れていること。′
図面等確認

勲成P/年

ヨ 月P丁 日 λ

月   日

年 /

系統構成が完了してい

ること。

⑭
鰤

駒歳ゴ/年

ゴ 月虫ゼ日 た

年

月   日

年 イ

占



添付資料一と工2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統機能検査

通水検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

↑紳L2年

,2月 ′あ日 処

年

月   日

年 /

必要な図面等が準イ薦さ

れていること。.
図曲
‐
等確認

宥務゙ 2年

,2月 /b目 2
年

月   日

年 /

系統構成が完了してい

ること。

立会/

↑紳 2年

'2月
′う目 処

年

月   日

年 /

6



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

通水検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

鳩大設備

主配管 (常設メ:■式

判定基準 :異常なく通水できること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

弁 (lV-6913c)を格納容器内第 1分岐点
年
イ 祈

靭

At B淡水タンク～ No.1電動消火ホ
°
ンフk No.1デ ィ愛

Fル
V肖火ポン7°

(1・ 2号機共用)

嘉歳 Fす 年
1, 月歳ど日 が 跡

No,上 電動消火ホ
°
ンフ
リ
、′No,1デ ィ歳

・ル消火ホ
°
ンフ'～ 1号機、2号

機火災区画供給ライン分岐点 (1・ 2号機共用)

弟残 3r年
3月ユあ日 建 臨

1号機、2.号機火災区函供給ライン分岐点 ～ A、 B消火水メ`|ックアッ
フ
°
供給ライン消火水配管合流点

雰笠競ゴ/年

5 月2τ 日 だ
⑫
記録確認

7ニュみ供給ライン分岐点 ヽ アニュラス内第 1分岐点
年
イ 祈

記録確認

格納容器供給ライン分岐点 ～ 弁(lV-6913A)
年 イ 祈

翻

No。 1-No.4▼肖火水バックアッフ
Tタ
ンク ～ A、 B辛肖火水ハ・ックアッフ

°
ホ|ンフ
さ

(1・ 2号機共用)
年 イ 祈

記録確認

A、 B消火水アヽ|ァクアンア
°
ポンダ ～ A、 B消火水ハ・ックアンダ供給ライ狩肖

火永西己管合流点 (1・ 2号機共測)
年 イ 祈

翻

備 考 ・

。記録確認は、申講者の品質記φとR(※)による。

※ :適合性確認検査成績書〈″蛹陽J番号 :T十
-3「υttυ鬼こィのユ♪

難:野士纂|ゑ駿今多風
たつψと審件

7



添付資料-2

1

i

2

)

高浜発電所第 1号機

通水検査記録

検査場所 :藤lが l‐電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の購属施設

火災防護設備

消火設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :異常なく通水できること。

検査

結果
検査方法検査年月日検査対象

え
日視/

鯉

つ斬92年
,2月 ′ど日弁 (lV-69138)～格納容器内葬 i分岐点

議
今か 2年
,2月 ′と目 虚

A、 B淡水タンク～ Nα l電動消火ボンダ、No,1デ Ⅲセ
°
,,消火ポカ

°

(1,2号機共用)

体
ロネ見/ ヽ
納

↑井,2年
12月 ′と日

ドo.1電動消火ドンフ
°
.N6.1デ ィーぜル消火ドンフ

°
～ t号機、2号

機火災区面供給,rシ分岐点 (1・ 2号機共用)

今ん2年
12月 メか目 た 臨

1号機、2号機火災区鱒i供給ライン分岐点 ～ A、 B消火水ナゞックアッ

フ!供給ガン消火水配管合流点          .

目視/ 1

∽
↑わ2年

'生

月′とFl 庭アニュラス供給ライン分岐点 ～ アニュラス内第 1分岐点

◆
～
2年

,2月 ′ι自 2 鵬格納容器供給ライン分岐点 ～ 弁 (lV-6913船

田視/ .
綴

つ402準
12ア〕/ι 目 虚

No.1～No,4消火水,・ヽックアッデタンク～ A、 B消火水,ヽ
ト
ックアッ,Cホ
°
シフ
°

(1・ 2号機共用)

2 窪a卒見/ 、働
今か2年

子を月′か日
A、 B消火水ドリクアツフ

°
ポンフ
°
～ A.B消火水,

「ヽックアッダ供給うイン消

火水配管合流点 (卜 2号機共用)

備 考
・記録確認は、準講者の品質記録 (※)による。

※:通合性確認検査成績審の識別

致子i発壱縫1協
昌驚零造天瑠 挑 濁11誌盗伴在銘翌掻筋

ポ1:写↓↓縄 4の 菫て壌 嘉以外 務

承2:和純 2り露ミ熱 1多ワ1'や薙飛

8
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|
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Fl

第 1■ 1ヽ心囲

商 浜 発 電 所 第 1号 権
|

ψ
，
■

上下計画認言申諦

そお他費電屋Iば子Ⅲ―つけ晶施設

(火災防豪談構 liそ係 ら機器の

百EHを Bノれ示した自巨

1消火渋怖,(い イ13)
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―
関西電力株式会社

高浜発電所第 11号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

1使用前検査成績書

施 設 名 :その機発筆用原子炉の附属施設

系 統  名 :浸水防語と施設   |

外部浸水防謎設備
′
        循環水ポンプ室浸水防止釜

1  海永ポンプ室浸水防止蓋

要領書番号 :原規規舞又第 1610071号 Ⅲ30

彿 た年 8角

原子力規制委員会



使用前検査成績善

I発電所名    関西電力株式会社 高浜発電所第 1号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3検査申請

4検査期日

使用前検査申請番号

関原発第299号 (平成 28年 1

関原発第434号 (平成80年

関原発第 46号 (平成 30年

関原発第202号 (平成30年

関原発第259号 (平成 30年

関原発葬415号 (平成30年 1

関原発第504号 (平成 3二 年

関原発第 512号 (平成 31年

関原発第582号 (平成 31年

関原発第  3号 (平成31年

関原発第 68号 (令和 元年

0月

3月 2

4月 2

7月

8月 2

2月

2月

2月

3月 1

4月

5月 1

7日 )

0日 )

0′日)

4日 )

0日 )

5日 )

と日)

6日 )

3日 )

4日 )

6日 )

昭漁養紫rr;号 (今わ細幕b月 248)

自神 施年 r角 と?占
至ィ挿 ん年8月 6日

関西篭力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

1

5検査場所



6検査範囲

7検査結果 検査実施普及び検査結果一覧表のとおり

高浜発電所第 1号機

寿霊用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸永防謹設備

:  イ盾環水ポンプ室浸水防止盗  5個

海水ポンプ室浸水防止蓋 14観

2



8特記事項

9添付資料

なし

検査実施者及び検査結果一覧表

使用前検査記録

l 検査前確認事項  
―

2 性能検査記録
(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外存見検査

3 検査用計器一覧表

3

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検墾立会責任者

性能検査  :

材料検査

寸法検査

外観検査

韓

良

令未B危 年 伊月2q白 Attμ ,年 す月>ア日

二 切

彙茂技`秘

濯イタ・
い
夕¬曲〆主任技術若



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果一覧表

み し

使用油検査記録

1 検査前確認事項  
フ

2 性能検査記録
|

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

4

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

攀

寸法検査

外観検査

組立て及び掘付

け状態を確認す

る検査

楚

今井α亀年8月 8日 倉ル ヵ年
=月『
日

少次及

,及歳才え彰

彰永

湖 夕,… 夕,ザン



添付資料 と-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申講

を含む。)が準備され

ていることす

記録確認

今未む,L年
j月 21際 蔵

使用前検査成績書の「島検査

申請どに寺I講番号 (変更 F::請

番号を含む。)を記載する。↑仲え年
6月 8目 虚

年 /

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が輩

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

今珠uぇ年

J月 29角 R
神 ん年

8月 ら日

,

盈 ヽ

年 /

工事計函の認 可番号

の記載が適切である

こと。

記a表確認

命ホロえ年
伊 月2守 露 良
4瑚酢ん年、
8角 8日 基

年 /

と



添付資料 ユー2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

本オ料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 f薄考

申請者の品質記録が

準イ篇されていること。
記録確認

4未Oえ年
J月 21日 泉

年

月  目

年 /

必要な図面等が準編書

されていること.
醸面等確認

年かん 年
す月
'9日

亀

艮
年

月  翻′
年 イ

6



添付資料 1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

f法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の贔賀記録が

準備されていること。
記録確認

令紳え年

J月 2常 露 集
↑静孔年
亀 月 8翻 盛

年 /

必要な図函等が準イ浦

されていること。
囲面等確認

今未uぇ年

『

月21日

ど

R
旬静穐年

8月 8日 露
年 /

検査用計器が校正さ

れており有′齋力期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認

今糸Bえ 年

∫ 月29自 盈
令ん亀年̀
,8月 6自 飽

年 /

守



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 f浦考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

奪蕩途え年
J月 24日

,

R
埒嘲静亀年

B月 8日 鹿
年 /

必要な図画等が準薪書

されていること。
隠面等確認

今期わ
～
年

J月 129日 泉
↑れ?亀年
3月 8B 処

年 /

8



添付資料 と-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

機能検査

組立て及び握付け状態を確a懇する検査

確認事項 確認、方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準縮されていること。
記録確認

字紳 亀年

8月 8日
うに

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備

されていること。  ‐
隠画等確認

今浄花年

8月 8歯 2
年

月   日

年 /
イ

9



添付資料2-(1)

高浜莞篭所第 1号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 その他発電用原子炉の鮒属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循乗水ポンプ室浸水防止蓋 :5個

海水ポンプ宝浸水防止蓋  :14個

判定基準 :工事課・画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月餌
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 SUS316 命ホ
ロえ年
す 月24田 泉

記録確認

海水ポンプ室浸水防1と壷 SUS316

/_ヽ

7未野已年

す 月21日 晨

備 考
a記録確認は、申講者の品質記録 (※ )による。

※ I適合性確認検査成較善め識別番号 : TI… 3-0+0牛

ro



添付資料 2-(2)一 士

性能検査記録

(寸法検査)

高浜発電所第 1号機

検査範囲 :その他発電用原子
オ浄毎
‐
の附属施設

浸水防護施設

外部浸水防護設備

循夢霊水ポンプ室浸水防止識 :5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法登満足することき

検査

索占現整
検査方法

測定値

(醜m)

査年月日
主要寸法

(mm)

許容値
※:

(lllm)

旧視

/
塔Ⅵ鬱え年
g月 8日 拡

ウ88,8

291.2

盟B?、79～29D、3つたて 290※
を

目視

/処
◆ぶ'亀年
8月 8

８患
．
”
４‐
，

8

み39子守～3◆OFD横 340)策
を

目視

/
3月 3日

亀年 22つく中牛 ～2つ、48
(20X2)

19,3 9 rB

0 52

循染水ポンプ室

浸水防歳機 4

,事 さ

R視

/農
吟凝幸砲年
3月 8291.2

2'0、
:与
～2η O、
30

た て 290※
β

H幌

/2今″亀年
3月 8日

1457

1463

子46θ γr469検 1460※
2

瞬視

/
今み2え年
3月 8日
2

5

5

2

2

１
，
”
よ

21「T～ 21、92厚 さ
21.5

(22単
2)

循環水ポンプ宅

漫水防 :L蓋 2

備 考

※ と ,許容値は 1:事講lttiに よる。

※ 2ィ 公称値

・記録確認は、申講者の品質記録 (X3)による。

※ 3:適合性確認検査成蘊書のi歳別番号 :TI‐ う-04∂ 4



添付資料 2-(2)-2

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関どこi電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の籐1属施設

浸水防護施設

外郷浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 :5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容す法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mm)

許容値
※l

・
(mm)

測定値

(llllll)

検査年月樹
検査

結果
検査方法

篠乗水ポンプ塩

浸水防止蓋 8

た て 290※
Z

288.8

291.2

29DFO～ 2?θ

'す

吟羽と元年
8月 8白
盛
R視

/
葎 鍵 陸 ゴ

横 1460※
2

:457

1463

14ら O tF4う 1
吟環7孔年
8月 8日
え
日視

/
範

戸畢さ

21.6

(22来
2)

2 と 5

2 2. 5

2,、?8～ 2:、
92 神 え年
8月 3日
え

尉視

/
起 録維露

循乗水ポンプ室

農水防止蓋 4

た て 290※
ゼ
238.8

291.2

28'、3曳2818= ↑々'ん年
8月 8日
虫
需観

/
嘲

横 8411＼
″
33818

341.2
3み

'や

争_340ぎ 0 今移亀年
8'月 8日
え

目視

/
爾

厚 さ
19,5

(20※
2)

1 9 b

2 ll. 5

iOと

'～

2つ子R
郵当Ⅲ鳥年
8月 8日
え
厨視

/
範

補 を
※ 1:許容値は工事計画による。

※21公称値

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 3)▼こよる。

※31適合性確認検査成績書の識別番号 :TI― う…。牛 0牛

,2



添付資料 2-(2)-3

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 1関西電力株式会社 島浜尭篭所

検査範囲 :その他発電用原子炉の,fヽl属施設

浸水防護施設

外部浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 :5T風

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が静容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mm)

許容値
※i

(llm)

測定値

(lll諷 )

検査年月日
検査

結果
検査方法

循残水ポンプ室

浸水防止釜 5

たて 290※
2

2

2

8 8. 8

291,

29虫 ?St2守θ、じま 4殊
巧屯等
デ月2守 日民

ω
/
記,録確認

横 340X2
338,8

341.2

339、 クふ
~～
ss▼、?∫ 神 議
す月2η周

|

R
ω
/
記録確認

厚 さ

19.5

(20※
2)

19.5

20.5

2じ、2ι ～20に半み奪航 準
」月2守 日長

⑩
/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事言:画による。

※ 2:公称値

サ3



添付資料 2-(2)-4

薦浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 癌浜尭篭所

検査範囲 :その他発電用原子炉の,卜:属施設

授水防護施設

外瓢;浸永防護設備

海水ポンプ室浸水防 |li蓋 14個

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することぉ

検査対象
主要寸法

(触組)

許容値
※1

(lnm)

測定値

(mm)

検査年月目
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防 lli盤 士

外径 600'(諺

患98

602

占99やす～ζ99、管 吟再
口花年
8月 8日

,

魔
同視

/
鱒

l撃 さ

17.5

(1患
※空
)

17.5

18.6
18、37学 18子

3 イ神 1年

9ぅ 月8日

,

コた
側視

/
建録確覇

海水ポンプ室

浸水防止蓋 2

夕よ径 600Xク

5 9 8

6 0 2

と99ぎξ学と9,、守す今井
鬱穐年
8角 8囲
掟
日視

/
緬

ナ事さ
17.5

(18※
2)

17。 5

18.患

!8子守～!8Fi
塗覇
'ん
年

8月 8博
掟
日視

/
q録離冦

津永ポンプ室

渡永防止藍 3

外径 600Xゼ

b 98

60'

と99t?す帝600、r9 奪
俸亀年
3,18自 捷

日幌

/
範

厚 さ
と7.5

(18※
ツ
)

17.5

18 5

18子 1 ～18予8
今ル亀年
宅1月 8日 A

R観

/
鯰

l薦 考
※ ::詐容値は工事計llHiに よる。

※ 2:公称値
。記録確認は、申1請者の品質記録 (※ →)による。

※ 3:適合性石荏認検査成績書の識癖1番号 ITI-3-DttO牛

子4



添付資料2-(2)-5

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範移爵:その他発電用原子炉め附属施設

浸水防護施設

外事llユ「琵水防護設備

海水ポンプ室浸永防止垂 :14個

判定基準 :各部の主要寸法 f′)測定値が詳容寸法を満足すること。

検査抹、と象
主要寸法

(mm)

許容値
Xl

(mml

測定値

lttml

検査年月H
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 4

外径 660※
′彦
658

662

ιJ9、?j～ とと0、οo 令未
優え年
∫ テ121日 熊

①
/
縄録確認

チ事さ

17.5

(18※
2)

17.5

18.5
1争 Sヽ浄 ～ 18‐争字 令待

え年
す月21風 R

①
/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 5

外径 640※
2

638

642

6ユ ?PStι 319よ
猾覇うえ年
8月 8目
た
周視

/
鰯

厚 さ
:7.5

(18※
ど
)

17.6

18.5
,8子2～ ,3す

今俸恥
8月 3日 え

尉視

/
動

海水ポンプ室

浸水防 lti議 6

外径 960凛
2

958

962

?60t知?ん守bDP?
今″亀年
8月 8日 確

口4鬼

/
魏

犀 さ
t4.5

(15兆
ク
)

14.6

15.5

,占 P6～ ,争子4
今紳え年
8月 8日
え

尉視

/
廠

縮 考
※ 1:許容値はと事計1環iによる。

※2:公称値
・命こ録確認は、中講者び)品質記録 (※ 3)による。

※31適合性確認検査成績書の識別番号 ;TIいう―,404

子;



添付資料 2-(2)二 6

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査 )

検査場所 :伊葉|デ1‐電力株式会社 蔑浜発電所

検査範 lチ,l:その他発電用原子炉の附属施設

予受水防謹施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止義 :14個

判定基準 :各部 (デ)主要寸法の測定値が許容寸法を満足することё

検査対象
主要寸法

(mm)

詳容値
※:

(lllm)

測定値

(m醜 )

検査年月日
検査

結果
絞査方法

海水ポンプ室

浸水防止鋒 7

た て 815熊
″
813

8,7

8FiF∂～8,ξ子
0 牟萌摯花年
8月 8日
之
脚視

/
徹塾罐煙

横 3735※
2

3731

3739

3732～3732 ↑歩
亀年
3月 3日
捷

日視

/
鍮

厚 さ
15,5

(16※
2)

15.5

16.5

Fと、イT ～,6、4多
今身諄元年
8月宅,日
処

日視

/
建 魏斑雹譲副

海本ポンプ室

浸水防止畿 8

た て 820X″

818

822

彦20、字も
~～
β芝9、す。令未

構え年
5月 29爵 R

⑭
/
記録確認

穣 1410※
″
1407

14と 3

1牛 |! 1牛

'|

令をえ年
6~月之1日
R ω/
記録確認

,事さ
i5.5

(16X2)

15i「8

16.5

,お、ユι～ ,と、窯∫命をん年
6~角父守慰

′

民
③
/
記録確認

構 を     |
※ 1,許容値は工事計l漁iによる。

※2:公称値

・記a“楽確認は、申講者の品質記録 (XS)に よる。

※ 3!適合性確認検査成績書の識別番号 :T子 二う '040今

rて,



添付資料2-(2)-7

高浜尭竃所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西
復ど自力株式会社 高浜発電所

検査範拶J:その他発電用原子炉の附属施設

浸永防護施設

外郭浸本防護設構

海水ポンプ室浸水防 1と蓋  ,14個

判定基準 :各部の主要 1ヽ法の測定値が許容寸法を満足すること◆

検査対象
主要寸法

(lttlll)

許容値
※Ⅲ

(mm)

測定値

(mlll)

検査年月目
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水妨止蓋 9

た て 810X2
808

8:2

8,9P。～810'9 会
場
'■年
8月 21目 症

置視

/
緬

検 87011※
2

3696

8704
3699t'ι ,9

今泳
'れ年
ら月8日 た

周視

/
色i・し難建題

犀 さ
15,8

(16※
2)

15.5

16.5
すι、知 t,b子乞全

″亀年
3月 8日 之

尉視

/
続

海水ポンプ室

浸水防止歳 10

た て 820X・
2

818

822

3,9、
89～
820、
30 今持亀年
名月8H 注

日視

/
∈・し繰確餓

横 3710※
悲
8706

3714
3?98～37,8

犠 年

8角 8日
掟

厨視

/
鉤

チ事さ
15.5

(16X2)

15.5

16.5

,る、4θ ～rう、牛守
↑ね″えそ手
8ナ18日
史

日視

/
動

備 考
※ i:謝容値は「二事言

“

脚1による。

※2:公称値

・記録確認はA韓I講者 (メ)占 ,1質記録 (※ む)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :丁 |-3-04D4

r?



添付資料 2-(2)-8

性能検査記録

(寸法検査)

高浜発電所第 lrチ機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :そυ)他発電用原子炉 (ノ,I付属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水ll方 止釜 14個

判定基準 :各郎の主要寸法の測定値が詳容寸法を満足することc

検査

結果
検査方法検査対象

主要ヽ

'法
(mm)

許容値
※1

(lnm)

測定値

(mm)

検査年月日

808.8

8欄 .2
ぢ|じ、οξ～ゴlθ、す0

令井巧L年

=月
21目 農⑫フ鞠

た て 310※
タ

命をえ孝
す月2,日

，Ｒ
⑩
/
記録確認

横 310※
2

雌

”
１１
．

3

3

8

2

ュrθ、9J～ 3′。(より

H.5

と2.5

,2d予  ～ 12、 23
寄矛,ん年

『
月24日
，民 σ/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止議 H

厚 さ
H.5
(12※
2,

308. 8

311,2

うo9、 9庁～3つ ?F守 ↑
矛じ韓
8月 8 El 症 m

周視

/た て 3 ill※
2

動

需視

/2横 310※
密
０８
．
”
ｈ

8

2

3

8

9o7、 ?占～309“O
資や 五年
8月 3日

日視

/
録

今津,犠

8角 3日
之

海水ポンプ室

浸水防止蓋 iZ

厚 さ
●

Ｘ

il.5

と2.5
,ユ P?～ ,2_34

備 考

※ 1:詳容値は工事言tlttiによる。          、

※21公称値               
｀

'

・記録確認は、帯
'講
者の為11賓記録 (※ 3)に よる。

※3:適合性確愚険査成績書の識別幕号 :T(…3-0千 。十

r8



添付資料 2工 (2)-9

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 腐浜発電所

検査範囲 :その他尭電用原子炉の附嵐施設

ユ曼水防護施設

外舅;浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止盗 ti4個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が詳容寸法を満足すること.

検査対象
主要寸法

(m醗 )

詐容値
※〕

(lnm)

測定値

(阻阻)

検査年月日
検査

率き果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止畿 !患

た て 350×
2

348.8

351.2

34'β
=～

34'F0 奪
y'亀
年

3月 8目 2
厨視

/
鍮

横 ユtO※ 2
308,8

341.2
み。9、 礎309FD

今れ乱年
3月 8日
拡

用視

/
動

,事さ
H.5
(12※
2)

H.5

12.5
,1、
9～ rュ P牛

今れ'亀年
8月 8日
班

日視

/
鍮

海水ポンプ室

浸水防止盤 t4

た て 330※
2

3を 8.8

33と ,2
う27鬱ο～みみθ、

す°今覇工孔年
8月 8日 2

日視

/
範

模 380※
2

3 78.

81`

8

3 2

380P°～380F占
今
～
亀年
3月 8日 2

日視

/
続

厚 さ
H.5
(12X2)

11.5

12.5

12、
:心 tr2=' ◆

4Pん年
8月 8同 え

日視

/
続

備 考
※ 1:許容値な工事計朧iによる。

※ 2:公称値

・記録確認は、中論者のβI質記録 (X3)すこよる。

※ 3:連合盛確認検査成績詩の識別番号 :T卜 う'0牛。牛

,9



添付資料 2-(3)-1.

蔵浜発電所第 二号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電ノJ株式会社 蔵浜発電所

検査範囲 :そのF也発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防 1仕蓋 15個

判定基準 ,有害な欠陥 (表函に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある場、割れ、変テF/′、腐食、浸

食)力 な`いこと。

検査対象 検査年月H
検査

結果
検査方法

循乗水ポンプ室浸水防止差 1

今井千
‐
角 年

8月 8自 淀
目卒見/

破

循環水ボンプ室浸水防止蓋 2
今朱。穐 年
8角 8厨 盈

日視/

籠録維轟う

循葉水ポンプ室浸水防止差 3
今覇静ん年

8月 8日 掟
目視/

ω

循環水ポンプ室浸水防止義4
今漁穐 年
8月 8H 捷

目視/

範

循環水ポンプ室浸水防【L垂 5
命未とえ
す

年

月2η 日

`

民
⑫
記録確認

備 考
・記

',士

確熙は、抒キ1講者の寵:費記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識妙1番号i TI-3-0404

ユ0



添付資料 2-(3)-2

高浜発電所第 1'子機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 i関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の船属施設

授水防護施設

外郭浸水防護設備     、
海水ポンプ室浸永防 1比蓋  :14優 l

判定基準 i有害な欠陥 (表面とこ機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食.浸

食)力甘ないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止釜 1
↑芹'■年
8月 8 日 掟

目1見/

爾

海水ポンプ宝浸水防止蓋 2
今覇静為年

3月 8日 え
目視/

⑩

海水ポンプ室浸水防止蓋 3
今Ⅵうえ 年

8月 8日 之
目霧!/

鰤

海水ポンプ室浸水防 |た垂 4
命未鬱,屯 午
宇 月2q日 監

働
記録確認

海水ポンプ室浸水防 IL蓋 5
今か 盈年

8角 8日 艇
目1見/

醸

陣水ポンプ室浸水防止蓋 6
fy工乱年
8月 8日 症

目視/

⑩

海水ポンプ室浸水防止垂 7
↑″鳥年
8月 8日

え
目視/

醸
備 考
・記録確認は、申講者ω品質記録 (※ )‡こよる。

′ ※ :適合ι隆確認絵査成綾書の識別番号 :Tr-3-0準 04
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添付資料 2-(3)-3

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関げtl‐電力株式会社 扇浜尭篭所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郵浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 :14個

判定基準 !有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぽすおそれのある傷、割れ、変形、届食、浸

食)がないこと.

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海ホポンプ室浸水防止麓 8
令未Oえ 年

も
~月
2η 翔

1

民
餓
記録確認

海水ポンプ室浸水防止議 9
今境静盈 年

8月 8口 症
目視/

ω

海水ポンプ室浸水防止蓋 10
今″花年
gヽ 月8日 た

目4毘/

続

海水ポンプ室浸水防止桑 11
今未りぇ伴
J月29日 捷

働
記録確認

海水ポンプ室漫水防 th議 12
↑弁'れ 年
8月 8日 之

目視/

ω

海水ポンプ室浸水防止蓋 18
今″亀年
18月 8口 た

目視/

勒

海水ポンプ室浸水防 di登 整
↑ホP為 年
8月 も日 施

目視/

⑭
備 考
,記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

X二 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3~0牛 O孝
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添付資料2-(4)二 1

l會ュ浜発電所第 1号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関 n電力株式会社 高浜発電所

検査範l暇 :そてデ)他発電用原子炉の附属施設

浸水防譲施設

外事ll浸水防護設備

循策水ポンプ室浸水防止蓋 :5個

半と定基準:工事詩面のとおりであり、技術基準に適合すること◆

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室漫水防止蓋 1
?妹▼亀年
3月 8劇 魔

⑮
記録確認

循環水ポンプ室浸水防 I五蓋 2
◆サ紳え年

8月 8日 た
⑩
記録確認

循乗水ポンプ室漫水防たた蓋 3
守群 え年

9 月ら目 掟
続

記録確認

循乗水ポンプ室浸水防止益 4
↑か亀年
8 月6H 掟

⑩
記

'象

確認

循環水ボンプ室ユ曼水防瞳i監 5
傷降亀年

・

8 月8日
淀 鋤
記録確認

備 考
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添付資料 2-(4)-2

高浜発電所第 1号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関層電力株式会社 蔑浜発電所

検査範囲 :その他発電用原
r章炉(lう購属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止強 114個

判定基準 :工事言争i輯のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査え、ま象 検査年月担
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止
~識
1

今かん年

3 月g口 庭
Φ
記録確認

海水ポンプ室漫水防止盗 2

|↑
″ ん年
8月 8 ri 施

罪iFあ

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 8
↑れた年
8月ら目 芝

③
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 4
今″孔年
3月 8日

,

駐
⑪

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 5
↑力L亀 年
ら月8日 E

働

記録確認

海水ポンプ富浸水防止垂 6
今″乙年
8月 8 El 批

翻
記録確認

海水ポシプ室ユ,憂水防とと蓋 7
浴覇する年
零角8日 批

③
記録確認

備 考

E:】
  :  〔,El:E言 ,:!J!;:,,:I:::1'1を :ili!:1]  !i:I:I:,日

'H1111甘

::il:ヨ E寇 :】   iillt'I:!:I::4,'I言 ,EEE  
「:と
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添付資料 2-(4)-3

高浜尭篭所第 1号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :そび)r也発電用原子炉て′,附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室授水防止蓋 i14個

判定基準 :工事言1函のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査́方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 8
今μ花 年
8月 8日 施

Φ
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 9
看濱゙ 孔年

3月 8日 在
ω
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 10
◆朱●え年
8角 8博 施

⑫
記録確認

海水ポンプ室浸水防1と盗 H
今仲砲年

8月 名色 2
⑫
記録確認

海水ポンプ室浸水防止差 12
↑浄孔年
8月 8歯 た

⑩
記録確認

海水ポンプ室浸水防th盤 18
今や花年
3月 8霞
た ⑩

記録確認

海水ポンプ室漫水防虚蓋 14
◆紳ん年
8月 B EE 班

⑩
記録確認

備 考

2争



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 3

検査年月日 i令和元年 5`月 29置

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範伊督 測定精度
校正年月日、

有効期番lミ
l薦考

性能検査

(寸法検査)

ノギス
2017.8,21

20:9.3.20

ヨンベックス
2018.8.22

2020,8,21

マイクロメ

ータ

2017.10.3

2019.10,2

26/E



























































関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第
・
1610071号 99

成績書管理番号 il-32

揚 左年/♂凋

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申講一覧表のとおり

3検査期日 自牲無え年/′月之〆日

至廃湧傷え年/ク月皮/日

4為徒査場所  ・使用前検套記録のとおり

5検査実施著  検査漁歯果■覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-32

′

ｒ

ｒ



成績書管理番号:1-32

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更学請により確認し表中tこ追記すると

え

関原発第299号 (平成28年 16月 7日 )

麗原発第 434F,｀ (平成30年 3デニ20調 )

関原発第46号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第 2o2号 (平成30年 7月 4日 )

閥原発第250号 (平成30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成31年 2月 1日 )

関原尭第 512号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成31年 3月 18日 )

闘原発第 3号 (平成31年 4月 4目 )

開原発第 68号 (2019年 5月 16日〉

関康発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204号:(2019年 8月 23目 )

闘原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26臓 )

闘原尭第 609号 (2020年 3月 24日 )

闘原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

検査Ⅲ学講書番号

(申請年月濁)



検査結果■覧表

成績書管理番号 ll-32

t約

特記事項

な し

検査立会責任者 標辟

義 洩 ∩ ゑ 帝
て
亨 キ
任技術着

原子力施譲検査官 畢

占影又丹

検査結果

た

検査年月日

唾撫え年

/θ月2/日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1「 32

襟査年月日 :庭ン鮨21年 /θ 月 2/目

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用鋭検

査申請書 (変更申請を

含む1)が準備されてい

ること。

記録確認

検査をする工事の五

程i期 日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

4



添付資料 3-と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :と -32

検査年角目iZ劫待之年 ′θ月 ユ/日

検 査場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前穂認事項

確認事項 確認方法 結果 縮考

中講者の品質記録が準f薦されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図函等確認

検査用講器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範pttl、 測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完 Fしていること。 縞

J



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 11-32

検套年月目iZ効待え 年 /,月 ノ /日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

そのイ也発電用原子炉の付属施設

浸水防護施設

内部浸水防護設備 (水密扉) (別添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・材料検査

・寸法検査

・外観検査

・組立て及び掘付け状態を確認

する検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され.:屈付けされⅢ所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。        
′
た

重視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき中請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

照 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-1311

あ



別添 1(1/6)

その他発電
5 浸水防
2 内郭
(1)防

工事計画本文(原赤見未見発第 1606104号 (平成 28年6月 10日認可 ))

用原子炉の附属施設
護施設

最査警議藍瘍垢矮線4窪類
事
晋主要寸法、オオ料及び取村箇所
変 更 前 変 更 後

名 称

種 装
|

捕助建屋水籍扉 (No.1)

片開扉

主
要
寸
法

た て h830(遼
1)

横 l,755(滋け

材
料

板 材 SS400

補    強 材 SS400

取
付
箇
所

系   統   名
(ラ イ ン ネ )

設   置    床
途 水 防 護 Lの
,X画 番 号

栓 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(注 1)公称値

(注 1)公称値

7

変 更 前 変 更 後

名 称 中間建屋水密扉 (No.1)

種 類 片開扉

主
要
寸
法
　
材
料

た て mm 1,990(溝 :)

横

板

1,290(ユ
ー
1)

SS400

補    強 材 SS400

取
付
箇
所

系   統    名
(ラ イ ン 名 )

設 置    床

途 水 防 護 上 の

区  両  番  号
途 水 防 護 上 の

配 感 が必 要 な高 さ



別添 1(2/6)

変 更 前 変 更 後

名 称

|
種 類

中辞IE建屋水密扉 (No.2)

片開扉

主
要
寸
法

た て mm 1,990(激
'〕

横 mm 1,290(注 1)

材
料

板 材 SS400

補   強   材 SS400

取
付
箇
所

系    統    名
(ラ イ ン 名 )

設   置    床
濾 水 防 護 上 の

区 画 番 号

総 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(注 1)公称値

(注 1)公称値

B

変 更 前 変 更 後

名 称 中間建屋水密扉 (No.3)

片開扉種 類

三
要
寸
法

た て mm 1,990t注 1,

l,290(注 1)横 lllm

材
料

板 材 SS400

SS400補   強    材

取
付
箇
所

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

設    置    床
浴 水 防 護 上 の

区 回 番 号

総 水 防 譲 上 の

配 慮 が必 要 な高 さ



別添 1(3/6)

変 更 前 変 更 後

名

種 類
|

中間建・屋水密扉 (No.4)

片開靡

主
要
寸
法

た て mm 1,970(注 け

横
イ

mm 1,270(注 1)

材
料

板 材 SS400

補   強   材 SS400

取
付
箇
所

系   統    名
(:ラ イ ン 名 )

設    置    床
澄 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(た 1)公称値

(注 1)公称値

″

変 更 前 変 更 後

名 称 中間建屋水密扉 (No.5)

種 類 片開扉

主
要
寸
法

た て mm 2,470〔注1)

横 2,070(注 :)

材
料

板 材 SS400

SS400補 強 材

系

(

統 名
)フ イ ン 名

設 置 床取
付
箇
所
濃 水 防 護 上 の

区  画  番  号・
溢 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ



月u添 1(4/6)

変 更 前 変 更 後

名 称

種 類
|

中間建屋水密扉 (No.6)

片静R扉

主
要
寸
法

た て mm 1,970(ユヒけ

槙 mm 870(注け

材
料

板 材

補 強 材

系

(

統 名

)フ イ 才1

SS400

SS400

取
付
箇
所

設    置    床
浴 水 防 護 上 の

区 画 番 号

漆 水 防 謹 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(注 1)公称値

変 更 前 変 更 後

名 称

種 類

ディーゼル建屋水密扉 (No.1)

片開扉

主
要
寸
法

た て

横

mm 1,990【ユtけ

890('tt'

材
料

板 材

補 強 材

系    統    名
(ラ イ ン 名 )

SS400

SS400

取
付
箇
所

設 置 床

津 水 防 護 と の

区 画 番 号

F金 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(注 1)公称値

/θ



別添 1(5/6)

変 更 前 変 更 後

名 称
1制御建晨水密扉 (No,1)

(1・ 2号機共用 )

片開扉

1,970(注 1)

種 類

て
主
要
寸
法

た

横 mm 1,899(ととI〉

材
料

板 材 SS400

補   強  ・ 材 SS400

取
付
箇
所

系    統    名
(ラ イ ン 名 )

設 置    床

濃 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 と の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(注 1)公称値

(注 1)公称値

変 更 前 変 更 後

名 称
f置1御燿屋水猛扉 (No,2)

(1・ 2号機共用 )

種 類 片開扉

主
要
寸
法

た て mm 2,251(注 け

横 mm 1,790(■ :1'

材
料

板 材 SS400

補    強   材 SS400

取
付
簡
所

系   統 、 名
(ラ イ ン 名 )

設 置    床

途 水 防 護 上 の

区  西i 番  弓‐

途 ホ 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

/r



別添 1(6/6)

変 更 前 変 更 後

名 称
制御建摩_水密騨 (No,3)

(1・ 2号機共用)

種 類

要
寸

た て

検

mm

片開扉

と,720(注
t)

Πlm 920(事 H〕

材
料

板 材 SS400

補    強   材 SS400

取
付
箇
所

系   統
(ラ イ ン 名

名

)

設   置   床
澄 水 防 護 上 の

区
.画  番  号

澄 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

(注 1)公称値

′Z/食



関西電力株式会社

高浜ヽ発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :と -33

令不日2年 /2月

原子力規制委員会



使用講検査成績馨

1発電所名 関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申講    検査申兼〒覧表のとおり

3造鮨銀期日 自 令不B.2年 12月 14日

華  令和2年 12月 16日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実力饉著   検査結果■覧表のとおり

6検査索毒果   
´
検査結果ギ覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記毎t

成績書管理番号 :1-38

■
１
尋



検査 I算講書番号

(尊 :講年月日)

関原発第299号

関原発第434号

関原発第 46号

関原発第202号

閑原発第 259号

関原発葬415号

関原発第 504号

関原発第 512号

関原発第 582号

関原発第  3号

閲原発第 68号

関原発第 115号

関原発第204号

関原発第478号

関原発第 510号

関原発第 542号

関原発第609号

関原発第 20号

麗原発第236母

(平成 28年 10月 7日 )

(平成 30年 3月 20目 )

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月 4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5爾 )

(平成 31年 2月 1目 )

(平成 31年 2月 6目 )

(平成 31年 3月 18日 )

(平成 31年 4月 4 El)

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24日 )

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 23日 )

(2020年 1月 3と 日)

(2020年 2月 26謝 )

(2020年 3月 24B)

(2020年 4月  7日 )

(2020年 8月 21割 )

成績書管理番号 :と -33

検査申請‐覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果二覧表

成績書管理番号 :と 二33

tV

特記事項

ボ し

検査立会責任者

澪 洟 砲務、lrす 主任技術者

原子力検査官

大 江 月人

検査結果

た

検査年月日

令和

/2月
み
ｆ４箇ど
お



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

十   歳績馨管理番号 :1-33

添付資料 l

日検舎年月日:令鶏12年 lz,サ
検 査場所 :関西篭カ

検査講確認事項

使用前検査申請審の確認

確認事項 確認方法 確認結果
J臓考

本検査に係る使潟前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準1打されてい

ること。

記録確認、 ①―

検査をする工事の正

程.期 日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ①―

工事計画の認可番号の

記載が 適切であるこ

と。

記録確認 ①―

4



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :と -33

棧篭轟:自慾縁途急ゑ昂
検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ◎:一

必要な図面等が準捕されていること。 図函等確認 Θ―

検査用辞:器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 ①・二

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・〇

5



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査).

添付資料 3二 2

使用前検査記録

成績書管理番号 二1-33

令和 え年 /2月 日検査年月日 :

検査場所 :

検査結果

検 査 対 象

そのイ也発電痛原子炉の附属施設

浸水防護施設

内都漫永防護設備  (男馨添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・材料検査

・寸法検査

i外観絞査
。組立て及び据付け状態を確認

する検査

諜備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

災
目視

縛考                   、

と記録確認は、工事計画に基づき申講者が行らた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適舎強確認検査成績書の鰯 I番号 :Tl-3-1901         1

6



刑糸|(1/7'

その他発電用原子炉の附属施設

5 浸水防護施設

2 内郭浸水防護設備に係る次の事項

(1)防水区画構造物の名称、種類、主要寸法、材料及び取付箇所

(注 1)公称値

(注2)取付間隔は1,500mm以 下とする。

(注3)H形鋼 (厚 さ「8× 12」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注4)封形鋼厚さ「8X12ど の設計確認値

(注5)取付間隔は500Hll■以下とする。

(注6)等辺山形鋼 (厚さ r9」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注 7)CT形鋼 (厚さ「6X9」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注8)等辺山形鋼厚さ r9」 の設計確認値

(注9)CT形銀厚さ r6X9ど の設計確認値

(注 10)取付範囲1-屋 E.L.‐ m床から天丼

7

変 更 前 変 更 後

名 称

主蒸気配管・主給水配管

酵 屋

区画壁(E.と ,■■い) 変更なし

種 類 区画壁

主
要
寸
法

鉄 板 耐冊 9(9(注 1)) 8,4S(9(違け)

支  持  鉄、 骨 mm 200X200X8X12(滋 1,2,3) 7.3X ll(注 1)(200X200X8X12)(注 1.2

補  強  ジ ブ mln

75X75X9(注 1,5,S,

97X150× 6X9(注 1,S,7)
8.3(注
3)(75X75× 0)(注】.5)

5,3Xd(注 0,(97X150X6X9)(連 1,5)

材
料

鉄 板 SM490

支 持 鉄 骨 SM490

補  強  リ ブ SM490

系   統   名
(ラ イ ン 名 ) 変更なし

設   置   床
溢 水 防 護 上 の

区 画 番 号

遼 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ



別未|(2/7)

変 更 前 変 更 後

名 称

主蒸気配管・主給水配管

騨 屋

区画養(E.と,■■い) 変更なし

種 類 区画壁
日

主
要
寸
法

鉄 板 9(9(注 1)) 8.45(9(注 1))

支 持 鉄 骨 200X200X8X12(注 1,2,3) 7,3X ll(滋 4)(200X200X8X12)(Ⅲ
l'2)

補  強  ツ  プ mm

90X90X13(注 1,S,6)

122X175X7X ll(離 1,S17)
12.2(滋
8)(90x90X13)(注 1,3)

6.3X10(注 9)(122X175X7X ll)(注 1・ 5)

材
料

鉄 板 SM490

支 持 鉄 骨 SM490

補  強  ツ  プ SM490

取
付
箇
所

系   統  .名
(ラ イ ン 名 ) 変更なし

設   置   床
途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

(注 1)公称値                 1
(注2)取付間隔は1,500mm以 下とする。

(注3)H形鋼 (厚 さ「8X12」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注4)H形鋼厚さ「8X12」 の設計確認値

(注5)取付間隔は500mm以下とする。

(注6)等辺れ強形鋼 (厚 さ『13」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注7)CT形鋼 (厚さ「7× H」
・
の設計確認値 lま公称値と同じ)

(注8)等辺山形鋼厚さ ri3」 の設計確認値       、

(注9)CT形銀厚さ「7Xll」 の設計確認値

(注 10)取付範囲可■■俸屋E.1,い 床から天丼

8



房1未 |(3/守 )

変 更 前 変 更 後

名 称

主蒸気配管 う主給水配管

酔 屋

区画壁 (E.と
―

)
変更なし

種 類 区画壁

主
要
寸
法

鉄 板 mm 9 (9(注 1)) 8.45(91注い)

支 持 鉄 骨 喜‖m 200X200X8X12(注 112,3) 7.3X ll(滋 1,(20oX200X8X12)(注 1,す

補  強  ジ  ブ mm

76X75X9(注 1.6,6)

97X150X6X9(滋 1,S,`7)
8.3(注aJ(75X75× 9)(注 1.5)

5.3X3(注9)(97X150X6X9)(注 1,3)

材
料

鉄 板 SM490

支 持 鉄 骨 SM490

補  強  ヅ  プ SM490

取
付
箇
所

系   統
(ラ イ ン 名

名

) 変更なし

設   置   床
途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配 慮 が必 要 な高 さ

(注 1)公称値

(注2)取付間隔は1,500mm以 下とする。

(注3)H形鋼 (厚 さ「8X12Jの設計確認値は公称値と同じ)

(注4)H形鋼厚さ「8X12」 の設計確認値

(注5)取付間隔は500mmメ下とする。

(注6)等辺山形鋼 (厚さ「9」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注7)CT形鋼 (厚さ「6X9」 の設計確認値は公称値 と同じ)

(注8)等辺山形鋼犀さ「9」 の設計確認値

(注9)CT形鋼厚さ「6X9」 の設計確認値

(注 10)取付範囲は‐ 建屋E:L.濁 本から天丼

7



刷未I(4/7)

変 更 前 変 更 後

名 称

主蒸気配管 1主給水配管

‐ 建屋

区画壁 (E.L.‐ m) 変更なし

種 類 区画壁

主
要
寸
法

鉄 板 mm 9(9(注 I)) 8,45(9(遠 1))

支 持 鉄 骨 mm 200X200X8X12(注 1,213) 7.3X ll(注1)(200X200X8X12)(滋 1,2)

補  強  ジ  プ mm

90× 90X13(注 1,S,8)

122X175× 7X ll(注 1,,11)
12.2(注 8)(90x90X13)(注 1,S)

6.3X10(注 ,)(122X175X7X ll)(注 lIP

材
料

鉄 板 SM490

支 持 鉄 骨 SM490

補  強  ジ  プ SM490

取
付
簡
所

系   統   名
(ラ イ ン 名 ) 変更なし

設   置   床
途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配慮 が必 要 な高 さ

(注 1)公称値

(注2)取付間隔は1,500mm以 下とする。

(注3)H形鋼 (犀さ「8X12」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注4)H形鋼厚さ「8X12」 の設計確認値

(注5)取付間隔は500mm以 下とする。

(注6)1等辺山形鋼 (厚 さ「13」 の設計確認値は公称値 と同じ)

(注7)CT形鋼 (厚さ′「7Xll」 の設計確認値は公称値 と同じ)

(注8)等辺山形鋼厚さ「13ど の設計確認値

(注9,CT形鋼厚さ「7X H」 の設舒確認値

(注 tO)取付範囲は■■膵屋E.L.■■酔床から天丼

10



思|ンkltS/7)

変 更 前 変 更 後

名 称
屋 区画壁

(Ё.Lい ) 変更なし

種 類 区画壁

主
要
寸
法

鉄 板 mil 12(12(注 1)) ll.45 (12〔 注1))

支 持 鉄 骨 mm 300X300X10X15(警 1'2,3) 9.3× 14(注1)(300X300X10X16)(注 1・グ

補  強  リ  ブ mm

75X75X9(灘 :,3.6)

97X150X6X9く注,,S,7)
8.3(遠a)(75× 75X9)(注 1,S)

5,3XS(注 9)(97X150X6x9)(注 1,1)

材
料

鉄 板 SM490

支 持 鉄 骨 SM490

補  強  ジ  プ SM490

取
付
箇
所

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

設   置   床

途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

溢 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

(注 1)公称値  ヽ

(注2)取付間隔は二150mm以 下とする。

(注3)竹形鋼 (厚 さ「10X15」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注4)H形鋼厚さ「10X15」 の設計確認、値

(注5)取付間隔は500mm以 下とする。

(注6)等辺山形鋼 (厚さ「9」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注7)CT形鋼 (厚 さ「6X9」 の設計確認値は公称値と同じ)

(注8)等辺山形鋪厚さ「9」 の設計確認値      ―

(注9)CT形鋼厚さ「6X9Jの設計確認値

(注 10)取付範囲l― 屋E.L.■■酢床か争天丼

il



▼1未 |(6/7)

変 更 前 変 更 後

名 称

主蒸気配管・主給水配管

酔 屋

区画床 (E。 とす田 )
変更なし

種 類 区画床

主
要
寸
法

材
料

床 板 mm 9 (9(遊 ,))

4.05(4.5(注 1,2))

8,45(9(注 1,a〉 )

15,35(16(注 1,1))

根 太 mm 194X150X6X9(注 1.5,6)

4.05(注 T)(150X80X4,5) (と 1,3)

4.05(注イ)(2-150X80X4.5)(注 1.9)

4.05(注?)(2-150X80X4.5)(注 1,10)

4,05(注H)(2-170× 4.5)(浅 1.10)

補 (強  ′ ブ

床 板

75X75× 9(注
'112,,3,

97X150X6X9(注 1,12,11)

SM490 変更なし

根 太 SM490 °STKR490,CとM490

補  強  ジ  ブ SM490

駁
付
箇
所

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

設   置   床
途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配 慮 が必 要 な高 さ

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

(注 8)

公称値

根太間隔333mm以 下とする。

根太間隔640剛以下とする。

根太間隔1,120mm以 下とする。

取付間隔は1,200mm以 下とする。

H形鋼 (厚さ「6X91の設計確認値は公称値 と同じ)

角形錦管厚さ r4.5」 の設計れ笙認値

取付間隔は333mln以下とする。

12



尼1ヌ徹|(7/7'

変 更 前 変 更 後

名 称

主蒸気配管 。主給水配管

酔 屋

区画床(E.L.■■酌) 変更なし

種 類 区画床

主
要
寸
法

床 板 mm 9(9(注 1))

4.05(4.5(注 1,子))

8:45(9(注 :.3))

15.35 (16(遊 114))

根 太 m限 194X150X6X9(注 1,S,S〕

4.05(注 7)(150X80X4.6)(連 1,8)

4.05(注?)(2-150X80X4.5)(注 1,9〕

4.o5(と7,(2-150X80X4.5)(注 1110)

4,05(注H)(2-170X4.5)(注 1,10)

補  強  リ プ

床 板

mm

75X75X9(泣 l,12,,3,

97X150× 6X9(注 :!12111)

材
料

SM490 変更なし

根 太 SM490
くl'STKR490γ

ttM490

補  強  ゾ  プ SM490

取
付
箇
所

系   統   名
(ラ イ ン 名 )】
設   置   床
途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

絵 水 防 護 上 の

配慮 が必要な高 さ

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8)

公称値

根太間隔333mm以下とする。

根太間隔640mm以下とする。

根太間隔1,120mm以下とする。

取付間隔は1,200mm以下とする。

H形鋼 (厚 さ「eX9」 の設計確認値は公称値と同じ)

角形鋼管厚さ「4.5」 の設計確認値

取付間隔は333mm以 下とする。

13/E



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領審番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 11-34

食紳 2年 ヒ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名ヽ   関西臨力株事会社弯浜尭零所第 1号機

2検査申請    検査申講一覧表のとおり

3検査期日    自 神 と 年 17月 21日

華 亀徹 21年 1を 月2ヽ 日

4ア食査場所    使用前検査記缶餘のとおり

5検査実施者   検査結果す覧表のとおり

ヽ6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料 ′  使輝前ナ険査記録

成績書管理番号 :1-34

r



成績書管理番号 :1-34

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更申請により確れ怒し表中に追記する。

検査申請書番号

(申講年月日)

関原発第299号 (平成28年 10月 7日 )

闘原発第434号 (平成30年 3月 20目 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20隠 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504・号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 生月31日 )
'掛轟原発第 542号 (2020年 2月・26日 )

闘原莞第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第号36号 (2020年 8月 2と 日)



検査結果‐覧表

成績書管理番号 il-34

とし

特記事項

争じ

検査立会責任着

恭 浅 ∩ 亮 子′ヤ
主任技術者

原子力検査宮

準uィ

検査結果

慶

検査年月日

得臣 2年
12月 21日



添付資料 と

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 ll-34

襟査年月日:会株42年 (2月  2(日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 権記、方法 確認結果 備考

本検査に係る使用離検

査申請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検査をす る正事のエ

程、期目及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認
Q・

エ

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。,

記録確認 〇―

子



ツ                       添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

、                        成績書管理番号 :1-34
｀
 検査年月日:禅 2年  12月  21回
検査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 f薦考

申請者の品質記録が整準イ溝されていること。 記録確認 σ

必要な図函等力`準綴書されていること。 図画等確認 0・ ―

検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、!測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q一

系統構成が完了していることと
立会/

記録確taだ、
良・0

=



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

1  成績書管理番号:1-34

検査年月日:毎82年  12月 21層

検 査 場所 :闘西電力株式会社高浜尭篭所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用取水設備

非常用海水路

海水ポンプ室 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・材料検査   ・

・寸法検査

・外観検査

。組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計爾に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

て発り、技術基準に適合するもので

あること。

嵐
Φ

備考

Ⅲ記録確認は、工事計画に基づき申講者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl‐ 3-1309

・雷視で確認した範囲 :添付資料 8-3参照

`



添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
(三号検査〉

(立会検査)
成績書管理番号 :1-34

検査年月日 :極 2年 12月 2+ 日

検査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

海水ポンプ室

寸法検査

海水ポンプ室福・ 1

21す92れ缶 白
風視

。外観検査

e組立て及び据

付け状態を確

認する検査

法 目視
.2

備考

*i:許容守起囲 2と ,5001ttlll 最大手15]凹l 最小■0醐 l

*2:轟F視範囲について確認

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

成績書管理番号 :1-34
検査年月日 :舎奉B2年 12月 2i目

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効難限
備考

寸漁検査
トータルス

テーション

20ツ 0/7/8

2021/7/,

以下余白

*光波測距部 (圭 3幸 30p輯 )llul、 セオドライト那:水平角 :20″ 以下、

セオドライト部:鉛直角 :20″ 以下

,



丹ll泊憮l

工事計画本文 (原規規発第 1606104F弓_(平成 28年 6月 10日 認可))

7 非常用取水設備
l 娘水般備の名称、手瑕灯i、 容量・、三要■法、材料及ぴ個数

(注 1)本設備は既存の設備であるぅ

(注2)基準F準波に対する引波時において、海水ボンプの設ユト取水可能水位は下仲Iらないぅ

(注3)公称tH

(ILi)木 t渋鮪は眺停め設備である )

(注2)基準沖渫に紺するげ1波時にゃいて、海水ボンプの設計取水け「能水位は F伸 |ら ない,

(注3)公称値

非常川海水路

(1・ 2サ機共用)

国梁

甘・000 .'ユ

2.00011〕
:れ

鉄筋コンクリー ド

I

変 更 後

穏
　
容

主
要
寸
法

材

鰤

頻
　
壁
　
　
　
さ
　
料
　
欺

″l 働:

幡l

高

変 更 競

ｍ
　
　
　
ｍ

ｍ
　
　
　
ｍ

空 電 lil

イl 駒:

・「
Ｈ

磁
　
容

荘
要
寸
法

材
　
腕

ｍ
　
ｌｌ
そ

幅 Π‐．
　
　
　
師さ

　
料
　
救

変 更 後

海水ボンプ室

取水構

21.500 tfl・
ユ

:う。lX'(' i ll

鉄筋ヨンクリー ト

:

P/F



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 1原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号1:1-35■

浴弟セ牟 ″月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   検査申請一覧表の|お り

3検査期日 専令紳Z年 クF2?日

至参れえ幕″月ご日

4検査場所    使用前テ淡査記録のとおり

5検査案施者   検査結果
=覧
表のとおり

6検査結果
.  
検査豫番果下覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 i卜86■



成績書管理番号 i卜86■

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2

検査申請書番号

(申請年月日)

勝重療発第299号 (平成28年 10月 7臓 )

闘原発第431生号(平成30年 3月 20観 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 .20周 )

関原発第202号 (平成30年 7月  4轟 )

闘原発第259号 (平成30年 8月、20霞 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成31年 2月  1日 )

関原発第 512号 (平成31年 2月  6臓 )

閥原発第582号 (平成31年 3月 18目 )

房母原発第  3号 (平成31年 4月  4隠 )

関原発第  68号 (2019年  5月 16臓 )

関原発第 115号 (201′9年  6月 24日 )

関原発第204号 (2019年  3月 23日 )

聞原発第478号 (2020年  1月 23日 )

闘原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

闘原発第542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

対的豫髯ざ栞236電 (ユ
。ユ。′専B A ttila)



検査結果工覧表

成績書管理番号 :卜35-1

偽

特記事項

丁3t

検査立会責任者 印

拶碁追爺滑i″夕主唇好術者

声 _夕, /゙与れ路″

原子力施議験査官 印

彰 八

検査結果

食

検査年月日

岩
"臣

2年

7月 z夕日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
1       共通事項

成績書管理番号:卜86-1

検査年月日 ,琴装静2年 夕 月ぞ?囲
検査場 所 :関藝ュ

‐
電力株式会社高浜尭篭所

検査講確認事項

使用前検査中講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q・ 一

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 0-

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Θ:一

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)          |

成績書管理番号 :卜35-1

検基年角日:彿 2年 夕 角芝ρ日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜寿篭所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中請者の品質記録が準備されていること。 記録確1認、 θ

必要な図面等が準備されていること。 図函等確認
0・

一

検査用計器が校正されており有効難限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることc

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/

働 Q■

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-35■

検套年月厨培湯謙 2年 ク 月 2ダ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備
イ

容器

主酉己管      別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

適合性確認検査記録等の確認検

査

・材料検査

・寸法検査

―夕臨 検査

ι組立て及び据付け状態を確認

する検査

。耐圧検査

。漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

碇
目視

備考              !
・記録確認は、工事計画に基づき串講者が行つた試験 う検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の織激1番号 :Tと -3-0344、 Tl■ 3-Oe48

う



別添 卜1

原子炉冷歯I系統施設

力研1正水型発電用原

'帝

オ施設に係るもの (蒸気ターどンに係るものを除く。)とこあつてイま次の事項

9 原 F」力B補,職冷封帥 に1系る次の本壌
(5)容器の名称t徹瀬t容量、城高使用圧力、最崩俊周鱒笠、主要寸法、材料、佃教及び取卒i麹所

・ ,可搬型

変 更 前 変 更 後

名 イァ′l【

~~~~  
窒緊ポンベ

(1次系冷却水タンク加廊i用 )

種 類 一般継篇なし鍛転製容器

容 最
('■ 1) o/個

最 高 使 用 圧 ブ」
(イ

'1)
MPと

最 高 使 ナil温 度 (''1) ℃

主
要
十
法

外

1臀夢

径

さ

mm

mm

打lⅢl  郷  厚  さ mm

ナま  潮;  チ亨   さ mm

材 料

れヽ1 数 1(予備 1)

験 付 鶴 所

保

取付綺ガ:

(注 1)重大要lJ(等時における使用時の値

(注 2)公称値

7



原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タ
エごンに係るものを除く。)にあつては次の事項

9原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(5)萄配管の名称(最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・ 司 鞘 健 型

00

ｕ
一章
謝
一‐
〕

取付箇所料材

保管場所
(IJい

1取付歯所

C1220T

Cと 220T

C1220T

111'll,)

6,0

(主猛:(Ⅲ

'

5.0

1虚 10'

2.0

(mm)

厚   さ

f,110,

22.0

(ェ」B)

外   径

22.0

t滋 と01

(盗 tt)'

8,0

t注 1'

50

tlに 1,

50

最高使用

温  度

(℃ )

変更前 変 更 後

(ェTI

17.16

0,34

ホー ス先端

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

trttl

称名

加圧用)

(1次系冷却水 タンク |

窒葉ボンベ

最高使用

圧  カ

(MPa)

1

2



3

渡
募

Ｔ
∞

取付箇所材  料

保管場所
ⅢⅢ
'1

St'S30420A0.34 30

取付箇所

二次系冷却水タンク

窒兼供給用■ m

フレキシプル本―ス

原
千
炉
補
機
冷
却
設
備

永

】

(ヽlPa)

厚径

(la血 )

外称名

最高使用

温  度

(ど(3)

用
　
カ

償一局最
　
圧

変更前 変 更 後

式



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-35-1

ゝ
亀

特記事項

み し

検査立会責任者 印
｀

ギイラン,,と ぜ`ア主任技術者

原子 印

奥́次

検査結果

え

検査年月日

今みら2年

3月 23日



添付資料と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 3も-1

検査年月日:今浄 2年 3月 26日
検 査 場 罪折i関西電力株式会4上高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 0-

検査をする工事の工

程Ⅲ期目及び場所が申

講書どお りであるこ

と。

記録確認 ①―

工事請1画の懇可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ①・下

/′



添付資料 3-1

F)尋西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 it-35… 1

検査年月日:今″ 2年 8月 28日
検 査場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査甫t確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録主が準備されていること。 記録確認 0‐
必要な図面等が準繍されていること。 図画等確認 0・

検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定米寿度を有してい

ること。

記録確認 Θ・

系統構成が完了していること。
立会/
⑩ ①・

/え



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 il-35■

検養年月日 i傘静 2年 8 月 28粛

検 査 場 所二関西篭力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

安全弁 別添2-1参照の太線枠内の傘電圏

検査項目 十́ll定基準 検査結果 検査方法

適合性確認検査記録等ぐl多確認験

査

・材料検査

・寸法検査

・外密見検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ.所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。 ・

史
目視

イ浦考

・記録確認は、工事露1面に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識騨I番号 :Tl■ 1-0714(そ のと)

′】



検査結果

‐       添付資料 8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

戒綾書管理番号:卜85■

検査年月蔵 i牟わ 2年 6 月 28日

検 査 場 所 :関 l環篭力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

計測制響系統施設

薪1御用空気設備

容器

窒素ボンペ (加圧器逃がし弁作動用) 別添2-2参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

適合性確認検査記録等の確認検

査

・材料検査

・寸法検査

・外観検査

・耐圧検査

・漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に通合するもので

あること。

淀
目視

備考

`記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験
い検査の晶妻軍記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識 l'番号 ITl-1-0714(そ の4)

/牛



別添 2-段 (令和 2年 8月 28,1)

驚子測lttll御系統施設                                                 _
加正水型費電用原子炉施設に係るもの (Jむ電用療子炉の超犠を笹理するためのれけ狗

`装
離に係るものを除く。)に あって1ま、次の事碩

9 鵡tけ復:Al空気l技織に係る次の事項             、

(3)安往弁の名称、租頼、1穴 ,II圧力、1火脇登、主要す法、材料、佃牧及び取付織所

・ 可搬型

(注 1)公称値

i検査対象等G囲

変 更 前 変 更 後

名 称 lV一 N2V-400A、  B

種 類 非平衡形

吹 鶴 圧 カ MPa O,98

吹 閣 量 kg/h/個 430以上

主
要
寸
法

呼 び    径 磁m 2C(ユ
11)

の ど 部 の 径 mm 13('1:l〉

弁 座 口 の 径 mm

!プ フ ト RIm

材 料 (弁 績 ) SUSF316

個 数 2(予備 1)

取 付 箇 所

保管場所 :

〕

‐

/す



別添 2-2(令 和 2年 8月 2811)
汁導lll納 J御系統施設                           ′

加圧本型発電lll原子炉胞繊tこ係るもの (発電デ尋原子炉の運転を管理するための制1'Fttl悛 すこ係るものを除く。)にあつては、次t')1'I責

9 制御用空気設備に係る次の事項
(2)容器 (夕)名称、撤療、容量、最 ltti使用圧ノ,、 最高使用温度、主要 ''法、概黎|、 個数及びI皮付繊所

・可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)重大事故等時に必要な容量は、甕索ボンペ2個を使用して、81.22以 上とする。

(注3)重大事故等時に必要な容量は.窒素ボンベ61固を使用 して、241,62以 上とする。

(注4)公称値

:検奮対象範囲

変 更 読 変 更 後

名 称
空素ボンベ

(加圧器逃がし弁作動用)

種 類 一般継目なし鋼製容器

容 量 待犠
1)

8

8/個

最 高 使 用 圧 が
'11)
MPa

最 高 f吏 用 温 度 管11) ℃

主
要
寸
法

外 径 mm

蔦 さ mrn

月同 部 厚 さ mm

底 部 厚 さ mm

材 料

個 数

取 付 箇 所

E

/b



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜35■

ヽ
ミ

特記事項

τ3こ

検査立会責任者 印

ド 4`/・ 甲/と
Ⅲ
ン主任技術著

「
子引|1棒套官印

彰爪 杉

検査結果

ヽ

及

検査年月日

令和 ?年

夕月/日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
ィ   共通事項

成績書管理番号 :卜 35■

検査年月日:枠 年 夕 月 / 日

.                     検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認                 、

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 0・ 一

検査をする工事でプ)工

程、期日及び場所が申i

請書どお りであるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q・ f

/盗



関西電力株式会社高浜発電戸
~斤

第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績審管理番号 :卜35-1

検査年月ロノ拘静 2年  ダ 角  /R
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 l薦考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 0・ ■

必要な図面等が準備されていること。 園面等確l裡、 e,一
検査用計器が校正されており有効期限:人lでぁる

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることぅ

記録確認 ⑧・―

系統構成が完了していること。
立会/
範 鰍 紗 Θ―

/ダ



関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-35■

検査年月日i/彿弾 2年  ダ 月 /目
検 査 場 所 t関西電力株式会社l蔑浜発電所

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設編穏

主配管

スプレイベッダ      別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項露 判定基準 検査結果 検査方法

適合性確認検査記録等の確鯨検

査

・材料検査

・寸法検査

,外餓験査

・耐圧検査

・漏えい検査

設備及ぴ協竜器が工事計画に従い製作

され、搬付けさ
=と

と所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

礎
目視

鰯

備考                         
｀

4記録確認は、工事計画に基づき中講者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1201

20



核燃料物質の敢級施設及ぴ貯議施設

加歴水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

4 使用済燃料貯歳槽冷却浄化設備に係る次の事項
(7)理懲肇嘉務k最鋤 、最翻 温度、舛伝 厚さ及螂

・ 報    _

肖
ヽ

(工事の計画の認可 平成泌年け機0日認朝

(注負)原子炉繕締施設のうち圧力低減設備その他の安全縦確 (格納容器安全設備)と 兼翔

(注を)虫大事故等時における使用時の値

(注3)メ ーカにて規定する呼び径を示す。                       
｀

(注4)メ ーカ仕様によるものとし、. 嘗島として一般産業島の規格及び基準に適合するt,のであつて、使用材料の特性を踏まえた五

で、重大事故等時における使用屋力及び使驚温度が負荷された状態において強度が誰保できるものを使用する。

以上を保管する亡(湛 5)

(遠 6)

(連 7)

(注3)

(注 9〉

当該ホース酔  (必要本

本数については当該ルー トで最長
`ユ

敷絞.した場合の記載

当該ホ警ス酵  (必要本

本数については当該ルー トで最長に数設 した場合の霊較

ｕ
一篭
跡
一‐
一

保管堀所
t建lp:

取付歯所

さ

く腱魔)(BE〉

外 材   料厚径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

屋  カ

(悩 Pa)

変更前

使
用
済
燃
料
貯
建
槽
冷
却
浄
化
設
備

入プレイヘンダ

称名

放水砲甘族 (公称は):たて 3,800田願、横 2,200B饉、高さ 2,090競

以上を際管するこ



省場所 と
1哺ユ

|)i st

付箇所

嫁付衝所

(mm)

材   料
'ギ

   さ休   径

変覚前 変 更 後

使
用
洋
燃
料
崎
隷
槽
冷
却
静
化
誠
補

((C)

スフレイヘンダ

稼名

景葛使用鍛高lt用

温  度疑   力

命
）

Ｎ
沖

(注 1)

(注 2)

(ユエ3)

(注→

(註 5,

(崖じ】

(注
'|

(注 8)

(注 9)

原子炉格納施設
′デブうち圧カ の 他 の 器 安

重太事故等時における14驚時の値                、

メーカにて規〉だする呼び径を示す j

メーカ仕様による竜)の とし、完成品として一熊・産業品の規格及び基準に適合する )ヽのであつて、使用材料の特性を踏まえた上

で、驚大事故攀時における使馬圧プ」及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるt)の を賞用するこ

当該ホース酔  (必
以上を保管する。

本軟に′ついては当該ルー トで最置に敷談した場合の誰裁

当該ホー刻■卜 (必要 以上を保管す る争

本教につ し`てこま当該ルー トで裁 Fく'に数設 したチ邦身今 (′)記歳
渡
郭

Ｔ
］

妓オく砲下
'法
 (′ム`前、イ遭):た て 3,800mれ、 横  2,200,n輌、 高さ 2,090m競



検査結果二覧表

成績書管理番号 :1-35■

Ｎ
”

特記事項

↑し

検査立会責任者 印

ざ
・
イ〒て,7イじィ 主任技術者

原子 印

占折多

検査結果

夕く

検査年月日

犠 年

日

え

／″角



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 i卜38■

検査年月白 :疫み え 年  ″月 /目
検 査 場 所 :調蒼電力株式会社高浜発電所

検査前確註を、事項

使用議検査中講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 構考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む3)滑ミ準備されてい

ること。

記録確認

検査をす &工 事の工

程、理翔及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記毎れ確認

工事計画の認可番号の

記載が通切であるこ

と。      ヽ
記録確認

ユ牛



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 it-35■

襟査年月日 :雇ン修 2年  ″周,/日

検 査場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査、前確認事項

確認事項 確認方法 兼瞬と果 備考

申講者の品質記録が準l薦されていることも 記録確認

必要な園面等が準捕されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内であ

ること及び必要な測定範囲、測定精度を有して

いること。

記録確認

系統機成が完了していること。
立会/

爺

2す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録

族査年月田 :渥ワ静2年  7月  /日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測待1御系統施設

制御用空気設備

安全弁 .(別添 1参照の太線枠 lttlの範囲)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

適合性確認検査記録等の確認検

査

・材料検査

・ ,ヽ法検査

。外観験査

設備及び機器が工事計画に従い製

作されⅢ据付けされ́、所定の性能を

有しており、技術基準に通合するも

のであること◆

た
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 通合性確認検番成績書の識別番号 :Tl‐ 3-O143

2あ



ー

変 更 前 変 更 後

名 称 lV―N2V-307

種 類 非平衡影

揮大 出 産 カ MPa ( O,83

次 機 量 kg/h/個 370以 上

主
要
寸
法

呼 ぴ 径 mm 20(注 1)

の ‐ど
.部  の 径 13(と を〉

弁 座 日 の 径 韓隠

ヅ フ ト m罐 ,

材 料 (弁 箱 ) SUSF316

傾 数 1(予備 1)

取 付 箇 所

保管場所

取付箇所

〔 〕

別添 1(1/2)

赫 跨′″周/口工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日認可))

・ 可搬型

(注 1)公称値

27



別 添 1(2/2)
工事計画本文 (閣原発第121号 (平成30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)ノられ,鋳 ′1/日
。可搬型

変 更 前 変 更 後

|

変更なし

名 称

種 類
|

lV―N2VT307

非平衡形

吹 出 圧 カ MPa 0.83

370 じk」L吹 出 畳 無g/h/個

呼 び 径

の ど 部 の 径

弁 座 日 の  径

リ ト

材 料 (弁 箱 )

m`巳 20(注 1)

13(注 1)

mm

EIEl

SUSF316

欄 数 1 (予備1)

取 付 衝 所
取付箇所 : 取付箇所 :

(注 1)公称値

2Д



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜85■

卜d
式

特記事項

0し

検査立会責任者 印

験許え い 狩 っ予 x亨 主任技術者

原子 印

占F々｀琴11

検査結果

え

検査年月日

稔んえ年

7月 J日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜35■

検懸年月日妥》侍′ 年 ′ 月 ご 道

検査場所 :関牽篭力株式会社嵐浜発電所

検査前確認事項

使用前検査事講書の確認

確認事項 確認方法 . 確認結果 縮考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請馨どお りであるこ

とっ

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

勤



添付資料 3-生

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 35-1

検査年角日 i浴球
'え
年 ′ 月 ご 由

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 縮圭果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。
(

記録確認

必要な図面等が準備されていること。 囲面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内であ

ること及び必要な測定窯建囲、測定精度を有して

いること。

記録確認

系統構成が完 了していること。
立会/

爺

3/



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-85-1

検丞年月日 :溶糸″2年  ダ月 ご 目

検 査 場所 :関西電力株式会社蔑浜尭電所

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使舜:済燃料貯蔵設備

使用済燃料舞

'蔵

槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置

(別添 1の太線枠内の範囲参照)

言1測制御系統施設

原子炉非常停止信考

(別添 との太線枠内の範囲参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

適合性確認検査記録等の確認検

査

・外観検査

・組立て及び据付け状態を確

認する検査

設備及び機器が工事計画に従い製

作され、据付けされ、所定の性能を

有しており、技術基準に適合するも

のであること。

え
目視

録

備考

・記録確語召.は、工事吾,画に基づき常‡請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識〃I番号 iTと -1-0706
.          Tと 一と一()8()7

ど2



籾 斜 彬 度 の刷 翔 翻 吸 S購 競 較    ・

加旺水迎暁電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

3 使用済燃糊的議剥緻こ係る次の事項

軽微変更申請前 傾規規発第 16∝104号 平成28年 6月 19日 )

(6)使用済燃料貯摩権の温度、水位及び漏えいを監視する装置の名称、種類、計潟範囲、取付箇所及び僣欺

的
働

(1イ 2)

変 更 後
名 租 覇 I計 翻 価 関 叔 面 ,デr 個   数

変更なし

変更なし
濃 水 防 饉 上

変更なし

区 固 番 号
違 ホ 防 醸 上 の

盟怠が必要な高さ

変更なし

変更なし
漁 ホ 防 譲 上 の

区 画 番 号

変更なし

譲 上 の

配 慮 が必要 な 高 さ

変 更 前
■  豊

1

所

使用済燃料 ピッ■

水冷類浄 rヒ索繊

罠 用 需語 T,こ ツ
「

水冷却浄化系統

名

ぅ名ン

統

イラ

系

く
、

設   置   床

示    柾

(ラ イ ン
緬

名 )

設   置   床

服計 剥 臣 園

0ヽ 1(l(l℃

E.L.430.99構

E。 と,■31.99n

種   電

潟温抵抗体

超苦歳式
水位検出器

名 杯

使用済燃料ビット温度

使用祷燃料ビット水位

(次ページに続く)

遭
募

ド

含

＼
３

ふ
渉

ミ
武
益
』
Ｂ



(2/2)

r

(予備ユ

(1・ 2号 1爵E
共用))

I

使用済燃料 ピント

大洛歯浄 f″繁筆

霞 用 育 糀 科 〔 ツ ト

技 牽 観 海 イレ素 筆

名

＞名

系   続
(ラ イ ン

設   置   床

の
号
上観
番

防
百
水漁

区

造 水 防 慶 上 の

配慮が必要な高 さ

〕

保管器所

系   凝    名
(テ イ ン 名 )

設   ほ   床

検 水 防 縦 上 の

医 函 番 号

濾 水 防 霊 と の

己 aが 必要 な高 さ

E.L`+24.80E

E;L.'31,99鳳

Eす と,・ 21.Om

E.と,432.Om

0"‐ 100℃

電演式
水位検出器

クロー ト式

水位検出番

測温抵抗体

使用済燃料ピットホ位
〈広域)

可搬型使用済燃料
どット水位

横用済燃料ビット温度
(A憎用〉

ミI種 4 衝付取個  数
変 更 前 変 更 後

『
↓

(注 1)既工事計画書に記戯がないため配段の適正化を行う。協載内容は、搬針図書による。

瀬
霊
謝
洋

（
〕
＼
＼
い
）

ё
き
ヽ
や
式
ｈ
偽
餌



軽微変更申請後 (関原発第 121号 平成30年 5月 24日 )

(6)使 用済燃料貯藤精の温度、水位及び漏えいを監視する装置く
')名
称、種類、計測範囲、取付箇所及び個数

的
特

(1/空〉

使用済燃斡ピット

水冷却浄化系統

上臣

水

醜患 が必

防

上 の
(号

V)

さ

区  画

取

系   短    名
(ラ イ ン 名 )

設   置   床

=十

譲Hれ 隠

0～ 100℃

変更なし

用済燃料ピット 測逮抵抗体

l

使用斎燃料 ビッ ト

太語手匈浄化系統

所

系

ヽ フ

統   名
イ ン 名 )

設   置   床

の
号

上議

番

防

画

水陰

Ｌ

盗 水 防 議 上 の

配 慮 が必要 な高 さ

E_し ■30.99醐

こ と Ⅲ31.99ぉ

超管 l虔式

水位検出器

名 称 獲   類 1計 澱 重 団

使用済燃料ビット水位

′変 更 後変 更 前

(次ページ亀続く)

涯
募
Ｐ

ａ
＼
ｕ

』
さ
遭
ギ
↓
江
”
巨



(2/2)

変更なし

1

(子信 1

(1・ 2号胡
共用))

l

使用斎燃料 ピット

水冷却浄化系統

使用済燃料ピット

水P特却浄化緊続

系

て ン

れ

イ一フ

名

名 )

設   置   床

の
号

と護

番

防

固

水盗

区

溢 水 防 霞 上 の

配 底が必要な高 さ

系

く フ

凝    名
イ ン 名 )

設   置   床

の
号
上謳
番

防
百
水遼
区
濃 水 防 額 上 の

配慮が必要な高 さ

〕

保管場所

と,L.T24.30■

a,L.+31.99ぃ

B.と,+21.0日

E.と .Ⅲ32.0輌

0,W100℃

電渡式

水位検出器

7諄 ― 卜式
ホ位検出器

脚温抵抗体

随用済燃料ピットホ位
(広域) 一

可搬型使用済燃料
ビット水位

質用済燃料どント温度

(■盟用)

変 更 前
鬼
~~~~ ~ 

葦下覆
~~類

1評瀬
‐
重函

'「

頭
~ 1 
付 ~~~~愚  lilil互也甦三 数1名

~‐ ~稼
「言
~~ 
類T評
‐
面
~孟 ~磁
千頭 鶴    所 :個   数
変 更 後

』
』

(滋1)平成28年6月 10日 付け原規規莞第1606104号 に

(注2)本設備は既存の設備である。

更前に記敏

工
竜
郭

停

（
卜
＼

観
）

越
ぐ
Ｆ
沖
゛
式述』
出



触 工事計画本文 鋳畷規発第 1606104号 (平成28年 6月 10日認可))

中

力印

―
用聯 融 係るもの (期 原予炉蟻 を管理するための制罐 ,こ係るものを除く。)にあつて1虫 次―

7原割帰隅紹F止信鍬職 蝉 醜 的 斡 日輻講る俗婢 的 鋤 J踏護擁理繕させサrヤ珠件

・ 常 哉   

´

く,2.′ 13)

偽試

変 更 後

検出轟及び作駒条件

検出器
の種類

取付博所
非常停止
に要する

敏定便 発傾さt
ない奈作

盤更なし

6.観 P4

teaGけ」

以上

変えな し

の

番  号
水 防 硬 上 の

注 水 防 豪 上 の

区 百 番 号

濾 水 防 遺 上 の

砲感が必鼻な高き

3

2

2

蚕質な t

圭燕気止
め弁 (事 ll

全閉位置

検出器

震慕気止

め弁 (■ ガ

全嗣位置

検出書

主慕気上

め弁〈,3)

全田位置

織出番

主森負止

め弁 (ユ d
全開位置
と出患

原子炉

非常停止

F「をのと輌

資質なⅢ

変更な し

変  更 市

原子ゆ非常停止信号を
発信させない条件

出力領輩 中性子東及 び

ター ビン負荷 が定格出

力の 10%メ 下の呼J合 、
自動て原子炉非 常停止

信号が阻止 され る。

出力領崚 中性子 媒及び

ター rン 負荷が 定棒 出
力の 10り6以 下の構合 、

自動 で原子炉非 常停止

僧号が狙止 される。

検出書及び作働条件

働数 象付笛所
原子炉非常

停止に要する

信号の働数

6.4ヽ 7.411,a

tsage」

2

(1素コtの内〕

4

くI系列の内〕

孫 章
イン

“名

タービン
非常しや勝
油圧検出器

6

(3日 で

ユ系列 )

1 散置床

―累  駐  名
(ラ イ ン峯 )

(歳Hw設  置 床
8  !

全団位置

検出器

(1個で

系列 )

原 子炉

夢争常停止

信身の種類

タ
|

ピ
油 ン

圧 非
低 曽
し
や

断

主
蒸
気
止
Ч〉

弁
出

タ
ー
ビ

ン
ト
リ

ッ
プ

瀬
霊
謝
μ

（
９
＼＼
銅
）

器
さ
ふ
式脅
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施  設 名 :その他

系 統  名 i総合設備検査

要領書番号 :原規規収第 161007と 号卜35-2

平成プど年 十1月

原子力規制委員会



2検査の種類

8験査申請

4検査期日

5検査場所

6検査範
"雲

使用説検査成績書

1発電所名 関西篭力株式会社盛浜発電所第 1号機

発電角原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使痛前罐

使用舗検査申請番号  .
震原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

自平成パ年 11月
'7日至 平成,8年 11月
'7日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町闘ノ浦

高浜発電所第 1号機の発電用原子炉施設において1工事識画記載項目 (基本

設計方針除く。)のうち実用発電用原子炉の設置Ⅲ運転等に関する規則第 16

条の表に基づく他の使用舶検査で確認するもの以外の項目

7検査結果    検査結果一覧表のとおり

1



8特記事項

9添付資料

/♂し

検査結果■覧表

使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 検査記録の確認検査記録
3 兼用設備―覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査宮 検査立会責任者

検査記録の確認検査 徒

平成ぇを年ノ/月 /7日 平成2ツ年
'「

月
''日

歩,わ為

朱々 綱

(裁陶

,跡

ホイラー。

'|ど

ン 主任技術者

■
■
■
■
■

2



添付資料-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

検査記録の確撼険査

確認事項 確認、方法 検査年月霞 結果 備考

珂葺請者の品質記録 (必

要に応じ保全実績の記

録を含む。)が準千薦され

ていること.

記録確認

平成,ど 年
十1月
'7日
魚

平成

月 日

月   日

必要な図画等が準備さ

れていること。
図面等確認

平成aか 年

サ1月 専 日 え

月   日

平成

月   □

ヘ

3



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 :関藤篭力株式会社高浜発電所

施設名 :原子炉冷却系統施設

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 確認項目 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉補機冷却設備   ′
ポンプ
大容量ボンプ (1・ 2・ 3・ 4号機共用〉

保管場所確認検査
平成2a年
r,月

'7日

魚 記録確認

寄霧 考       i
・記録確認は、申講者の品質記録 (X)による。

※ :適合性確翻検査成擦書の講房ll番号 :T,,3-θ 401

4



添付資料-3

兼用設備一覧表

主たる機能に関係する設備 熊用する設備

原子炉冷却系統施設
・原子炉捕機冷却設備
ポンプ

大容量ポンプ (1・ 2・ 3・ 4拝}機共用)

核燃料物質の致級施設及び貯議施設

使用済燃料貯l議構冷却浄化設備

ポンプ

大容量ポンプ (放永砲用)(1・ 2号機共用)■
原子炉格納施設
圧力l丘減設構その他の安全設備 (格納容器安全誠簡)

ポンプ

大容量ポンプ (放水砲用)(1・ 2号機共用〕|■

5



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機 |

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施  設  名 :その他

系 統  名 :総合設備検査

要領蓄番号 :原規規収第 1610071号 35-3

希鳥通年 ム月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態 |こなったH専に係る

使用読検査

3検査申請

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

使用前検査申講番号

関原発第299号

関原発第434号

関原発第 46号

関原発第202号

闘原発第 259号

関原発第415号

関原発第 504号

関原発第 512号

闘原発第582号

関原発第  3号

関原発第 68号
監¬爾明任|1心掲

(平成 28年 1

(平成30年

(平成 30年

(平成30年

(平成30年

(平成 30年 1

(平成 3と 等

(平成31年

(平成31年

(平成 31年

(令琴露 元年
(4和 哉

0月

3月

4月

7月

8月

2月

2月

2月

3月

4月

5月

と月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

と日)

6日 )

18日 )

4爾 )

16日 )
24月)

自命かえ年∫月2η口
至や榊亀年ム月28自

関西電力株式会粒高浜発電所

福井黒大飯郡蔑浜嘩囲ノ浦

高浜発電所第1号機の発電輝原子炉施設において、工事計画謡載項R(基本

設計方針除く)のうち実用発篭用原子炉の設置、́運転等に関する規貝ll第 16

条の表に基づく他の使用龍検査で確認するもの以外の項目

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

1



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

◆和為年r月 二″倒今ホ崎急年
『
月29日

検査記録の確認検査 震

多鶏境捜宅

二 翻

,電 II]

8特記事項

9添付資料

生し

使用前検査記録  |

1 検査前確認事項
2 検査記録の確認検査記録

2



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項日
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

検査記録の確認検査 薩

抑 穐年ム月 |十 日 令米五ん年b月 /,日

″|'す 打

名禽声可■

彰る 主任技術者

8特記事項

か́じ

9添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 検査記録の確認検査記録

る



検査実施者及び検査結果∵覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

検査記録の確認検査 λ

命令え年ど月/J日 浴黎 ヵ年 ♭月′,日

オ 叫 生

誂 不ロ

がイうアウタ,ゼレ主任技術着

8特記事項
′エレ

9添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 検査記録の確認検査記録

牛



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

検査記録の確認検査

・λ

牟ゎぇ年 か月審日 冷狩aぇ 年6月 l牛 日

矛
″

' )狂

発電熱原子新主任技術増

|

8特記事項

伝 レ

9添付資料 使用前検査記録

l 検査前確認事項
2 検査記録の確認検査記録

も



検査実施者及び検査結果一覧表

検査立会責任者検査項目
検査

結果
原子力施設検査宮

環巧も亀年も月,7日 令かを年6月 r7日

え力奥

4
/

ノキも

灘電澪泳ψ

汐ク,,テ″ヤ 非rと預瘍

検査記録の確認検査 班

8特記事項

9添付資料

与 じ

使用議棋査記録

1 検査前確認事項
′
2 検査記録の確認検査記録

心



検査実施者及び検査結果一覧表

原子力施設検査官 検査立会責任者検査項目
検査

結果

怖 島年ム月29日 梯 え年6月 2′ R

検査記録の確認検査 胞ヽ
あゑ千

岳穐不b覆

発 電串斎諄ザ
主任技術着

ギイタ‐,''ウと律諏飼万

8特記事項

9添付資料

砲Jb

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 検査記録の確認検査記録

▽



添付資料 1-1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検′査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用飾検

査中請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

抄 え年

J用報日 熊
使用油検査戒縦讐の「3、検査

申諦どに串講,濤号 (変更申講番

号を含む。)を記載する。

牟静亀年

6月 |1日 鷺

拿4ん年
5月 /じ 瞬

λ

検査をする工事のエ

程.ttl日 及び場所が rl:

請書どお りであるこ

と。

記録確認

令宋芽と年
5月之掏

:

R
やみ3亀年
も月十tB k

今オ♭え痒

♭月/5日 入

工事尋十育鐵の認可番号の

記載が適七プどでぁる こ

と。

記録確認

奪赤野L年
す 月21日
R

牟為亀年

も月11手F R_

弁券i″え 年

彦月/づ 日 え

康



添付資料 と-1-九

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項   :    ,

使斉1講検査申講書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請善 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

言E録確認

稔務Pみ年

√月/字 目 入

使罵前検査成績書の「3検査
帝
:軍講どに学講番号 (変更中講番

呼を含む。)を記載する。

彿 れ 年

ム月 ,ヮ麟 R

仲 亀 年

五月2p露
R

検査をする :工 事て
'9五

程、節lH及び場所が申

請善どお りであるこ

と1

記録確認

◆琴,警
渉月 /字目 λ

否勇も描年
ム月17樹 碇

か
甲私・角 年

る月お日 馳

工事言「と曲iの認環番 Fチ fノD

記載が適切であるこ

と。

記録確認

今琴'た年

ど月/生目
λ

奈覇わ亀年
1

と周|ァロ 斑

つ鵡二年

6月 28日 民

9



添付資料 1-2-1

検査記録の確認検査

高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月ロ 結果 備考

中請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

令をた年
J月 2?目 無
神 お 年

も月II日 k

傷″ら午
ど月/JH え

必要な図画等が準備さ

れていること。
図画等確認

令未呼L年
す月2η日 R
令みコれ年

ム月十(日 R
吟4"も年

渉月をと1 λ

検査用討器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

命オ
"L年ダ月子7日 虞
梯 迅年

Å月 子1日 碓

ID



添付資料と-2'2

検査記録の確認検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていることも
記録確認

第 籍
拶月/字 口 え

悌 為年

ム月,7日 鵞
斜 b滝 年

も月EB日 碓

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

枠券9え年

ど 月 /γ瞬 庭

答 D亀年

ふ月
'フ

ロ 孔

や再亀年
ム月2く 尉 地

検査用計器が校正され

ており有効期限 :六lでぁ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

牟努
"む
年

了
―
潟/字目
え

年

月  身

月   日

II



添付資料 2-1

高浜発電所第 1号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

施設名 :放射線管理施設

判定基準 :工事言,画のとおりであり、技術基準に適合すること,

検査対象 I確認項目 検査年月日
検査

結果
検査方法

放射線管理用計測装置

エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線量当量率を計測する装置

緊急時対策所外可搬型エリアモニタ

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

外観検査

彿 森
渉月ノ牛日え

記録確認

取付箇所確認検査

保管場所確認検査

放射線管理用計測装置

エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線量当量率を計測する装置

緊急時対策所内可搬型エリアモニタ

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

外観検査

纂:"仏年
ノ月/4旧 危取付箇所確認検査

保管場所確認検査

放射線管理用計測装置

移動式周辺モニタリング設備

可搬式モニタリングポスト

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

保管場所確認検査
今み3

と ト取付箇所確認検査

放射線管理用計測装置

移動式周辺モニタリング設備

篭離箱サーベイメニタ

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

保管場所確認検査 脅町
簡 考・記雙守議懸椎畢藷裏馨錢暴

岳
緒
1読1写
|ュ

4こ :こ暑;ft毛の1)離 ;
T4-5-'lD9

(2



添付資料 2-2

高浜尭篭所第 1号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 i関′彎
‐
竃力株式会社鳥浜発電所

施設名 :放射線管理施設

コ1定基準 :工事言1画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 確認項目 検査年月掛
検査

結果
検査方法

放射線管理用討測装置

移動式周辺モニタリング設備

Nalシ ンチレーションサーベイメータ
(112・ 3・ 4号機共用)

保管場,アr確認検査
梅 施年

も耳ガ椰魔

記録確認

放射線管理用岳Ⅲ測装置

移動式周辺モニタリング設備

GM汚染サーベイメータ
(1,2・ 3・ 4号機共用)

保管場所確認検査
冷れお準
イと月2a F R

放射線管理用詐測装置

移動式周辺モニタリング設備

ZnSシンチレーションサーベイメニタ
(1・ 2・ 3・ 4号機共用〉

保管場所確認検査
◆れ亀岸
る月28日
鬼

放寡:線管理用計測装置

移動式周辺モニタリング設れ欝

β練サーベイメータ

(1・ 2・ 3.・ 4号機共用)

保管場所確認検査
揺 亀年

も月球
魔

備 考・記録催臨絲塞,議議馨を発溢読極好fttiis i・ム。守

|も



添付資料 2-3

潜】
‐
浜発電所第二号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

施設名 :放射線管理施設

判定基準 :工事言十藤i(ア)とおりでありi技術基準に適合すること。

検査対象 確認項目 検査年月日
検査

結果
検査方法

換気設備

送風機

緊急時対策所非常用空気浄Tヒファン

(1・ 2・ 314号機共歩覇)

寸法検査

令帯盈

6月 |

年

7日 甦

記録確認

外観検査

取付箇所確認検査

保管場所確認検査

換気設備

フィルター

緊急時対策所非常周空気浄化フィルタユ

ニット (1・ 2・ 3・ 4号機共用)

サ法検査

争 嚇
ムチ
''7『

l

麗
外観検査

取付箇所確認検査

保管場所確認検査

備 考
・′記録確認な、申講者の品質記録 (X)による。
※:適合性確認倹査成績書揚識別番号:耳覇一η

=ё
lね 字′Tl・ Ь―心40弁 (■り3)

(什



添付資料 2-4
嵩浜発電所第 1号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

施設名 :その他発電用原子炉の附属施設

判定基準 i二事吾,面のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 確認項日 検査年月呂
′険査

結果
検査方法

非常用電源設観鷲

非常テE篭源装置

lttl燃機関

機関並びに遇給機

電源事 (緊急時対策デ舜用)'大l燃機

関 (1・ 2・ 3,4号 機共用 )

外観検査
わ轟砲年
と月lI囲 驚

記録確認

取付箇所確認検査

井言用電源設備

非常用電源装置

内燃機関

調速装置及び非常熟尋速装置

調違装置 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)
(電源車 (緊急時対策所用))

外観検査
◆魯れ年
ム月It日 R

非常用電源設備

井着用電源装置

内燃機関

訂母速装置及び非常調速装置

非常嗣速装置 (1・ 2・ 3・ 4号機
共用)(電源車 (緊急時対策所
用))

外観検査

神 母 年
ム月 ti El 壁

非常用電源設備

非常用竜源装置

内燃機関

内燃機関に附属する冷却水設備

冷却水ボンプ (1'2'3・ 4号
機共用)(電源車 (緊急時対策所
用))

外観検査

今慕穐年
と月+1日
驚

取付簡凝確認検査

備 考 :・弔綴蠅懸益羅露罷8豊織轟瓢読蜂弩:♀考二j_09。 icその1)

IS



添付資料 2-

検査記録の確認検査記録

萬浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

施設名 :その他発電用原子炉の附属施設

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査年河目
検査

結果
検査方法検査対象 確認項目

材料検査

寸法検査

外観検査

凝寸圧検査Ⅲ浦えい検査

Ｒヽ

非常輝亀源設l薦

非常用電源装置

内燃機関

燃料デイタンク又はサービスタンク

燃料タンク (1'2・ 814号機
共用)(篭源車 (緊急特対策所
用〉) 取付簡所確認検査

祢 騨年
Δ月 11日

非常帰電源設備

非常輝電源装置

燃料設補      ・
容器

タンクローリー (1・ 2・ 3。 4

号機共用)

保管〕場所確認検査
神 島毒
b月 2彦固
一Ｒ

一Ａ

記録確認

非常用電源設備

非常月1電源装置  '
燃料設備

主肥管

タンクローリー給油ライン接続用

80砥 ホ~ス (1・ 2・ 3・ 4号機共
用)

取付箇所確認検査
ワ癖

月を日
牟休
ど

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。
※i適合性確認検査成績書の識別番号:Tl… 3-D991(電 r)4)

TI-3-υ蹄
'(わ
り

'  Tl-5‐ DSSl(花 rみ 2)

イム



添付資料 2-6
発電所第 1

検査記録の確認検査記録

絞査場所 i闘西亀力株式会社高浜発電所

施設名 iその他発電用原子炉の附属施設

判定基準 :工事計L由ェのとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 至雀認項目 検査年月日
検査

結果
検査方法

非常用電源設備

非常用麹源装置

発電機

発電機

篭源車 (緊急増対策所用)(1
2・ 3,4号機共濡)

下r法検査

令森噺磁年
ム戸|1日 監

記録確認

外篠昆検査

取付簡所確認検査

保管場所確認検査

非常用電源設l熊

非常用電源装置

発電機

励磁装置

励F越装置 (1・ 2・ 3・ 4号機共
用)(電源車 (緊急時対策所用))

外観検査

勢 年`
と月|'1日
R

取付簡所確認検査

非常用電源設備

非常用電源装置

発電機

保護継電装置

保護継電装置 (1・ 2・ 3・ 4号

機共用)(電源卓 (緊急時共:策所
用))

外観検査
今れ角年
ム夷|十 日
縫

非常用電源設イ縛

その他の電源装置

無停竜電源装置

電源装置 (1・ 2・ 3・ 4持機共
用)(取永盤防潮ゲー ト電源装置)

寸法検査

命矛切を年
す 月21目 農

外観検査

組立て及び掘付状態を確認す

る検査

備 考
・記録確認は、轄1講者の品質記録 (※)によるЬ
※ :通合性確認検査成績書の識別番号 ITIヽ

=―
メθЭf Tl― Si∂ ?か 1で冤び,1)

/
|▼ こ


